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　第一話　　ヒミツなふたり






「俺たち、別れよう」

　九月二十三日、午後五時三十二分、燃えるような黄昏たそがれ空の下。

　私立瀬せ海かい学園の屋上で、葛くず原はら北ほく斗とは自分の恋人に向かってそう告げた。

「……先輩。どうしてそんなこと言うんですか？」

　北斗の言葉に、彼女はひどく動揺しているようだった。

　夏を知らない雪国で育ったみたいな白い肌。きっちり切りそろえられた前髪、大きな白いリボン、背中まで届く黒髪ストレート。少し小柄な体格に、高校一年生にしてはナイスなサイズの胸ときゅっとくびれたウエスト。そして瀬海学園の女子制服。

　凛りん多だ愛あい梨り。

　北斗の一学年下の後輩にして、恋人。

　少なくとも、北斗たちが通う瀬海学園ではそういうことになっている。そんなウワサが悪質なプロパガンダのごとくばっちり広まっている。それが北斗にとって非常に不ふ名めい誉よなことであるにせよ、だ。

「お願いします。まずは理由を話してください。ひょっとして、先輩は自分が不良だってことを気にしているのでは？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ」

　とは言ってみたものの、そういう気持ちがないわけでもなかった。

　なにせ北ほく斗との外見はお世辞にも優等生には見えない。細身だが引き締まった身体からだ。制服だって着崩しているし、ツンツン尖とがったくせ毛も金色に染めている。目つきだって凶悪。

　極めつけは、声。

　高校生にしてはやけにドスの効いたしゃがれ声。もしヤクザアニメの声優オーディションが開催されたら一発合格間違いなし。聞いた者の背筋を容赦なく震え上がらせる仁義なきハスキーボイスである。

　さらには、中学時代に空手の全国大会で優勝したという肩書。

　これらの要素から導き出される葛くず原はら北斗のキャラクター。

　不良。

　今まさに学歴社会からはじき出されようとしているヤンキー。実際、北斗は学園内じゃ有名人だ。幼おさない頃から空手をやってたせいでケンカも強いからなおタチが悪い。みんながみんなワニ園にいるアリゲーターでも見るみたいな目で北斗を見る。

　だが、そんな校内一の問題児にだって苦手なヤツが何人かいる。

　そして、今現在そのトップランカーの座に君臨しているのが目の前にいる愛あい梨りだった。

「確かに、先輩はうちの学園じゃ知らない人がいないくらいの不良です。あだ名だって無駄にいっぱいあって盛りだくさん。『クズ先輩』、『学園最強』、そして『熊くま殺し』」

　どう考えても最後のヤツは高校生に付けるあだ名じゃねえ。

『クズ先輩』はきっと葛原という名字から取ったものだし、『学園最強』というのもケンカを吹っかけてきた他ほかの不良を片っ端から返り討ちにした結果だ。

　だが、『熊殺し』ってのはなんなんだ？

　ひょっとして一年生のときに『熊くま田だ』っていう名前のヤンキーを病院送りにしたのが悪かったのか？　だからってそんなプロレスラーみたいなニックネームを付けなくてもいいじゃないか。自分は身にかかった火の粉こを払っただけなのに。

　そんな風に弁解したい北斗だったが、今は黙るしかなかった。

　なぜなら、今は愛梨が喋しやべる場面だ。

　そういう風に、決められている。

「他にも、先輩の彼女としてあなたに言いたいことはたくさんあります」

　まるで舞台に立った女優のようにはっきりとした口調で、愛梨は続ける。

「まず名前が中二病っぽくてダサダサですね。どうしてそんな一子相伝の暗あん殺さつ拳けんみたいなお名前なんです？」

　うるせえよ。

　俺だって好すきでこんな名前に生まれたわけじゃない。全国の北ほく斗とさんに謝れ。

「きっと子供の頃はその名前のせいで胸に星座のラクガキをされたり、『ひでぶっ！』とか雑ざ魚こキャラの断末魔っぽいあだ名で呼ばれていたのでは？」

　すげえなコイツ。物の見事に人の黒歴史を言い当ててやがる。

「ううっ、可哀かわいそうな先輩……。今は不良のせいでクラスではぼっちさんですし。しかもクラスに居場所がないせいで昼休みはときどき男子トイレの個室でヤキソバパンを齧かじっていて……やーい、便所飯ー♪　便所ひでぶーっ♪」

　コロス。

　この女だけはいつかコロさねばなるまい。一体この世界のどこに彼氏の心の傷をここまでクリティカルに抉えぐってくる彼女がいるんだ？　額ひたいに青筋を浮かべながら自らの恋人の存在を呪のろう北斗だったが、耐えるしかなかった。そう今はただ黙──。

「先輩ったら、可愛かわいい♥」

「どこがだ!?」

　──っていることはできなかった。

　ついつい、突っ込んでしまっていた。

「オイ凛りん多だ！　テメエさっきからアドリブかましすぎだろ！　脚本には別れを切り出した俺に怒るって書いてあったけど、ここまで罵ののしる必要があったか？　しかも、今の話のどこに可愛い要素があった!?」

「そういうマニアックな男の子も需要があるかなぁと思いまして。それより、どうでした？　美少女探偵愛あい梨りちゃんの推理は当たってました？」

「うるせえこのバカ彼女！　当たってたから余計に腹が立つんだよ！」

　台無し。

　これじゃ何もかもご破算である。放課後、茜あかね空、屋上、二人きり……そんな感じで、土曜の九時あたりからテレビで垂れ流してる青春ドラマみたいな舞台装置を用意したっていうのに、結果はこのザマ。やはりこんな脚本ブツクをこなすのは無理があったのだ。

　別れ話をするセンチメンタルなカップル。

　そんな二人を演じるなんて……。

「まったく。何をしているんだ、きみたちは」

　と。

　そこで不満そうに話しかけてきたのは、愛梨よりもさらに小柄な女の子。

　パッと見て思いつくイメージは精巧に作られたお人形さん。未いまだに映画館に小学生料金で入れるらしいちっこい体たい躯くと、日本人離れした赤いセミロング。頭につけた猫っぽい髪飾りを揺らしながら、彼女はぷくっと頬ほおを膨らませた。

「わたしが書いた脚本ブツクでは、別れを切り出した不良少年と怒りながらも必死に引き留とめようとする愛あい梨り……二人はお互いの欠点を言い合うも、やがては仲直り。そして、お互いの関係を確かめ合うように抱き合う。この流れだったのだか？」

「すみません、ちぃちゃん。自分の彼氏の顔がホラーすぎて、つい」

「すまん、チェルシー。自分の彼女の毒舌が腹立たしすぎて、つい」

「……きみたちは変なところで息が合うな。というか、不良少年も名前をバカにされたぐらいで怒るな。いい名前じゃないか。ちょっと中二病っぽいが」

「うるせえ。テメエだって、『スターダスト』なんて無駄に派手な名字してるくせに──」

　そこまで言ったところで、北ほく斗とは黙った。

　というより黙らざるをえなかった。頬ほおをひくひくと痙けい攣れんさせたチェルシーの左手が、制服のシャツの襟えりを思いっきり引っ張ってきたのだ。

「言ったはずだぞ、不良少年。わたしの名前はチェルシー・スターダスト。だが、わたしを名字で呼ぶことは許ゆるさない。わたしを名字で呼んだ者は例外なくぶち殺している」

「……悪かったよ。だからそんなに怒るなって」

　公開絞首刑五秒前な状況から脱出するために、襟を握っていたチェルシーの手を強引に振り払う。

　チェルシー・スターダスト。

　日本人とアメリカ人のハーフで、北斗のクラスメイト。この瀬せ海かい学園の現生徒会副会長でもあり、学園ではちょっとちっちゃいけど才色兼備な優等生で通っている。

　だが、そんな副会長にも致命的な弱点が一つ。

　名字がやけに派手なことを気にしているらしく、『スターダスト』と呼ばれると容赦なくキレるのだ。

「ちぃちゃんは相変わらず沸点がメチャ低いですね」

「し、仕方ないだろうっ。授業の度に先生に『スターダストさん、この問題がわかるかな？』と訊きかれてみろ。なんだかバカにされてるみたいで無性に腹が立つ」

「本名なんだから仕方ねえだろ」

　愛梨とチェルシーのやり取りを聞きながら、ため息を吐き出す。

　ちなみに、愛梨とチェルシーは幼おさな馴な染じみだ。なんでも幼おさなかった頃に家が近所だったとか。もっとも、チェルシーは小学生～中学生までアメリカに行っていたそうなので、その期間はメールや電話でしかやり取りをしていなかったらしいが。

「まぁ、わたしの名字の話は置いておいて。しっかり演技をしてくれ。このままではきみたちの関係が偽物の恋人同士であるということが誰かにバレてもおかしくないぞ？」

「ぐっ……」

　そう、学園では北斗と愛梨は付き合っているということになっているが、実際は違う。

　偽恋人。

　たとえるならそんな感じだろう。つまりは、演技。今していた練習だってチェルシーの書いた脚本ブツク通りのカップルを演じるためのもの。なぜ不良の北ほく斗とがそんなことをしているかというと、それには様々な理由がある。

「もう一度、説明しておこう」

　まるで民衆に向かって演説する革命家のような調子で、チェルシーは語り出した。

「きみたち二人は恋人になったフリをして、この瀬せ海かい学園の全生徒──約七千人を騙だまさなければいけない。言わば、きみたちは舞台に立った役者。そして、生徒は観客だ」

「観客……」

「もちろん、観客はきみたちが付き合っているふりをしているとはこれっぽっちも思っていない。だからこそ、騙すのさ。そして、注目を集める。それがわたしの考えた計画──劇場型恋愛だ。そして、この計画の最終目的は──」




　凛りん多だ愛あい梨りを、この学園の生徒会長にすることだ。




「………っ」

　本気か、この女。チェルシーにこの計画を聞かされてからもう大分経たっているが、未いまだに彼女の目的は荒こう唐とう無む稽けいで無む謀ぼうすぎると思う。普通の学校なら生徒会長になるというのは大した目標じゃないかもしれない。

　しかし、この瀬海学園は普通じゃない。

　ここは総生徒数七千人を誇る超巨大学園。この学園の生徒会長になるということは、七千人の頂点に立つということ。さらには熾し烈れつな戦いである生徒会総選挙を勝ち残るといこと。そして、彼女を倒すということだ。

　凛りん多だ千ち夏なつ。

　ここにいる凛多愛梨の姉にして、昨年一年生ながら圧倒的支持率で生徒会総選挙を制覇した現生徒会長。この超巨大学園のトップに君臨するアイドル。『学園の歌姫』なんて大層な異名をほしいままにする、絶対君主。

　生徒会長になるということは、彼女に勝利するということで──。

「おや。今さらビビっているんですか、クズ先輩」

　北斗の顔を上目遣いに覗のぞき込こみながら、愛梨が訊たずねてきた。

「はあ？　そんなわけねえだろ、このジミ子こ。おまえが自分の姉に敗まけたくないように、俺にだってあの生徒会長には借りがある。だから必ず、今度の生徒会総選挙で勝つ。そして、おまえを生徒会長にしてやるよ」

「はい。それでこそ、私の彼氏です。大だい好すきですよ、先輩」

　クスッと、北ほく斗との言葉に彼女は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　そう、彼女の名前は凛りん多だ愛あい梨り。

　北斗の偽恋人にして、自分のクラスでは地味な女の子……略して『ジミ子こ』なんてあだ名で呼ばれていて、周囲の生徒から距離を置かれている女子生徒。

　ぼっち。

　たぶん、そんな言葉がピッタリなんじゃないかと思う。さきほど愛梨は北斗のことをクラスで浮いているなんて言っていたが、それは彼女もどっこいどっこいだろう。だからこそ北斗たちは偽恋人になった。そしてチェルシーが書いた脚本ブツク通りの恋人を演じ、この瀬海学園の総生徒約七千人を騙すことにしたのだ。




　ぼっちな彼女を学園の人気者へとプロデュースして、生徒会長に就任させる。




　そのための計画こそが、劇場型恋愛。

　──どうして、北斗がそんな無む謀ぼうなマネをしなければいけなくなったのか？

　その理由を知るには、時計の針を三週間ほど巻き戻さなければならない。





　　　　　　　＠　＠　＠


















　突然だが、葛くず原はら北ほく斗との家庭環境はちょっと変わっている。

　まず今の父親とは血が繋つながっていない。これは北斗が幼稚園のときに両親が離婚したからで、その数年後に北斗を引き取った母親が別の男と再婚したからだ。

　けれど、別に新しい父親に文句があるわけじゃない。母親が再婚したのは北斗が小学二年生のとき。かれこれ十年近く家族をやっていれば嫌でも慣れる。仕事の都合で単身赴任が多いせいか家にはあまり帰ってこないが、それでも北斗にとっては良い父親だった。

　ただ、一つだけ。

　問題点があるとすれば、今の父親には北斗より一つ年下の連れ子がいたということだ。

「あっ、お兄ちゃんおかえり～」

　七階建てのマンションの一室。

　五年ほど前に北斗の両親がローン込みで購入した住居である。学園から帰宅してリビングへと続く扉を開けると、どこかダラけた声が出迎えた。

　声の方に目を向けると、そこにいたのは薄着のタンクトップにショートパンツ姿でソファに寝転ぶ女の子。明るい色の茶髪を頭の両サイドで結んだ彼女は、帰ってきた北斗に目もくれずテレビに繋がったゲームのコントローラーをカチャカチャ操作している。

　葛くず原はら冬とう華か。

　母親の再婚相手の連れ子であり、北斗の義妹いもうと。見た目は文句なしに可愛かわいい。その証拠に彼女は北斗とは違ってクラスでは人気者らしい。一度同じ瀬せ海かい学園に通う冬華の姿を見たことがあるが、友だちに囲まれて楽しそうだった。

　そう、学園での冬華は傍はたから見れば文句のつけようのない優等生なのだが──。

「お兄ちゃーん、冷蔵庫からファンタとハーゲンダッツ取ってきてー。冬華、今すっごく忙しいのー」

「どこがだ。ただゲームをしてるだけじゃねえか」

「そんなことないわよ。冬華の予定はいっぱいなの。これからゲームでＰＴパーテイー組んでるみんなとモンスターの討伐にいって、その後はＨＤに取り溜ためた今期のアニメをチェックして、ネットの掲示板に感想を書き込んで、ニコ動の生放送を見て……」

「わかった。もういい。さくっとモンスターを殺やりに行け」

　はあっとため息を吐きながらも、妹に頼まれたブツを冷蔵庫まで取りに行く。

　これが冬華の本性だ。学園では成績優秀でお淑しとやかな女の子という猫を被かぶっているが、家に帰ってくればすぐさま制服を脱ぎ捨てダラけ三ざん昧まい。おまけに重度のアニメ好ずきでネトゲ廃人。完かん璧ぺきに、末期症状である。

「えへへ。ありがと、お兄ちゃん」

　北斗が持ってきたアイスを冬華はスプーンで美お味いしそうに頬ほお張ばった。続いてペットボトルに入った炭酸飲料をコップも使わずにぐびぐびとラッパ飲みしてから、

「ぷっはー、やっぱりアイスとファンタの相性はバツグンね！　お兄ちゃんも飲む？」

「いらねえよ。つーか、おまえ……もうちょっとお淑しとやかにできねえの？　ほら、学園でしてるみたいにさ」

「えー、ヤダ。だってダルいし……あっ、ちょっと黙ってお兄ちゃん！　冬とう華かのＰＴパーテイーがモンスターとエンカウントしちゃ……うっしゃあああああ死闘の始まりね！　行くわよみんな！　冬華がこの腐りきった世界を華麗に救ってみせるもん！」

　ずいずいっとソファから身を乗り出してピコピコとコントローラーを操作する冬華。

　……なぜ妹はこんなダメ人間に育ってしまったのだろうか？

　昔の冬華は違った。少なくともこんなダラけた格好でゲームをするような女の子じゃなかった。しかし、中学に入ったあたりから学校と家の中でのギャップが激しくなり……気付いたら、この惨状。

　もっとも、現在進行形で不良をやっている北ほく斗とに妹の生活態度についてどうこう言う資格はないのだろうけど。

「ふぅ、また一つ世界を救っちゃったわ。ところで、お兄ちゃん。今日の晩御飯は何？」

「冬華の好すきなハンバーグ。材料はさっきスーパーで買ってきたし、デザートには昨日作った苺いちごのババロアを……あっ、そういや母さんは何してる？　メシ食えそうか？」













「あー、どうだろう？　今夜が修羅場とか言ってたし、難しいかもね。コミックスの作業が押してて大変なんだって」

「了解。じゃあ、夕飯は俺が部屋まで持ってく」

　北ほく斗とたちの母親の職業は少女漫画家だ。

　月刊誌に連載を持っていて、過去にはアニメ化作品を生み出した売れっ子でもある。ただ、その代わり仕事が多忙で家事は北斗に任せきり。幼おさない頃からそれが当たり前だったので、北斗もすっかり慣れてしまっている。

「お兄ちゃんって不良のくせにマメよね。しかも愛読書が少女漫画で、得意な料理がスイーツ全般だなんて……やっぱり昔からお母さんが描いてる漫画を読んでた影響かな？」

「うるせえな。人の趣味にケチ付けるな。つーか、冬とう華かも少しはしっかりしろ。俺がこの家にいられるのはあと半年かもしれないんだぞ」

「あー、お母さんが言ってたアレのこと？　けど、いくらなんでも無む茶ちや苦く茶ちやじゃない？　『一年以内に彼女をつくれなければ、この家から出ていけ』なんて」

　そうなのである。いくらなんでも無茶苦茶なオーダーだと思うが、実の母親が言い出したのだから仕方ない。

　遡さかのぼること、今年の四月。不良としてもなんとか二年生に進級した北斗に、母親はそんな宣告を下したのだ。どうやら彼女は彼女で自分の息子が『熊くま殺し』なんてデストロイなあだ名で呼ばれていることを気にかけていたらしい。

　だからこそ、北斗に課題を出した。

　これからも不良でいるのならば、一年以内に彼女をつくってみせろ。

　それができなければ、容赦なくこの家から追い出す。

「でも、どうして彼女なの？　彼女ができれば不良をやっててもいいって意味がわからないんだけど」

「俺にもわかんねえよ。ただ、母さんにも考えがあるのかもな。たとえば、彼女ができればそれがきっかけで息子が丸くなるかもしれない……とか」

「もしくは、ただ面白がってるだけとか？　この前『浮かばねえええええネタが浮かばねえええええどっかにラブでコメな青春を送ってる思春期真っ盛りの高校生がいないかしらねえええええっ!?』って叫んでたから、刺激が欲しいのかも」

「俺にとっては冬華と母さんの存在だけでも十分刺激的だぞ」

「もう、そんなこと言ってる場合じゃないわよお兄ちゃん！　お母さんがお兄ちゃんに彼女をつくれって言ったのが今年の四月！　なのに、今日は九月二日！　もう半年も経たっちゃってるのよ!?」

「わかってるって。けど、いきなり彼女って言われてもな」

　非常に困る。こっちは友だちすら満足につくれないというのに。

「でも、冬とう華かはお兄ちゃんが不良でも全然オッケーかも。お兄ちゃんの妹ってだけで変な男が寄りついてこないし。だから……」

　ほんのりと、冬華はほっぺたを桃色に染めてから、

「……あの、ね？　もしどうしても彼女ができなかったら、冬華がお兄ちゃんの恋人になってあげても──」

「ごめん、無理」

「ひどっ!?」

「さーて、今夜の夕飯は何にしよっかなー」

「冬華の好すきなハンバーグでしょ！　さっきお兄ちゃんがそう言ってたもん！　ていうか、どうして冬華の告白を無視しようとするわけ!?」

「だって、おまえ妹じゃん」

「妹でも義理よ義理！　義理って言ってもバレンタインデーの義理チョコとはわけが違うわ！　むしろ本命だもん！　お兄ちゃんのバカ！」

「どう考えてもおまえの言動の方がバカっぽいぞ」

　しかし、こんな妹でも学園では別人なのだ。

　なにせ今年の入学式で一年生代表の挨あい拶さつをやってたくらいだし。ステージに上がった冬華が大人びた口調でパーフェクトなスピーチをかましたとき、北ほく斗とは本気で身震いした。女ってマジ怖こええ。ここまで完かん璧ぺきに仮面を被かぶれるものなのか、と。

「とにかく、俺はおまえと付き合うつもりはない。おまえには、俺みたいなロクデナシよりももっとふさわしいヤツがいるはずだ」

「……むぅ」

　ソファの上に置かれたクッションを抱きしめながら、不満そうに息を吐く冬華。

　ちょっとむくれた妹は思わず抱きしめたくなるくらい可愛かわいかったが、告白を受けるわけにはいかなかった。こんな妹でも学園では優等生。その恋人が不良なのはよろしくない。

「……お兄ちゃんの、バカ」

「そう怒るなって。おまえの厚意は嬉うれしいけど」

「厚意じゃなくて好意よ！　それに……冬華、ヤダよ。このままじゃお兄ちゃんは家を出てっちゃうんでしょ？　今までみたいに冬華と一緒に暮らせなくなっちゃうのよ？」

「冬華……」

　不覚にも、その寂さびしそうなセリフには胸がチクリと痛んだ。

　確かに、冬華の言葉は事実だ。

　タイムリミットはあと半年。それまでに彼女をつくれなかったらこの家を出ていかなければならない。そうなったら、自分たち兄妹は離れ離れに──。

「そんなのイヤ！　お兄ちゃんがいなくなったら誰が冬華のお世話をしてくれるの!?　冬華のダラダラＬＩＦＥはお兄ちゃんの双そう肩けんにかかってるのに！」

「………」

　いっそのこと、離れ離れになった方がいいかもしれない。

　その方がマジで冬とう華かのためになる気がしてきた。子供の頃から兄に甘えっぱなしな妹だったが、そろそろ自立させるべきだろう。

「あれ？　お兄ちゃん、何それ」

　そんなことを思っていると、再びファンタを飲み始めた冬華が何やら不審そうにジーっと見つめていた。その視線の先にあるのは、北ほく斗との制服のズボン。ポケットからは小さなピンク色の紙切れがはみ出している。

「ああ、これか。放課後に鞄かばんを開けたら入ってたんだ」

「ふぅん。まさか、果たし状？　でも、そいつバカね。中学のときに空手の全国大会で優勝したお兄ちゃんにケンカ売るなんて。しかも、なんで色がピンクなの？　それじゃまるでラブ──」

「実はラブレターなんだこれ」

　ぱひゅーっ！　と冬華は飲みかけのファンタを物の見事にふき出していた。

「あ、あはは、お兄ちゃんは冗談キツいわね……。うちの学園は生徒が七千人もいる超マンモス校だけど、お兄ちゃんみたいなデンジャラスヤンキーにラブレターを送るヤツがいるわけが……」

「文面は、『私と付き合ってください。今日の放課後、あなたの教室で待っています』」

「ふええええええええええええええっ!?」

　バババっと凄すさまじい勢いでラブレターを奪い取る冬華。

　その文面を見て兄の証言が事実だと理解したのだろう。冬華は「きゃああああっ！」と悲鳴を上げてからソファにダウンした。さらには枕まくら代わりに使っていたクッションにぎゅぅぅぅうっと顔を埋めて、足をバタバタバタ……。

「ううっ……どうしよう、お兄ちゃんに彼女ができちゃう……。でも、甘く見ないでよね。冬華はそんじょそこらの姑しゆうとめよりネチっこいわ。こうなったらその泥棒猫さんと昼メロドラマも真っ青のドロドロバトルを繰り広げてあげる……！」

「そんなもん繰り広げんな。あと、安心しろ。俺はそのラブレターの待ち合わせ場所には行ってないから」

「──は？」

　クッションを胸に抱えたままで、冬華は兄の方に視線を向けてきた。

「何それ？　お兄ちゃん、このラブレターを無視しちゃったわけ？」

「ああ、思いっきり」

「ひどっ！　お兄ちゃんの悪魔！　女の子からのラブレターを無視するなんて、お兄ちゃんは一体どんな家庭でどんな教育を受けてきたの!?」

「おまえと同じ家庭でおまえと同じ教育だよ。そもそも、俺だって好すきで無視したわけじゃない。さっき言ったろ？　放課後に鞄かばんを開けたら入ってたって」

「えっ……どういうこと？」

「実は、さっき家に帰ってきて鞄を開けたときにラブレターの存在に気付いたんだ」

「タイミング遅っ！　なんで帰るときに気付かなかったわけ!?　普通鞄に教科書とか詰めるでしょ！」

「詰めねえよ。めんどくせーから教科書は全部置き勉だ」

「このバカ兄貴ぃ─────っ！　きっとそのラブレターを書いた女の子教室で待ってるわよ！　それどころか、お兄ちゃんにフラれたと思って帰っちゃったかも……」

「だろうな」

　けど、むしろこれでよかったんじゃないかと思う。

　このラブレターに差出人の名前は書かれていなかった。だからどこの誰がこんなものを送ってきたのかわからないし、呼び出しに応じなかったことに対しては素直に謝りたい。

　だが、どんな女の子だろうが自分なんかと付き合うべきじゃないのだ。

　──そう思い直してから。

　北ほく斗とはラブレターをリビングのゴミ箱に捨ててしまった。

「お兄ちゃん……」

「じゃあな、冬とう華か。俺は部屋に行って着替えてくるよ」

「……うん。わかった」

　冬華は少し納得がいかなそうな様子でゴミ箱の中のラブレターを見つめていたが、結局のところ何も言わなかった。

　北斗も気持ちを切り替えるためにすぐに廊下に出る。

　そして、改めて考える。

　クズ先輩。

　それが北斗に付けられたあだ名の一つ。名字の葛くず原はらから取ったんだろうが、これほどピッタリなあだ名もない気がする。

　だって、自分は間違いなく学園の底辺だ。髪だって染めているし、一年生の頃からケンカを吹っかけてきた不良を何人も倒した。成績だってよくなければ、授業をサボることもよくある。もちろん、仲の良い友だちなんか一人もいやしない。

　──クズ。

　普段は不良である北斗のことを恐れて口に出さないが、きっと周囲の生徒や教師は自分のことをそう思っているはずだ。

　学園のはみ出し者。

　ロクデナシ。

　劣等生。

　それが、葛くず原はら北ほく斗とという人間だ。そんなヤツと付き合いたいだって？　悪いこと言わないからやめとけって。絶対にロクなことにならないよ。少なくとも、このラブレターの差出人にとってプラスになるわけがないのだ。

「……ん？」

　そんなことを考えながら廊下の端にある自分の部屋に入った瞬間、ポケットの中でスマートフォンが鳴った。

　ディスプレイを見ると、そこには見慣れない番号が。

　反射的に北斗が通話ボタンに触れると、スピーカーから聞こえてきたのは『ふふっ』というどこか幼おさなさの残る笑い声で、




『ひどいな。さすがは葛原北斗。学園一の問題児だけのことはある。まさか、わたしの書いたラブレターを無視するとは』




「！」

　──嘘うそだろ？　まさかラブレターの相手が電話をかけてくるとは。けど、どうやってこの電話番号を調べたんだろう？

「あんた、誰だ？」

『おや。声を聞いただけじゃわからないか？　わたしはきみのことをよく知っているぞ、不良少年。なにせクラスメイトだからな』

「そうなのか。……悪かったな。ラブレターを無視しちまってさ。あれに気付いたのはついさっきなんだ」

『心配するな。きみが鞄かばんを開けずに帰ったことは知っている。きっと待ち合わせ場所には来ないと思ったから、せっかくだし後をつけさせてもらった。スーパーで買っていた食材から察するに、きみの家の夕飯はハンバーグだろう？　よかったらわたしにも食べ──』

　そこまで聞いたところで、北斗は電話を切った。

　二秒後、すぐに同じ番号から着信が。

「もしもし？」

『すまない。さっきのは冗談だ』

「どっちが？　俺をつけてたって方か？　それともハンバーグを食べたいって方？」

『後者の方だよ。尾行したことは怒らないで欲しい。きみだってわたしが仕込んだラブレターを無視したんだから、これでお互い様さ』

「どういう計算をしたらそうなるんだ。そもそも、あんたは──」

『チェルシー・スターダスト。それがわたしの名前だ』

　北ほく斗との問いに答えるように、女の子──チェルシーはやや早口で言った。

　確かに、そんな名前のクラスメイトがいた気がする。ハーフの女の子だから強く印象に残っている。それに、北斗の記憶が正しければ彼女は──。

「……生徒会、副会長」

『その通りだよ。やっとわかってくれたのか？』

「ああ。あんたは有名人だしな」

　チェルシー・スターダスト。

　去年、一年生ながら生徒会総選挙で会長に立候補した帰国子女。選挙では現生徒会長である凛りん多だ千ち夏なつに敗北したが、千夏自身が彼女を気に入ったために副会長に推すい薦せん。そうして副会長になった彼女は見事な手腕を発はつ揮きしており、現在は瀬せ海かい学園の[image: ]２。

　そんな話をクラスメイトがしているのを、北斗も聞いたことがあった。

「で、その副会長様が何の用だ？　悪いけど、俺はあんたと付き合うつもりはねえぞ」

『いや、付き合って欲しいのはわたしじゃない。実は、きみにはある女の子と付き合って──いや、正確には付き合っているフリをして欲しいんだ』

「付き合ってるフリ？」

『つまりは恋人を演じてくれればいいのさ。悪い話じゃないと思うぞ。きみだって、一年以内に彼女をつくらなければ家を追い出されてしまうのだろう？』

「……ちょっと待って。なんでそのことを知ってやがる？」

『さて、どうしてでしょう？』

　どこか得意げにはぐらかすチェルシー。

　一年以内に彼女をつくらなければいけないことは学園の誰にも言っていない。冬とう華かだってわざわざ兄の抱えている問題を誰かに話したりしないはずだ。

『まぁ、とりあえずその話は置いておいて。検討してくれないか、不良少年。別に難しいことをしろと言っているわけじゃない。きみはただ恋人を演じてくれればいいんだ』

「十分難しいと思うけどな。第一、なんでそんなことをしなくちゃいけないんだよ？」

『それは……』

　少しだけ。

　チェルシーは黙ってから、




『この学園を、ぶっ壊すためだ』




　どう考えても本気にしか聞こえない口調で、そんな物騒なことを言った。

「……テロリストみたいなことを言うんだな、副会長」

『ふふん。誤解するな。わたしは物理的な意味で学園を壊したいわけじゃない。壊したいのは、現生徒会の政権さ。もうすぐ来期の生徒会役員を決める選挙が始まるだろう？　わたしはそこで現生徒会長を──凛りん多だ千ち夏なつを倒したいと思っている』

「………っ」

　チェルシーが出した名前に、心臓がドクンッと震えた。

　凛多千夏。

　北ほく斗とにとって、彼女はある意味特別な女の子なのだ。

『きみも知ってるだろうが、うちの学園は生徒の自主性を強く尊そん重ちようしていて、生徒会長になった者には様々な権限が与えられる。校則の改定、学校行事の運営、二百以上あるクラブ活動の予算編成……その他ほかすべてに影響力を持つことになる。ときには、教師以上にな』

「………」

『わかるか？　生徒会長になるということは、この超巨大学園の覇は権けんを握るということに近いんだ。だからこそ、現生徒会長である千夏の支持率は圧倒的なのさ。その証拠にわたしも去年の生徒会総選挙で敗まけ、副会長になった』

「ひょっとして、納得がいってないのか？」

『当たり前だ！　あんな天然ボケ女にこのわたしが敗けたなんて許ゆるせるはずがない！　しかも、あいつは「あたし、ちぃちゃんのことが気に入っちゃった。だから副会長になってよ！」なんて言ってきたんだぞ!?　おかげでわたしはあの女の手先になってしまった！』

　随ずい分ぶんとひどい言い草だ。

　北斗の頭の中では、去年の選挙の後に「わたしが副会長になれたのは凛多さんのおかげです。彼女と一緒に学園をもっと良くしていきたいと思います」とチェルシーが全校生徒の前でスピーチした記憶が蘇よみがえっていた。どうやらあのときの言葉は建前だったらしい。

「けどさ、凛多千夏に勝つのは無理じゃないか？」

　今チェルシーが言った通り、千夏の支持率は圧倒的だ。

　容姿端麗で性格も明るいせいか生徒からの人気も高い。おまけに学力テストで全教科満点なんてウルトラＣを何度も達成したことがある秀才。まあ、いわゆる天才肌でときどき奇行（パンダのキグルミを着て入学式に出席、昼休みに放送室をジャックして一人コンサート、ロッククライミングで四階建ての校舎を屋上まで登頂……ｅｔｃ．）をすることもあるが、それを補えるだけの魅力が千夏にはあった。

　そのことを、北斗は身に染みてわかっている。

『そうだな。悔しいことにわたしでは千夏に勝てないだろう。だからこそ、きみの協力が必要になってくる』

「例の恋人のフリをして欲しいってヤツか？　そもそも、なんで選挙に勝つためにそんなことをしなくちゃいけないんだよ」

『それはきみが有名人だからだよ、葛くず原はら北ほく斗と。「学園最強」、「熊くま殺し」、そして「クズ先輩」。よくもまぁここまで物騒なあだ名が揃そろったものだ。学園できみを知らない生徒はいない。わたしが欲しいのは、その知名度だ』

「知名度？」

『そうさ。劇場型恋愛。わたしは自分が考えたこの計画をそう名付けたいと思う』

「うえー、中二病くせえ計画名」

『う、うるさいぞ！　わたしのネーミングにケチを付けるな！　……コホン。話を戻そう。きみには学園の生徒という名の観客たちの前で、わたしの書いた脚本ブツク通りの恋人を演じてもらいたい。そうすることで、あいつを生徒会長にしてやりたいんだ』

「あいつって……」

『わたしの幼おさな馴な染じみさ。きみにはあいつの──凛りん多だ愛あい梨りの恋人のフリをして欲しい』

　そこまで聞いたところで。

　北斗は電話を切ってしまった。そのままスマホの電源を落として、机の上に置く。これでチェルシーからの電話に出なくて済むだろうが……。

「……参ったな」

　部屋着に着替えるために制服のシャツを脱ぎながら、ため息を零こぼす。

　よりにもよって、凛多愛梨とは。

　記憶が正しければ、彼女はあの凛多千ち夏なつの妹のはずで──。




「ふぅん。そんなに私の彼氏になるのが嫌なんですか、先輩」




　その声に、背筋が凍りついた。

　いや、別に自分しかいないはずの部屋で声をかけられたからじゃない。

　一度だけ、この声を聞いたことがあったような──。

「………っ！」

　反射的に、振り向く。

　そこにあったのは北斗が使っているベッド。

　そして、なぜかそのベッドに潜り込んでいる女の子。艶つややかな黒髪に真っ白なリボン。幽霊みたいに白い肌。清せい楚そで大人しそうな表情。彼女は、まるでそこにいるのが当たり前のように北斗のベッドで横になっていた。

　瞬間、北斗はさっき抱いた感覚が気のせいじゃなかったことを確信する。

「……凛多、愛梨」

「驚いた。私のことを知ってるんですね、先輩」

　思わず名前を呼ぶと彼女──凛多愛梨は微笑ほほえんだ。

　──これが、北ほく斗とと愛あい梨りの出会い。

　学園の底辺にいる二人の、初遭遇だった。





　　　　　　　＠　＠　＠






「……ちょっと待て。テメエ、なんでそんなとこにいる？」

　深刻なパニックに陥りつつある思考をなんとか立て直しながら、北斗は愛梨が横になっているベッドを指さした。

「元はと言えば、先輩があのラブレターをシカトしやがったのが悪いんですよ。じゃなければ、私もこんな強硬手段を取ったりしませんでした」

「思いっきり不法侵入じゃねえか！　つーか、一体どこから入った!?」

「もちろん、そこのベランダから」

　布団から出した手でベランダを指しながら、愛梨は言った。

「ちぃちゃんがあなたを私の恋人候補に選んだのにはいくつかの理由があります。第一に、あなたが校内でも有名な不良だということ。第二に、あなたが私の隣部屋に住んでいるということ」

「と、隣部屋？」

「どもども。先月お隣に引っ越してきた凛りん多だです。趣味は邦楽ロックバンドＣＤの蒐しゆう集しゆう。好すきな言葉は初しよ志し貫かん徹てつ。仲良くなりたい動物は猫科系全般。引っ越しソバはありませんが、今後ともよろしくどうぞ」

「よろしくされたいならせめて玄関から入ってこい！」

　なんて女だ。

　どうやら愛梨は隣部屋のベランダを伝ってこちらに侵入してきたらしい。窓が無事なところから察するに、たぶん北斗が鍵をかけるのを忘れていたんだろう。さすがにこんなところから入ってくるバカがいるとは思っていなかった。

「ところで、先輩は私のことを知っているんですよね？　さっきは名前を呼んでくれましたし」

「……同じ学園にいるんだから顔ぐらい知ってても普通だろ？」

「そうでしょうか。うちの学園は生徒が七千人もいる超マンモス校。普通の学校の常識は通じません。まさか、先輩は私のストーカーさん？」

「鏡を見てから言え。勝手に人の部屋に入ってきたのはどこのどいつだ？　どう考えておまえだろうが！」

「もしくは、私を知っているのは私の姉が有名人だから？」

「………。まあ、そんなところだ」

「なるほど。では、私が学園でどう呼ばれているかも知っているんでしょ？」

「………」

　答えづらい質問に、沈黙するしかなかった。

　──凛多姉妹の地味な方。

　北ほく斗との記憶が正しければ、愛あい梨りは学園でそんな風に言われている。別に愛梨の外見が地味すぎるというわけじゃないのだ。

　ただ、比べる相手が悪すぎる。

　なにせ彼女の姉はあの凛りん多だ千ち夏なつ。生徒数七千人を誇る瀬せ海かい学園の頂点に立つ生徒会長なのだ。天才の姉を持つ、凡人の妹。学園での愛梨の評価はそんな感じ。

　しかも、悪いことに……。

「そう、私は学園では人気者。普通科１－Ｇの凛多愛梨ちゃんと言えば知らない人間はいないくらいです。えへんぷい」

「嘘うそ吐つけ。おまえ、自分のクラスに馴な染じめてないんじゃないのか？」

「おや。そんなことまでご存ぞん知じとは。もしや、マジでストーカー？」

「違う」

「お巡りさん、コイツです」

「いっそのことマジで通報してやろうかこの不法侵入者！　俺はストーカーじゃねえ。おまえのことは冬とう華か……妹から聞いただけだ」

「ああ、先輩は私のクラスメイトでもある葛くず原はら冬華さんのお兄さんでしたっけ。彼女はクラスでは人気者ですよ。『ジミ子こ』なんて呼ばれてる私とは違って」

「それはおまえがクラスメイトに絡まれてるせいだって聞いたぞ」

　──なんかね、冬華のクラスに生徒会長の妹さんがいるんだけどね、あんまりクラスに溶け込めてない感じなの。クラスにいる不良っぽい女の子にイジメられてるみたいで、『ジミ子』なんてあだ名で呼ばれちゃっててさ。

　以前、そんな話を冬華から聞いたことがある。

「先輩の妹さんは優しい人ですよ。地味で存在感のない私に、『大丈夫、凛多さん？　何か問題が起きてるなら、遠慮なく相談してね？』なんて言ってくれました」

「そ、そうなのか？」

　言えない。

　その優しい妹は今リビングでダラけながらネトゲをやってますとかマジ言えない。そもそもダメ妹モードの冬華にクラスメイトをイジメから救い出すほどのエネルギーがあるとは到底思えないし。

　そんな風に、北斗が内心でハラハラしていたときだった。

「お兄ちゃん、どうかしたの？」

「！」

　ウワサをすれば何とやら。

　コンコンというノックと共に、声をかけてきたのは冬とう華かだった。ひょっとしたら、なかなか帰ってこない兄のことを不審に思ったのかもしれない。

（マズいことになりましたね、先輩）

　ひそひそと小声で、愛あい梨りは言ってきた。

（どこがだ。俺は冬華が部屋に来ようが困らねえぞ。不法侵入してきたおまえと違ってな）

（でも、私たちの状況を見たら妹さんは色々と誤解してしまうのでは？）

（誤解？）

　その言葉で、北ほく斗とは自分がシャツを脱いでいて上半身裸なのを思い出した。さらに愛梨の方は北斗のベッドに潜り込んでいて、

（ちなみに、今の私は全裸です）

（なんで全裸!?）

（先輩がビックリ仰天するかなと思いまして。いぇい）

（後輩が不法侵入して自分のベッドに入ってた時点で心臓が止まりそうだ！）

（冗談ですよ。さすがにすっぽんぽんではありません。ただし、下着しか身に着けていませんが。しかも色はお砂糖もミルクもゼロのＢＬＡＣＫ）

（嘘うそだよな？　頼むから嘘だと言ってくれよ凛りん多ださん！　今ドアの前にかなりブラコンを拗こじらせた妹がいるんです！）

　オイオイオイ冗談じゃねえぞ。

　愛梨の格好は布団を被かぶっているせいで見えないが、実際に下着しか身に着けていないとしたらマズい。半裸の兄＋下着姿のクラスメイト（女子）。この現場に冬華が踏ふみ込こんできてみろ。最悪白目をむいて卒倒するかもしれない。

「お兄ちゃん、ドアを開けてもいい？」

「うおっ、待て待て冬華！　今ちょっと取り込んでるんだ！」

「もしかして、まだ着替え中なの？　それにしちゃ時間がかかりすぎじゃない？」

「そ、それは……」

「……お兄ちゃん、まさか」

　ドアの前で冬華は息を呑のんでいるようだった。

　まさか、バレたのだろうか？　家ではダメダメ妹だが学園では優等生を演じている冬華のことだ。意外な察しの良さを発はつ揮きしてもおかしくは……。

「もしかして、えっちなＤＶＤを見てるとか？」

「………」

　……助かった。

　妹がアホでマジ助かった。どうやらおかしな方向に勘違いしたらしい。だが、結果オーライ。これなら冬とう華かが部屋に入ってくることはない……と、北ほく斗とが安心した瞬間だった。

「あんっ！　だめぇおにーちゃん！」

「!?」

「そんなところ触っちゃイヤっ！　はぅう……そんなに舐なめたら……ひゃぅ……頭の中が真っ白になって……らめぇえええおにーちゃんだいしゅきぃいいっ！」

　テメエえええええええ凛りん多だ愛あい梨りいいいいいいいいいいいっ！

　小声でシャウトを上げながら、北斗はベッドの上でモジモジと身体からだをくねらせて色っぽい声を上げている愛梨の顔に枕まくらを押しつけて黙らせた。

（むっ。何をしやがるのですか）

（それはこっちのセリフだ！　何してんの？　もしかして厄介な頭の病気でも患ってんの!?　安っぽいＡＶみたいな演技しやがって！）

（先輩の妹さんがおかしな誤解をしてるみたいだったので、乗ってみました）

（おまえはデビューしたてのお笑い芸人か！　しかもなんでジャンルが妹モノ？　いっとくが俺は妹モノのＡＶは持ってねえぞ！）

（ですよね。先輩のお気に入りはコスプレ系ですし。いやー、すごいですね、ベッドの下のアレ。裸エプロン＆ウサ耳とか、さすがの私もちょっぴりドキドキ──）

（お褒めの言葉ありがとう難しいことは言わないから一刻も早く死んでくれ！）

　つーか人の部屋を漁あさってやがったなテメエ!?　と追加のツッコミを入れたい北斗だったが、状況はそれどころじゃなかった。

「お兄ちゃん……」

　ドアの向こうから聞こえる冬華の声は微かすかに震えていた。

　どうしよう。

　さすがに今ので愛梨が部屋にいることがバレたんじゃ……。

「やったわ！　ついにお兄ちゃんも妹モノのえっちなＤＶＤに手を出してくれたのね！　何度チェックしてもコスプレ系しかないから、冬華すっごい心配だったの！」

「………」

　うん、兄ちゃんもすっごい心配だよ。

　兄が妹モノのＡＶを見てることに喜ぶ妹とか、勝手に部屋に侵入して兄の所有ＡＶをチェックしてたっぽい妹とか、今まさにドアの向こうで「ううっ、今夜はお赤飯ね……」なんて感慨にふけっている妹とか。

「グッバイ、お兄ちゃん！　ゆっくり楽しんでて！　冬華、お赤飯の材料を買ってくるから！」

　バタバタと足音を立てながら冬華は部屋の前から去っていた。

「随ずい分ぶんと愉快な妹さんをお持ちですね。あの人、学園にいるときとはマジでキャラが違いますよ」

「……ああ。おかげで毎日が楽しくて仕方ないよ」

　今度から部屋を出るときは絶対に鍵をかけることにしよう。

　妹への侵入対策を頭の中で練りながら、北ほく斗とは再び愛あい梨りに目を向けた。

「で、凛りん多だ。なんでテメエがここにいる？」

「それはもちろん、私の恋人──いえ、正確には偽恋人になってくれるよう先輩に頼むためです。ちぃちゃんから計画の説明をされたのでは？」

「劇場型恋愛……だったか？　中二病くせえ計画名を聞かされただけで詳しい説明はされてないし、そもそも俺はおまえの偽恋人になるつもりはない」

「ですが、先輩は彼女をつくれなければ家を追い出すと言われてるんでしょ？　だったら、悪い相談ではないはずです。とっとと私たちの計画に協力して──」

「うるせえ。黙れ」

　持ち前のドスの効いた声で言ってから、北斗は愛梨を睨にらみつけた。

「さっきから勝手なことばっかりぬかしやがって。おまけに人の部屋に不法侵入とはいい度胸じゃねえか。こんなことしてタダで済むとは思ってねえよな？」

　わざと威圧するような口調で言ってやる。

　大抵の相手は北斗がこうするだけで白旗を揚げる。数年前から不良に絡まれ続けた北斗が身に着けた一種の特技。拳こぶしに頼るまでもなく敵を負かすための処世術だ。

　こうやってプレッシャーをかければ、相手はシッポを巻いて逃げるはずで──。

「合格です」

　しかし、北斗の視線を受けながらも、愛梨は不敵に微笑ほほえんでいた。

「見事な脅し文句ですね。はなまるの一〇〇点をあげましょう。さすがは校内一の問題児なんて呼ばれるだけのことはあります」

「はん。強がってられるのも今のうちだ。この状況がわかってんのか？　テメエは今言った校内一の問題児と二人きりなんだぜ？　ひょっとしたら襲われるかもとか考えたりしねえのかよ？」

「考えませんよ。だって私はあなたがそんなことをする人じゃないって知ってますから」

　そう言って、愛梨は布団から左腕を突き出した。

　その腕に握られているのは、北斗の部屋にあるテレビのリモコン。愛梨はそれをパチポチと操作してから、

「ではでは……ＶＴＲ、キュー」

　バラエティ番組の司会者のようなノリでテレビの電源をＯＮ。

　すぐさまテレビに映し出された映像を見た瞬間──北斗は自分の全身から大量の脂汗がふき出すのを感じた。いや、決して北ほく斗との秘蔵コレクションであるコスプレＡＶの上映会が始まったわけではない。

　そこに映されていたのは、北斗にとってさらに深刻な映像だった。




『いやあ、決勝も見事な一本勝ちでしたね～』




　テレビの中では、マイクを持った若い女性アナウンサーが真っ白な空手の胴着を着た選手にインタビューをしている。

　そう、これは三年前に行われたとある空手の全国大会の映像。

　その中学生の部の優勝者のインタビューだった。




『ありがとうございます。でも、自分なんてまだまだですよ。今日勝てたのだって支えてくれたコーチや部活のメンバーのおかげだと思います』




　マイクを向けられた選手はなんとも謙虚なコメントをしている。

　汗に濡ぬれた黒髪に精せい悍かんな笑みが似合う男の子。ちょっと目つきが鋭い気もするが、そこは「俺、青春してます！」って感じの爽さわやかスマイルがカバーしている。まだ声変わりしていないせいか、声も綺き麗れいなボーイソプラノ。

　彼はカメラに目線を向けたまま、清すが々すがしい口調で言葉を紡ぐ。




『けど、俺には夢があるんです』

『夢？　それはなんですか？　できれば教えて欲しいのですが』




　番組を盛り上げるためなのか、男の子の言葉にばっちり食いついてくるアナウンサー。

　……やめてくれ。

　できることなら今すぐインタビューをやめるように言ってやりたい北斗だったが、残ざん酷こくなことにテレビの中の男の子はキラキラと眩まぶしい青春スマイルを浮かべながら、嬉うれしそうに自分の夢を語り出した。




『実は、今度自分が通っている中学校で生徒会の役員を決める選挙があるんです』

『なんと！　もしやその選挙に出馬するつもりなんですか？』

『ええ。自分の夢は、学校の生徒会長になることですから。それに、なんだか今日の大会で優勝できて、今度の生徒会総選挙で勝てる自信がついた気がしました』

『では、選挙の方もばっちりですね？』

『──はい！　俺、葛くず原はら北ほく斗とは絶対に選挙に勝って生徒会長になってみせます！　だから、これを見てる学校のみんなーっ！　応援よろしくお願いしまーすっ！』




「ぐわあああああああああああああああああっ!?」

　そこまで聞いたところで。

　現実に耐え切れなくなった北斗は上半身裸のまま床の上でのた打ち回っていた。

　……殺せ。

　いっそ殺してくれ。なんなんだ、今の爽さわやか青春野郎は。いくら全国大会で優勝したからって調子に乗りすぎだろ。テレビのインタビュー……しかも全国ネットで自分の夢を語ってどうするというのだ。しかも、この二ヵ月後に行われた選挙で……！

「残念なことに、彼は選挙で敗まけてしまったわけですね」

　はい、その通りです。

「しかも、当初は圧倒的な支持率を誇っていたにもかかわらず、いきなり転校してきた一人の女子生徒に人気を奪われ惨敗してしまったと」

　あれにはマジでビックリしました。おかげで不登校になりかけたぐらいです。

「全国ネットで生徒会長になるって宣言までしたのに、現実って残ざん酷こくですよね。ま、彼はこの事件がきっかけで生活態度が荒れて不良になってしまうわけなのですが……今のお気持ちはどうですか、葛原北斗先輩？」

「……最悪だよ」

「え？　今なんて言ったんです？　よく聞こえなかったのでリピートプリーズ」

「最悪だって言ったんだよ！　よくもまぁこんな古い映像を見せつけてくれやがったなこのジミ子こ！」

「──けど、俺には夢があるんです」

「だぁあああああああああああっ！」

「──俺、葛原北斗は絶対に選挙に勝って生徒会長になってみせます！　だから、これを見てる学校のみんなーっ！　応援よろしくお願いしまーすっ！」

「にゃああああああああああああああああっ!?」

「おや。大丈夫ですか、クズ先輩。死にかけのアブラゼミみたいに床の上を這はいずり回って。お脳の調子でも悪いんですか？」

　たった今流れたインタビューを忠実に再現した後で、愛あい梨りはテレビの電源を消した。

　……この女、最悪だ。

　まさかここまで容赦なく人のトラウマをエグってくるとは。

「テメエ、どうやってこの映像を手に入れやがった？」

「実は私の父は格闘技の試合を見るのが趣味でして。先輩が出た大会が録画されたＤＶＤが実家にあったんです。それに、私はこのインタビューが結構好すきですよ。夢に向かって、一直線な感じで」

「皮肉を言うのはやめろ！　本人にとっては今すぐ抹消したい黒歴史のランク一位なんだからさ！」

「それはあなたが選挙で突然転校してきた女の子……私の姉である凛りん多だ千ち夏なつに敗まけたからでしょ？」

「ぐっ……！」

　そうなのだ。遡さかのぼること三年前。通っていた中学校の生徒会総選挙で、北ほく斗とは千夏に敗北した。当初は自分の方が有利だったはずなのに、疾風のごとくやってきた千夏は全生徒の人気を物の見事にかっさらっていったわけである。

　そして、そこから北斗の人生は劇的に狂い出す。

　全国ネットで勝利を宣言しておきながら敗北したことで、周囲の生徒から嘲あざけりの混ざった目で見られるようになった。仲の良かった友だちすら「ちなっちゃんが相手じゃ仕方ないよなぁ」なんて親しげに千夏のあだ名を呼びながらからかってきた。自業自得と言われればそれまでだが、周囲の急激な変化に北斗はついていけなかったのだ。

　その結果、北斗はグレた。

　きっかけは違うクラスのヤンキーに選挙で敗けたことをバカにされたこと。ついついカっとなってケンカを買ってしまい、停学処分に。そこからは他人との交流を拒絶するみたいに生活態度は荒れていった。しかも、透き通るようだったボーイソプラノは変声期を経てドスの効いた８９３ボイスへとメタモルフォーゼ。

　まるで坂の上を転げ落ちる石コロのような、転落人生。

　元々は成績優秀な優等生で校内でも人気者だったはずなのに、今じゃ『熊くま殺し』なんて呼ばれて恐れられる不良に成り下がってしまったわけである。

「ですが、先輩が敗けるのもしゃーないですよ。千夏の人気は異常ですから」

　そう言って、愛あい梨りは「よっこらせ」とベッドから降りてきた。彼女が身に纏まとっているのは瀬せ海かい学園の女子制服。どうやら全裸や黒下着うんぬんはすべて冗談だったらしい。

「ま、ただしＨＡＩＴＥＮＡＩですけどね」

「俺の心を読んで話を進めるな」

「見ます？」

「見るか！」

「それはそうと、先輩。ちょいとそこにあるパソコンを使ってもオッケーですか？」

「あぁもう好きにしてくれよ……」

　トラウマを抉えぐられたせいか、もはや北斗はサバンナでライオンの群れに襲われた仔こインパラのごとく無抵抗だった。愛梨の言葉に従うようにパソコンの電源を入れると、彼女はカチャカチャと慣れた手つきでキーボードをタイピング。

　すると、画面に映し出されたのは……。

「なんだこれ？」

《セカイネット》。

　そんな名前のホームページだった。

「知りませんか？　私たちが通っている瀬せ海かい学園のいわゆる裏サイトってヤツですよ。もちろん学園側は非公認ですが、全校生徒の約七割が閲えつ覧らんしていると言われています」

「七割って、結構な数だな」

「今の高校生にとってインターネットは必需品ですからね。しかもこのサイトは学園の話題を語るスレッドはもちろんのこと、生徒の人気投票や毎年行われる生徒会総選挙の出口調査や当選予想まで行われています。ま、誰が運営しているかはミステリーなのですが」

　カチカチと愛あい梨りがマウスをクリックすると、いくつものスレッドが並んだ画面が表示される。そのトップにランクされているのは、
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「これが千ち夏なつのファンスレッドです。恐ろしいことに、これが五十二スレッド目。一つのスレッドが埋まるのに千の書き込みが必要なことを考えると、去年千夏が生徒会長になってから五万二千もの書き込みがあったことになります」

　愛梨がスレッドを表示すると、そこは千夏ファンたちのパラダイスだった。




『ちなっちゃんマジ天使！』『今度の選挙も絶対勝って欲しい！』『また文化祭で歌って欲しいよな～』『これが去年の文化祭のちなっちゃんのミスコン出演映像』『神キタ─────っ！』『抱いて！　もういっそ抱いて千夏お姉様！』




　さすがは『学園の歌姫』なんて呼ばれるだけのことはある。

　千夏の人気の一つは、声だ。

　その証拠に、去年の生徒会総選挙で千夏の支持率が一気に跳ね上がったのは、選挙期間中に行われた文化祭のステージで彼女がライヴパフォーマンスをした後。

　アップテンポなラブソングからしっとりとしたバラードまで、様々な曲をその美声で見事に歌い上げ、ウワサでは芸能事務所からスカウトまで来たとか。ライヴの映像が動画投稿サイトにアップされるや否いなや、人気アイドルも顔負けの再生数を記録したらしい。

「先輩。選挙で勝つために一番大切なものがなんだかわかりますか？」

　膨大な千夏ファンの書き込みを見ながら、訊たずねてくる愛梨。

「それは、知名度です。いくら革新的なマニフェストを出そうが、いくら学園や生徒のことを愛していようが、いくら策略や謀略を重ねようが……有権者である生徒に名前と顔を憶おぼえてもらえなければ話になりません」

「確かに、それは一理あるか」

　なんだか身も蓋ふたもない意見のような気もしたが、愛あい梨りの言葉には説得力があった。

　現に国会議員を輩出する選挙だって、今までに何十人もの芸能人やタレントが当選している。極端な話──政治のプロである政治家が、政治の素人である芸能人やタレントに大差で敗北することだってありえるのだ。

　その要因の一つが知名度であり、人気なのだろう。

「妹の私が言うのもなんですが、千ち夏なつには華があります。カリスマ性やオーラと言っても過言じゃないほどのものが。今でも千夏は『生徒との交流』と称して学園の音楽ホールで定期的にライヴをしていますが……その盛り上がりは凄すさまじいです」

「もはや生徒会長っていうよりアイドルだな」

　さらに恐ろしいのは、千夏が生徒会長としての仕事を疎おろそかにしてるわけでもないこと。むしろ千夏が生徒会長に就任してから学園には無駄がなくなったとされている。

　部活動予算制度の改革。

　生徒会とそれに連なる各委員会の連携強化。

　果てはボランティア運動の参加促進から生徒全体の学力向上まで。

　千夏が率いる生徒会の功こう績せきは多い。まあ、だからこそ人気実力ともにバツグンの生徒会長としてこうしてネット上でも支持されているんだろうが……。

「ちなみに、先輩のスレッドもありますよ」

「は？」

　ポカンと口を開ける北ほく斗とを尻しり目めに、再び愛梨はマウスをポチポチ操作。すると、画面に表示されたのは、




・クズ先輩って、マジでクズだよなｗｗｗ　Part39




「なんじゃこりゃあああああアアアアアアッ!?」

「もちろん、先輩のスレッドに決まってるじゃないですか。千夏ほどではないにしろ、先輩は学園ではかなーりの有名人さん。みんな先輩の挙動に興味津々なわけです」

「だからってこのスレッド名はあんまりだろ！　明らかに生徒会長とは方向性が違うぞ！」

　ビシッと画面を指さしながら指摘する。

　その証拠にスレッドに書き込まれた意見はあまり好意的ではなかった。




『クズ先輩怖すぎｗ』『今どき不良とかマジでダサいんですけどｗ』『おまえらｗｗｗ　どうせ本人を前にしたら何も言えないくせにｗ』『←のコメントってまさかクズ先輩ですかー？　本人乙！』『あのクズの話題は職員会議でも議題にあがる（笑）　ｂｙ教師Ａ』




「ぐががががあああああああああおおおおおおおおおふうううううう……っ」

　北ほく斗とは画面を見ながら拳こぶしを握りしめてぶるぶると震えていた。

　スレッドに書き込まれているのは誹ひ謗ぼう中傷の雨あられハリケーン。しかも、北斗がやった覚えのない悪行まで実際に起きた事件のように書き込まれている。

「こんな書き込みもありますよ。俺たちのクズ先輩伝説！　①最凶のヤンキー熊くま田ださんをハイキック一発で病院送りに。②現国の山やま岡おか先生を休職に追い込む。③母親が極道の妻。④中三のときに山やまの手て線の車両を一人でジャックした！　などなど」

「①以外身に覚えがねえぞ!?　①だって正当防衛だったのに！」

「ま、彼らは現実では意見できないあなたを、匿名性ということを利用してＤＩＳりたいんでしょうね。気にしない方が身のためですよ。どうせ他人の不幸を見て喜ぶことしかできないような暇人どもの愚行です」

「そ、そう言われても、なんか釈然としねえぜ……」

　北斗だって不ふ祥しよう事じを起こした芸能人がネットの掲示板で叩たたかれているのを一度くらいは見たことがある。だから、その行為自体は別に大したことじゃないように思っていた。

　けど、それが自分自身のことになるとまったく違って感じる。

　顔も名前もわからないヤツらに自分が批判されているのを見ると、胸の中でたとえようのない苛いら立だちが燃え上がった。批判しているヤツらにもこの気持ちを理解させてやりたいが、そんなことは不可能なんだろうという虚むなしさまで溢あふれてきて……。

「えっ……」

　だからだろうか。

　画面に表示された一つのスレッド名を見て、北斗の感情は再び爆発しそうになった。




・うちのクラスのジミ子こってヤツがマジでうぜーんですけど♪　Part5




「……オイ、これ」

「……気付いちゃいましたか。これは私のアンチスレッド。書き込みもほぼ誹謗中傷ですね。『あの姉妹って似てなすぎ』『お姉ちゃんに全部良いところ持ってかれちゃったんじゃなーい？』『ジミ子ってちょっと顔は可愛かわいいけど雰囲気が幽霊みたいでキモいｗ』」

「何を冷静に読み上げてんだよ！　おまえ悔しくねえのか!?　顔も名前もわからねえヤツらにこんなこと書き込まれて……！」

「さっきも言ったでしょう？　こんな書き込みは気にするだけ時間の無駄です。それに、私がクラスで溶け込めないぼっちなのは事実ですしね」

「くっ──」

　例のイジメの件か。

　冬とう華かの話では不良っぽい女子に絡まれてるらしいのだが……。

「ま、私に友だちができないのには他ほかにも理由があります。みんなが千ち夏なつの話を振ってくるので……ちょっぴり、嫌気が差してしまって。あまり社交的な態度を取ることができませんでしたから。でも……」

　ぎゅっと、胸のあたりを両手で押さえながら、愛あい梨りは北ほく斗とにはっきりと告げる。

「私には、夢があるんです」

「……夢？」

「そうです。学園の生徒会長になること。それが私の夢です。同時に、姉に勝つことが私の目標でもあります」

「だから、俺に協力して欲しいと？」

「はい。先輩は校内でも知らない人間がいないほどの問題児。さっきサイトで見た通り、尾ひれの付いたウワサがてんこ盛りなせいでかなり凶悪な人間だと思われています。ですが、その先輩を恋人である私が更生したとしたら、いくら私が地味で存在感がなかろうと知名度が上がると思いませんか？」

「………っ」

　ようやく、北斗は愛梨とチェルシーのやりたいことが理解できた気がした。

　つまり、この二人は騙だますつもりなのだ。

　瀬せ海かい学園の全生徒約七千人。

　彼らに愛梨が不良である北斗を更生させたと信じ込ませる。そうすれば愛梨の知名度は上がるだろう。なにせ自分は『学園最強』で『熊くま殺し』で『クズ先輩』なんだから。

　──いや。

　札付きの不良を恋人として更生させたということが知れ渡れば、知名度どころか愛梨の人気だって上がる可能性もある。彼女の有能性を周囲にアピールできるかもしれない。

　それは、選挙で勝つためには有効な手段のように思えた。

「そのために、先輩には私の偽恋人になってもらう必要があります。そして、ちぃちゃんが書いた脚本通りのカップルを演じて欲しいんです。そう、この巨大学園を騙すために」

「そうやって、ぼっちなおまえを凛りん多だ千夏にも敗まけないような学園の人気者アイドルにプロデュースしようってことか。で、最終的には今年の生徒会総選挙であいつに勝つ。でも……勝てるのかよ？　妹のおまえならあいつの規格外っぷりは知ってるだろ？」

「モチのロンです。千夏は天才。凡人の私では百万回戦っても一回くらいしか勝てないでしょうね。妹の私が言うんですから間違いありません。でも──それなら、その百万分の一を今度の生徒会総選挙に持ってくればいいだけの話。ちぃちゃんの考えてくれた劇場型恋愛なら、それができると私は信じています。百万分の一を持ってくるという、奇跡を起こすことが」

「百万分の一を……持ってくる」

　ゾクッと、愛あい梨りの言葉に北ほく斗との背筋は震えていた。

　──ヤバイ。

　鳥肌が立つというのはきっとこういうことを言うのだろう。現に、北斗は柄にもなくドキドキしている自分に気付いた。こんなに心臓が高鳴っているのは、三年前に生徒会長を目指していたとき以来かもしれない。

　ぼっち。

　たぶん、愛梨も自分と似たような存在なんだと思う。『学園のアイドル』なんて異名を持つ姉を持ったせいで『ジミ子こ』なんて呼ばれ、友だちもいない独りぼっちな女の子。もしランク付けをするとしたら、不良の自分と同じで学園の底辺にいるような存在。

　でも──。




　──俺たちみたいな最下層の二人が成り上がったら、面白いんじゃないか？




　百万分の一を持ってくる。もし本当にそんな奇跡じみたことをやってのけて、この瀬せ海かい学園総生徒約七千人の頂点に立つ凛りん多だ千ち夏なつを選挙で倒すことができたとしたら──。

「悪いな」

　しかし。

　愛梨の言葉に少しだけ心こころ惹ひかれながらも、北斗はその申し出を断っていた。

「むっ。意外ですね。最近流行のラブコメだったら『わかった！　おまえの偽恋人になってやるぜ！』みたいなノリでドキドキウハウハのストーリーが始まりそうな展開なのに。しかも、私は先輩の恥ずかしい映像を持っています。もし、断ったら──」

「動画サイトにアップするとか脅す気か？　それこそ典型的なラブコメ展開じゃねえか。別に流せばいいだろ？　今さら周囲のヤツらにどんな目で見られようが関係ねえ。俺がいるのは学園の底辺だ。これ以上、下がることはない」

「でも、これはチャンスですよ？　私の偽恋人になれば先輩は家を追い出されずに済みます。しかも、私が勝ちたい相手は千夏。先輩にとっても因縁の相手。だから、この機会に三年前の借りをずばばっと返した方が……」

「確かに、そういう気持ちがないっていったら嘘うそになる。けど、俺はあの女とは二度と関わりたくないんだ」

「………」

　どこか納得がいかない様子で口唇くちびるを噛かみしめながらも、愛あい梨りは「……そうですか」と呟つぶやいた。そのまま少し悲しそうに北ほく斗とを見てから、

「では、私はお暇いとましますね。グッバイです、先輩」

　何事もなかったように、ベランダから隣の部屋へと帰って行った。

「……はぁ」

　ベランダへと続く窓の鍵を閉めてから、北斗はベッドにばたんっと倒れ込む。

　これでよかったのだ。たとえ偽恋人だろうと、不良の自分が愛梨みたいな一般生徒と付き合うわけにはいかない。このままでは家を追い出されるかもしれないが、まだ時間はあるし対策は考えられる。それに凛りん多だ千ち夏なつと関わりたくないのも本当。できれば彼女とはもう二度と話したくなかった。

　なのに──。




　──私には、夢があるんです。




　耳に張りついて離れないのは、愛梨の言葉。あんな青クサいセリフをよく言えるよな……なんて呆あきれつつも、頭の中では愛梨がイジメられているという事実までもがグルグルと回り出して、しばらく消えてくれそうになかった。





　　　　　　　＠　＠　＠






　私立瀬せ海かい学園。

　その特徴はなんと言っても膨大な生徒数と広大な敷地。

　約七千人を収容する高校はハンパじゃない。ちょっとしたテーマパークぐらいの広さがありそうな校内には、カフェテリアなんて言葉がピッタリな学食堂、一万人クラスの人数を収容可能なアリーナ形式の多目的ホール、インターハイの会場にも選ばれる競泳プールなどなど……豪華施設が盛りだくさん。

　そんな国内有数の巨大学園へと続く朝の坂道を、北斗はダルそうに上っていた。

『それにしても、きみが断るとは思わなかったよ、不良少年』

　左手に握った電話から流れ出してくる幼おさない声。

　昨日は愛梨の言葉が脳裏に残って眠れなかったせいか、今朝は珍しく遅刻せずに登校していた。そこに、チェルシーから連絡が来たわけである。

「うるせえな。俺にも事情があるんだよ。そもそも、昨日聞いた計画だって成功するか信用できねえし。相手はあの生徒会長なんだぞ？」

『ふん。心配するな。わたしの役目は脚本ブツクを書くシナリオライター。喩たとえるなら、おとぎ話に出てくる魔法使いさ。このわたしが凛りん多だ愛あい梨りという女の子をシンデレラに変えてみせよう。凛多千ち夏なつに敗まけないとびっきりのお姫様にな』

　自信満々に話すチェルシー。

　その口調は魔法使いっていうよりはお姫様を惑わす悪い魔女に近い気もしたが、黙っておく。こんな朝っぱらからクラスメイトとケンカはしたくない。

『もちろん、不良少年のことも王子様にしてみせる』

「だから俺はあいつの偽恋人になんかならねえって。つーか、なんで俺のことを不良少年って呼ぶんだよ？」

『ん？　だって不良少年は不良少年だ。間違ってはいないはずだぞ。これでもわたしはきみのクラスメイト。きみのことをよく知っているつもりだよ。だからこそ、わたしはきみが計画に協力してくれると思った』

『は？　どうしてだ？』

　訊たずねると、チェルシーはまるで見透かすかのように。

『だって、きみは毎日がつまらなそうだったろう？』

「………」

『生きてる理由なんて特にないが、死にたくもない。教室で退屈そうに窓の外を眺めているきみは、まるでそんなことを思っているみたいだったよ。ただ惰だ性せいで毎日を過ごしてるように見えた』

「……知るか。勝手に俺の思考を分析すんな」

　しかし、チェルシーの言葉は間違っちゃいないと思う。

　その証拠に、三年前。

　中学の生徒会長を目指していた頃の北ほく斗とには、周囲の景色が輝いて見えていた。毎晩ベッドの中に入る度に早く明日が来ればいいって願っていたし、手を伸ばせば太陽にだって届きそうで何も怖くなんてなかった。目の前に広がる未来を、信じていられたんだ。

「───」

　でも、今は違う。三年前の選挙で凛多千夏に敗けた途と端たん、北斗は今まで自分が見ていた世界がひどく薄っぺらくて、退屈で、憂ゆう鬱うつで、色あせたものに感じられた。

　そして、そんな世界が──いや、世界をそんな風に見ている自分自身が嫌いになった。

　大嫌いに、なってしまったんだ。

『要するにきみは三年前の選挙で千夏に敗けて、自分の目標を──本気で打ち込める何かを見失ってしまったんだろう？　その結果自分に自信を失い、周囲との接し方すらわからなくなった。だから他人を拒絶したくて、不良になったんじゃないのか？』

「随ずい分ぶんと青クサいことを言うんだな、スターダスト」

『わ、わたしを名字で呼ぶなっ！　呼ぶときはチェルシーでいい！　その方がわたしは好すきだ』

「じゃあ、チェルシー。おまえの方こそ、なんで凛りん多だに協力してるんだ？」

『もちろん愛あい梨りが幼おさな馴な染じみだからさ。それに、悔しいことにわたしでは千ち夏なつには勝てない。それは去年の選挙でよくわかった。だから、こうして愛梨を生徒会長に──』

「そんなこと言って、実はイジメられてる凛多を助けたいだけなんじゃねえの？　チェルシーって、結構いいヤツなんだな」

『て、訂正しろ不良少年！　わたしはただ千夏をぎゃふんと言わせたいだけで……いや、愛梨を助けたいのも事実だが……そ、それとわたしの性格とは関係が……！』

　やけに焦った様子で弁解するチェルシー。どうやら図星だったらしい。秋空に浮かぶ雲を眺めながら、北ほく斗とはなんだか微笑ほほえましい気持ちになった。

『と、とにかく！　わたしが電話したのは改めてきみに協力を頼むためだ。ところで、不良少年は榊さかき原ばら今日きよう子こという女子生徒を知っているか？』

「そんな一昔前のアイドルみたいな名前のヤツは知らねえよ。第一、俺はおまえらの計画に関わるつもりは──」

『彼女が、愛梨をイジメている張本人だ』

　ピタッと、そのセリフに学園へと向かう足が止まっていた。

『榊原今日子。愛梨のクラスメイトで、いつも数人の取り巻きを連れている不良娘。現生徒会長である千夏のことが気に入らないらしく、妹である愛梨によく突っかかっている』

「……へえ。そのイジメってのは、ひどいのか？」

『愛梨曰いわく、教科書にラクガキをされたり、上履きを隠されたり、教室で悪口を言われる程度らしい。ただ、愛梨もなかなかに頑固な性格をしているからな。それが榊原今日子の神経を逆なでしてイジメがエスカレートする可能性はある』

「まあ、わからなくもないが……なんで急にそんな話をする？」

『もちろん、不良少年に協力してもらうためさ』

「はは。さては、放課後あたりに俺を凛多のクラスに向かわせる気だったのか？」

　そこで「凛多愛梨には手を出すな」と榊原今日子を脅す。そうすればイジメはなくなるかもしれない。たぶん、それがチェルシーの考えたストーリーのはずだ。

　でも、それぐらいならやってもいいかもしれない。

　偽恋人になるのは無理でも、愛梨をイジメから助けるくらいなら……。

『甘いな』

　だが、チェルシーはすぐさま北斗の考えを否定した。

『それじゃインパクトが弱すぎる。放課後にちょっとシメたくらいじゃ愛梨に対するイジメはなくならないし、周囲の観客も驚かない。ましてやストーリーだって盛り上がらないさ。だからこそ、仕掛けアングルを仕込む』

「仕掛けアングル？」

『ああ。それがシナリオライターであるわたしの仕事だ。手始めに、さっき榊原今日子の下駄箱に彼女の悪口を書き連ねた手紙を投函してきた』

「なっ──」

　冗談だよな？　と訊きき返す前に、チェルシーは告げる。

「内容は、『ＹＯＹＯビッチ！　前から思ってたけど、ＹＯＵは性格が陰いん湿しつすぎなんだよビッチ！　おまけに化粧も濃すぎだビッチ！　ビッチビッチビッチビッチ……さて、今何回ビッチって言ったでしょう？　答えはＣＭの後だぜこのサノバビッチが！』」

「何してんの!?　ていうかビッチビッチ言いすぎじゃね!?」

『もちろん、差出人の名前は愛あい梨りにしておいた。ちなみに、わたしは今一年生の下げ駄た箱ばこの前にいるが、ちょうどさっき登校してきた榊さかき原ばら今日きよう子こが手紙を発見していたよ。手紙の内容にかなりお怒りのようだったぞ』

「そんなもん当たり前だーっ！　状況がわかってんのかテメエ!?　このままじゃ──」

『すでに教室にいる愛梨が危険だろうな。だが、愛梨だってわたしが書いた脚本ブツクに納得している。むしろ、状況がわかっていないのはきみの方だ。わたしたちはこの学園のアイドルである生徒会長を引きずり下ろそうとしているんだぞ？　言わば、悪役ヒールだ。目的を達成するためなら手段を選ばず、ときには自分の安全さえ犠牲にする。それが、悪役わたしたちのやり方だ』

「くっ……！」

　どうしてチェルシーがこんな朝っぱらに電話をかけてきたのか？

　その答えを理解した瞬間、北ほく斗とは全速力で走り出していた。そのまま一気に校門を突破。瀬せ海かい学園は普通科、体育科、音楽科、技術科、芸術科などの様々な学科があるが、愛梨の教室は冬とう華かと一緒だから普通科１－Ｇ……目の前にある校舎の三階だったはずだ。

『さて、それでは開幕の時間だ』

　チェルシーの声を聞きながら、北斗は校舎へと入った。靴を履きかえる時間すら惜しくて、スニーカーのまま廊下へと突入。

『きみには協力してもらうぞ。言っておくが、女のイジメはかなり陰湿でしつこい。きみが脅せば一時的に愛梨へのイジメは収まるかもしれないが、解決はできない。だが、きみが愛梨の偽恋人になるならば話は別だ』

　階段を駆け上がり始めた途と端たん、先に上っていた生徒が自分を避けるように飛びのいた。不良の北斗が朝っぱらから全力疾走してることに目をパチクリさせていたが、今はそんなことはどうだっていい──！

『だから、きみたちにはわたしの考えた脚本ブツク通りの恋人を演じてもらう。現在の時刻は八時二十分。一限目の始まる十分前だから、きっと愛あい梨りのクラスにもある程度の数の生徒が集まっているだろう。きみはそこで、今からわたしが話す通りに行動して欲しい。──いいか？　まずは……』

　息を切らしながらも階段を上り終えて、目的の階に辿たどり着つく。

　久しぶりに全力で走ったせいか、肺がパンクしそうだ。ふとももだってガクガク。さすがの『熊くま殺し』も空手の選手時代ほどは走れなくて……。

「バッカじゃないのっ!?」

　そこで、近くの教室からヒステリックな叫び声と机か何かを倒す音が聞こえた。

　教室のプレートを見ると、案の定１－Ｇ。

「ねえ、聞いてんのジミ子こ！　こんな手紙を寄よ越こすなんてあんたマジでいい度胸してんじゃないっ！」

　微かすかに開いたドアの隙すき間まから教室を覗のぞき込こむと、化粧が濃いギャルっぽい生徒が茶色のウェーブヘアを振り乱しながらひどく興こう奮ふんした様子で叫んでいる。

　おそらく、あれが榊さかき原ばら今日きよう子こだろう。

「何を怒っているんですか、榊原さん」

　そんな不良娘とは対照的な落ち着いた声。

　愛梨だ。その足下には倒れた机が転がっているが、たぶん榊原今日子が蹴けっ飛とばしたんだろう。それでも愛梨は堂々と榊原今日子と向かい合っていた。

「とぼけてんじゃないわよ！　あんた、こんな手紙をアタシの下げ駄た箱ばこに入れて……！」

「手紙？　私はそんなもの知りませんが？」

「デタラメ言うなっ！　ちゃんとあんたの名前が書いてあったんだから！　ホント舐なめたマネしてくれたわねっ！」

　教室内に榊原今日子のヒステリックな叫び声が響き渡る。どうやら今までイジメていた愛梨に反撃されたのがよっぽど頭にきたらしい。

「大体ムカつくのよあんたは！　姉が生徒会長だからっていつも澄ました顔しちゃってさ！　あぁあああマジでイライラするっ！　ジミ子のくせに、ジミ子のくせに……っ！」

「あなたは千ち夏なつが自分よりも可愛かわいいことに嫉しつ妬としてるだけでしょう？　だからって、妹の私にストレスをぶつけるのはやめてくれませんか？」

「うっさいのよジミ子！　地味なくせに、生徒会長の妹だからって調子に乗らないでくれる？　あんたのそういうところがマジでムカつくっ！」

　一触即発。もはや１－Ｇは第一次世界大戦時のバルカン半島なみに殺気立っている。その中心にいるのは愛梨と榊原今日子。教室内の空気をかき乱す巨大なハリケーンになりつつある二人に、他ほかの生徒は何も言えなくて──。

「やめましょう、榊原さん」

　だが、そんなハリケーンの中に突っ込んでいく勇者が一人。

　葛くず原はら冬とう華か。

　紛まぎれもなく、北ほく斗との妹だった。

「ああ？　何よ葛原。あんた、ジミ子この味方なわけ？」

「私はあくまで中立よ。それに下げ駄た箱ばこに手紙が入ってたって言っていたけれど、犯人が凛りん多ださんとは限らないでしょ？」

　凛りんとした様子で自分の意見を言う妹に、北斗は軽く戦せん慄りつしていた。さすがは冬華。今朝方、「お兄ちゃーん、早起きしたんなら冬華の朝ゴハン作ってよー。冬華、徹夜でクエストしてたからとっても眠いのー」とダラけていたネトゲ廃人と同一人物とは思えない。

「もしかしたら、誰かが凛多さんの名前を騙かたって手紙を書いたのかもしれないわ」

「うっさいのよっ！　成績がいいからって優等生ぶるのはやめてくれる？　それとも、自分の兄貴があのクズ先輩だからって調子に乗ってるわけ？」

「……兄さんのことは関係ないわよ。私はただ──」

「そうよねー、あんたは困ったらクズ先輩に泣きつけばいいもんねー、『助けてお兄ちゃーん！』ってさ。きゃははっ♪」

「くっ──！」

「ま、今の問題はあんたよジミ子。こうなったらしっかり詫わびを入れなさいよね？　どうせなら土下座でもする？　せっかくだから服でも脱いでさ！」

　ビリッという音を立てて、榊さかき原ばら今日きよう子こは愛あい梨りの制服のシャツを強引にはだけさせた。乱れたシャツの隙すき間まからミルクのように白い肌と空色の下着が覗のぞく。それを見て、榊原今日子の取り巻きらしき女の子たちがクスクス笑っている。

「ふうん、ジミ子のくせに可愛かわいい下着つけてるじゃない。ほら、さっさと脱ぎなさいよ。あんたって地味に胸がおっきいみたいだから、男子も喜んでくれるかもよー？」

「………っ」

　容赦のない命令に、愛梨が微かすかに瞳を潤ませた──ように見えた。

　おそらく、あれは演技だろう。

　だが、ここで北斗が動かなければ演技が本物に変わるかもしれない……。

『さあ、不良少年。ここからはきみ次第だ』

　脚本ブツクの説明を終えた後で、チェルシーは電話を切ってしまった。まるで、北斗がこれからどうするかわかっているみたいに。

「……いやいや、マジでおかしいぞ、俺」

　全力疾走で乱れた息を整えてから、呟つぶやく。

　なんでこんな気持ちになってるんだ？　愛梨と出会ったのは昨日が初めてだ。偽恋人になることを了りよう承しようしたわけでもない。だったら別に助けなくてもいいじゃないか。それが不良である葛くず原はら北ほく斗とという人間の思考パターンだったはずだ。なのに、




　──学園の生徒会長になること。それが私の夢です。




　鼓膜の中で蘇よみがえるのは、例の青クサいセリフ。もしかしたら、自分が通っている学園の生徒会長になるというのは傍はたから見たらちっぽけな目標なのかもしれない。けれど、愛あい梨りにとってそれはかけがえのない願いなんだろう。

　そうでなければ、わざわざ北斗の部屋に来ていないはずだ。

　昨日自分が脅したとき、愛梨は平気そうな顔をしていたが……今思えば、あれは演技だったような気もする。愛梨だって女の子なのだ。自分みたいな男の部屋にたった一人で来るのが怖くないわけがない。

　なのに、愛梨は自分の部屋にたった一人で来て、協力を求めてきた。

　そんな彼女のことを──北斗は羨うらやましいと思ってしまったのかもしれない。

　だって、愛梨は追いかけているのだ。

　三年前に北斗が追いかけるのをやめてしまった、自分自身が本気になれる何かを。

「───」

　だから、昨日は一睡もできなかった。

　今だってこうして彼女の教室まで全力疾走してきた。どうしてか、愛梨がイジメられている映像を思い浮かべただけでいても経たってもいられなくなった。そして……。

　今まさに危険に晒さらされている愛梨の姿が、北斗の心の中にある歯車を動かしていた。

　──こうなりゃヤケだ。

　そんなメッセージが殴り書きされた、一つの歯車を。

「上等だ。やってやろうじゃねえか」

　すでに通話が終わった電話に向かって、言ってやる。

　教室内の空気とは違って、頭の中は緊張で冷え切っていた。

　そう言えば、人前で演技するのなんていつ以来だ？　記憶に残っているのは小学生の頃にやった『シンデレラ』。当時まだ優等生だった自分は、奇くしくも王子様をやっていたっけ。恥ずかしいことに硝子ガラスの靴を持ってお姫様を迎えに行く役を。

　──まさか、今になって王子様をやることになるとはな。

　自分の置かれた状況に苦笑しながらも、ドアの前に人がいないことを確認。

　あいにく硝子の靴は持っちゃいないが、そこらへんはご愛あい嬌きようってことで。

　そんなことを考えながら。

　まるで開幕のベルを叩たたき鳴らすように、北斗は１－Ｇのドアを蹴り破った。
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『なるべく派手に登場しろ』

　それがチェルシーに教えられた脚本ブツクの筋書きだった。

　その指示を守るために、北ほく斗とは空手で鍛えた蹴りを１－Ｇのドアにお見舞い。強烈なフロントキックを喰くらったドアは派手な音を立ててクラッシュ。ぶっ飛んだドアに当たった生徒はいなかったようだが、それでも教室中の視線が一気に集まってきた。

「よお、一年」

　その視線を迎え撃つように、北斗は低い声で呟つぶやきながら教室へと足を踏み入れる。

　──一瞬だけ。

　１－Ｇの教室内の空気は確かに凍りついた。

　しかし、それもほんの一瞬だった。

「ぎゃあああああああああああああっ!?」

　一番最初に解凍されたのは、北斗が蹴破ったドアの近くにいた男子。彼は森の中で野生の熊くまにでも遭遇したような悲鳴を上げながら座っていた椅い子すから転落。

　すぐさま、そのパニックは教室内に伝染。

「ク、クズ先輩だ！」「なんでクズ先輩が一年の教室に!?」「誰か先生を呼んできて！　早く！」「う、うわー、俺、クズ先輩を生で見るの初めてだわー」「バカ！　早く逃げろ！　死ぬぞ！」「きゃああああ熊殺しぃいいいいいいっ！」

　まるで蜘く蛛もの子を散らすように、一年生たちは教室の隅っこや廊下へと避難、避難、避難。その光景に、北斗はほんのちょっと……いや、かなりショックを受けてしまう。

　……オイオイ、いくらなんでもビビりすぎじゃないか？

　これじゃ『十三日の金曜日』に出てくるジェイソンが登場したみたいだ。確かに自分は校内でも有名な不良だけど、誰かにケンカを売ったことは一度もありません。全部正当防衛だったんです。だからもうちょい落ち着こうぜ？

　いっそのことそう言ってやりたかったが、事態はそれどころじゃない。

　腰を抜かしている女子がいたので手を貸そうとしたら「いやああああ襲わないでまだ処女なんですぅううううっ！」と強ごう姦かん魔にでも遭遇したようなコメントを叫ばれた。ついには廊下にある火災報知機を作動させようとする男子まで出る始末。

　……ひどい。いくらなんでもひどすぎる。『熊殺し』のネームバリューは北斗が思っていた以上にパワフルだったようだ……。

「あっ、あっ、あっ……」

　突如教室を襲ったパニックの中、今まさに北斗の視線の先にいる榊さかき原ばら今日きよう子こは酸欠になった鯉こいみたいに口をパクパクさせていた。というか、実際酸欠になっているかもしれない。それぐらい彼女の顔は青ざめてしまっている。

『決して、暴力は使うな』

　それがチェルシーの書いた脚本ブツク。指示された通りの役を演じるために、北ほく斗とは無言のまま愛あい梨りの正面にいる榊さかき原ばら今日きよう子この方へと歩いていく。

「オイ、おまえ」

　そのまま例のドスの効いた声で話しかけると、榊原今日子は「は、はひっ！」とひどく狼狽うろたえた様子で答えた。友情よりも危機感が勝ったのか、彼女の取り巻きたちは廊下へと退避。ライオンの檻おりに放り込まれたウサギでも見るような視線をリーダーに向けている。

　──さて、問題はここからだ。

　今回チェルシーに言い渡された指示は三つ。

　一つ目は、『なるべく派手に登場しろ』。

　二つ目は、『決して暴力は使うな』。

　そして、最後の一つは──。




『今から教えるセリフを、言ってやれ！』




　ぶっちゃけてしまうと。電話でチェルシーに教えられたセリフは死ぬほど恥ずかしくて青クサいものだった。こんなもんいつの時代のヤンキーが使うんだよ、と北斗は笑ってしまったぐらいだ。でも、不思議なことに……。

　今の状況で使うには、ぴったりな気もした。

「あのな、一つだけ言っとくぞ」

　ぎゅっと、北斗は近くにいた愛梨の肩を軽く抱き寄せながら、




「俺の女に、手を出すな」




「──は？」

　たった今耳にしたセリフが理解できなかったのか、榊原今日子はきょとんとしていた。それは１－Ｇにいる生徒や他ほかの教室から騒ぎを覗のぞきに来た野や次じ馬うまも一緒。どいつもコイツも、状況がいまいち理解できていないようだった。

「だから、俺の女に手を出すなって言ったんだ。おまえ、俺の彼女のことをイジメてたんだろ？」

「イ、イジメてたっていうか、ちょっと気に入らなくて……え？　ていうか、彼女って……マジで？」

「マジだよ。凛りん多だ愛あい梨りは俺の恋人だ。そして、おまえは俺の彼女をイジメやがった。けど、今なら許ゆるすよ。テメエがこれからコイツに一切ちょっかいを出さないって言うんなら、許す。ただし、もしまた俺の彼女に手を出したら……」

「……だ、出したら？」

「どうなるか、わかるよな？」

　にっこりと、北ほく斗とは微笑ほほえんでやる。昔はご近所さんでも評判の爽さわやかスマイルだったが、今では親しん戚せきの赤ん坊をあやせばこの世の終わりが来たみたいに泣き叫ばれること間違いなしのホラースマイル。さらには持ち前の極道ボイス。

　その破壊力は、絶大である。

「はっ……はいっ！」

　まるで鬼軍曹に叱しつ責せきされた新兵のごとく、榊さかき原ばら今日きよう子こは背筋を伸ばしながら叫んだ。

「すみませんでした！　マジすみませんでした！」

「謝んなくていいよ。謝られても、イジメられた方の傷は簡単には消えねえし」

「すっ、すみませんっ！」

「いや、だから謝んなくていいって」

「あっ……すみま……あぅ、ちがっ……ご、ごめんなさ……うえええええ許してええええお願いですから許してくださいいいいいいいっ！」

「わ、わかったって。許すよ。だからそんなに泣くなって」

　うおっ！　と内心でビビりながらも北斗は応える。

　榊原今日子は号泣していた。そのせいで厚化粧が落ちてしまい、アイシャドウが黒い涙となって頬ほおへと流れ、デスメタルバンドのギタリストみたいになってしまっている。そんな女が鬼気迫る様子で泣きついてくるのだ。正直言って、かなり怖い。

「じゃあ、俺は帰るから」

　そろそろ騒ぎを聞きつけた教師がやってきてもおかしくない。そう悟った北斗は愛梨の手を掴つかんで、廊下へと出る。

　その直後、

「すげえ！　なんだったんだ今の!?」

　１－Ｇの教室が、爆発した。

「凛多さんってクズ先輩と付き合ってたの!?」「だ、大丈夫？　今日子？」「うええええん怖かったよぉ！　犯されるかと思ったよぉー！」「冬とう華かちゃんは何か知ってる!?」「えっ……さ、さあ？　私にも何がなんだか……」「ヤバいヤバい！　早く《セカイネット》に書き込まねえと……！」「まさかあの熊くま殺しに恋人ができるなんて！」

　……ああ。

　これは、流行る。間違いなく流は行やってしまう。脳裏に浮かぶのは昨日見た《セカイネット》の掲示板。たった今起きたスクープはインターネットという名の最強最速の情報伝達ツールによって学園中にバラ撒まかれるだろう。

　葛くず原はら北ほく斗とと凛りん多だ愛あい梨り。

　自分たちが恋人同士になったという、偽りの事実が──。

「五十点ですね」

　だが、さきほどの北斗の演技に不満そうな観客が一人。生徒の目から逃れるために階段を上って誰もいない屋上へと出ると、愛梨ははだけたシャツを直してから言った。

「助けてくれてありがとうございました。ですが、大分緊張してたでしょ？　おまけに化粧の崩れた榊さかき原ばらさんにビビってましたし」

「おまえ、俺のことをよく見てるんだな」

「べ、別に先輩のことを見てなんか（以下略）」

「略すな！　つーか、よくもこんな強引な手段を取ってくれやがったな！　自分を人質にするようなマネしやがって！」

「今日の脚本ブツクを発案したのはちぃちゃんですよ。こうすれば絶対に先輩が協力してくれると思ったそうです。ご愁傷様でした」

「あ、あの魔女め……」

　クククっと北斗の頭の中ではチェルシーが赤髪を揺らしながら得意げに笑っていた。それに、教室に置いてきた冬とう華かのことも気になる。あのブラコン妹のことだ。きっと家に帰ったら今日の事件について念入りに尋問される。何か上う手まい言い訳を考えておかねば。

「でも、さっきはドキドキしちゃいました。私のことを『俺の女』なんて呼んでくれて」

「そのクソ恥ずかしいセリフを言わせたのもおまえらだ。……ったく。マジで可愛かわいくねえな、おまえ」

「………」

　からかわれたのが悔しかったのでついつい北斗が乱暴な口調で反撃すると、意外にも愛梨は「……そうですね」とシュンとした声で呟つぶやいた。

「……可愛くなくて、ごめんなさい」

「えっ……」

「先輩も、私みたいに地味な女の子の彼氏になるのは嫌だったんでしょ？　だから昨日は私の申し出を断ったのでは？」

「べ、別にそういうわけじゃねえ。昨日断ったのは、生徒会長に関わりたくないって気持ちがあったからだ」

「……本当に？」

「おう。それに、『可愛くない』なんて言って悪かったよ。そりゃあ生徒会長に比べたら地味かもしれないけど……おまえだって、そこそこ可愛いと思うぜ」

「………」

　北ほく斗との言葉に、愛あい梨りはほんのちょっぴり微笑ほほえんでから。

「ありがとうございます。でも、先輩の方こそ可愛かわいいと思いますよ？　そうやって顔を赤くしながら私を褒めてくれるところとか」

「う、うるせえ。こういうセリフは言い慣れてねえんだ」

「そんなに照れないでくださいってば。ところで、いつまで私と手を繋つないでいるんです？」

「あっ……悪い。すっかり忘れてた」

「ま、いいですけどね。今日来てくれたということは、先輩は私たちに協力してくれる気になったんでしょう？」

「……まあな。生徒会長には極力関わりたくなかったけど、やっぱり敗まけっぱなしってのも腹が立つ。俺にとっては三年越しのリベンジだ。あいつを学園の頂点の座から引きずり降ろしてやるよ。それに、彼女をつくらなくちゃこの家から追い出されちまうしな」

　あと、おまえをイジメから助けたかったし……というセリフまでは言えなかった。不良の自分がそんなセリフを口にするのはさすがに恥ずかしすぎる。

「でしたら、私たちは今日から偽恋人。こんな風に手を繋ぐくらいはお茶の子さいさいで熟こなさなければいけません。でも……」

　ぎゅっと、愛梨は北斗の手を握りしめてから。

「私たちは本当に付き合っているわけじゃありません。だから私と……え、えっちぃ行為をすることは禁止ですよ。ぜ、絶対ですからねっ」

　顔を俯うつむかせながら、恥ずかしそうに言う愛梨。

　その姿は昨日までの毒舌全開な様子とは違って、やけに初々しくて……。

「──なんて。今のは彼女モード。いわば嘘うそデレです」

「げっ」

「へぇ、コイツって意外と可愛いんだなぁ……とか思っちゃいました？　これだから不良はちょろい。最近ラノベ界かい隈わいで流行の開始一〇〇ページくらいで主人公にコロッとデレるヒロインぐらいちょろい。マジで恥ずかしがらないでくださいよ」

　まったく、こっちまで恥ずかしくなったじゃないですか……とほんのり頬ほおを染めながら愛梨は手を解いた。

　……なんとなくだけど。

　その照れたような仕草は、不覚にも可愛らしく見えた。

「しゃっきりしてください。私たちはあくまで偽恋人。これから選挙で勝利することだけに集中しなくちゃいけないんです。だから、間違っても私のことを好すきにならないでくださいね？　私も……先輩のことを、絶対に好きにならないようにしますから」

「わかってるよ。計画には協力するって決めたけど、俺がおまえみたいなジミ子こを好きになるわけが──」

「うっさい青春ヤンキー」

「誰が青春ヤンキーだ!?　テメエだって昨日は『私には、夢があるんです』なんて青クサいことを言ってたくせに──」

　そこまで言って、北ほく斗との言葉は遮られた。

　ちょんっと、愛あい梨りの人差し指が自分の口唇くちびるに触れていたのだ。

　その冷たいような温かいような、紛まぎれもない女の子の体温に思考が否いや応おうなくストップしてしまう。

「まだキスはできません。でも、助けてくれたお礼にこれくらいならしてあげます。それでは、今日からどうぞよろしくです。──愛してますよ、せ・ん・ぱ・い♪」

　人差し指を口唇から離してから、愛梨は悪戯いたずらが成功した子供のように微笑ほほえんだ。

　そのまま機嫌良さそうに鼻はな唄うたを口ずさむ。

　それは、どこか聞き覚えのある軽快なパンクロックのメロディ。これって誰の歌だっけ？　と曲の名前を思い出すことができない北斗のすぐ隣で──。

「───」

　偽りの恋人は、桜色の口唇で楽しそうに歌っていた。









　第二話　　君に会いにゆこう






・九月三日事件勃ぼつ発ぱつ！　クズ先輩×ジミ子こ!?　Part4

　北斗が１－Ｇに殴り込みをかけた翌日。

《セカイネット》を見ると、そんなスレッドができていた。

　結果的にチェルシーの目もく論ろ見みは大成功だったと言えよう。校内一の問題児である葛くず原はら北斗が一年生の教室を襲しゆう撃げきし、そこで凛りん多だ愛梨と付き合っていることを表明。そして、彼女をイジメから助ける……それがネット上に広がっている九月三日事件の概要だった。

　もはや掲示板はブラジルのサンバカーニバルよろしく大盛り上がり。

『あのクズ先輩に彼女が！』『でも、恋人をイジメから助けたんでしょ？　意外にいいヤツじゃん』『いや、金属バットでイジメの犯人を半殺しにしたって話だぜ……』『つーか、ジミ子って誰？』『生徒会長の妹だよ。そんなことも知らねえのか情弱乙ｗ』

　昨日の朝から引っ切りなしに議論や情報交換が行われている。

　校内一の不良×生徒会長の妹。

　この組み合わせは予想以上に刺激的だったようだ。学園中が北斗たちのウワサで持ちきり。みんなそんなに誰かの色恋沙ざ汰たが気になるのか？　いや、気になるんだろう。じゃなければワイドショーや週刊誌が毎日のように芸能人の私生活を暴いたりはしない。

『ふん。初めてにしては上じよう出で来きだ』

　時刻は四限目。授業をサボった北ほく斗とが校舎の屋上でヒマを潰つぶしていると、チェルシーから電話がかかってきた。どうやら彼女は仮病で授業を欠席したらしい。

『昨日の事件で、愛あい梨りの存在を学園中にアピールできた。あいつは知名度じゃ不良少年や千ち夏なつに大きく敗まけていたからな』

「確かに、あいつの知名度は上がったかもな。俺もクラスで周りのヤツらにジロジロ見られて居心地が悪かったよ。だからこうして屋上でサボってるんだけどさ」

『ふふっ、みんなきみたちに興味津々だったぞ。きっと昨日の事情を聞きたくて仕方がないんだろう。良い傾向だ。観客が興味を持ち始めている。そう、このわたしが書いた脚本ブツクにな！　ここからさらにストーリーを面白くしていくぞ！』

　くふふふふふっ！　と楽しそうに笑うチェルシーは、やっぱりおとぎ話に出てくる狡こう猾かつでわがままな魔女そっくりだった。

「ストーリーを面白くするのは構わねえんだけどさ。今朝の脚本ブツクはもうちょっとどうにかならなかったのか？」

『ん？　愛梨ときみが手を繋つないで登校するというヤツか？　ちゃんと実行したんだろう？　スレッドにも「うわああああクズ先輩とジミ子こがラブラブ登校してやがるうううう爆発しろ！」という書き込みがあったぞ』

「あれのどこがラブラブだ！　現場はひどかったぞ！」

　実際は南極よりも冷え切っていたんじゃないかと思う。

　チェルシーの書いた脚本ブツクは、『愛梨が不良少年を部屋まで起こしに行って、そのまま二人で登校する』というもの。何も起こすところから始めなくてもいいじゃないかと抗議したが、その方が恋人になりきれると昨日チェルシーに説得された。

　けど、北斗だって期待してないわけじゃなかったのだ。

　朝、恋人に起こされる。

　男子高校生だったら一度は夢見るシチュエーションである。実際、妙にドキドキしてしまった北斗は愛梨が起こしに来る時刻の一時間ほど前に目が覚めてしまった。

　しかし、予定の時刻を過ぎても愛梨が来る気配はゼロ。

　いや、それどころか……。




「おい、起きろ」

「……はふぅ。あれ、先輩。どうして私の部屋にいるんです？」

「テメエがいつまでも起こしに来ないから、逆に起こしに来てやったんだよ」

「うっわ、無断で隣人の部屋に入るなんて……ドン引きです」

「よし、凛りん多だ。おまえは今すぐタイムマシーンを発明しろ。そして、そのセリフを一昨日の自分に向かって言ってこ──」

「すぴー」

「二度寝すんなよ!?　このままじゃ遅刻するぞ！　脚本ブツクを実行できなくなる！」

「ちぃちゃんの秘密を教えますので寝かせてください……」

「ああ？　秘密？」

「ちぃちゃんは海外で飛び級をしてからこっちの学園に入学したので……実は十四歳」

「マジで!?」

「……だったりして」

「どっちだよ！」

「マジでマジで。愛あい梨りちゃん嘘うそ吐つかない……」

「おまえ、すっげえ寝ボケてるな……って、だああああっ!?　急に寝返りを打つな！　しかもなんでそんなエロ下着で寝てんだよ！」

「エロ下着じゃありませんよ……これはベビードールというれっきとした寝巻……しかもこれを着てるのにはちゃんとした理由が……」

「理由？」

「これを着たまま先輩を起こしに行って、ビックリさせてあげるんです」

「残念なことにその桃色プランは実行不可能だ！」

「……せんぱいの、えっち」

「やめろ！　わざとらしく顔を赤くして恥ずかしが……へぶしっ！　あれ？　なんか鼻がムズムズするんだけど……おまえ、猫とか飼ってる？」

「はい。ニャンザブロー・凛多・パンクロッカーという名前の黒猫を一匹」

「……なんか、随ずい分ぶんと長くて男らしい名前だな」

「失敬な……ニャンザブローは女の子です」

「テメエのネーミングセンスは最悪だ！　今すぐニャンザブローに土下座しろ！」

「……ごめんにゃさい」

「何その可愛かわいらしい謝罪!?　猫だから!?　相手が猫だからそんな……オイ！　起きろ凛多！　いい加減にしろテメエえええええええっ！」




「なあ、普通ラブコメだったら彼女が彼氏を起こしに来るもんじゃねえのか？」

　少なくとも北ほく斗とが母親の影響で幼おさない頃から愛読している少女漫画ではそうだった。

　しかし、現実は残ざん酷こくだ。

　いつまでも起動しようとしない愛梨を覚かく醒せいさせるのに十分、寝ボケた愛梨が制服に着替るのを待つのに十五分、自宅で作った朝食を持っていって食べさせるのに十分、その他ほか身だしなみチェックに五分……正直、遅刻ギリギリ。

　今朝だってラブラブ登校と掲示板に書かれたが、実際は睡魔に敗北して歩くことを拒絶した愛あい梨りを北ほく斗とが無理やり引っ張っていっただけである。悲しいことに、愛梨の女子力はゼロ。いや、彼女のベビードール姿にドキドキしてしまったのは事実なのだが。

『あはははは！　許ゆるしてやってくれ。愛梨にも色々と事情があるのさ』

「事情ねぇ。そういや、あいつはあの部屋に一人暮らしなのか？」

『正確には飼い猫との一人＋一匹暮らしだ。あの猫は愛梨にとって大事な家族。なにせ、愛梨はあの猫のために一人暮らしを決意したんだぞ』

「……ひょっとして、家族に猫アレルギーを持ったヤツでもいたのか？」

『むっ。やけに勘が良いな。不良少年の言う通り、愛梨の父親と千ち夏なつが猫アレルギーだったはずだ。そのせいで実家を離れざるをえなかった』

「俺も猫アレルギーだから察しがついたんだよ。しかし、いくら猫を飼いたいからって一人暮らしまでするとは」

『愛梨の実家はそこそこ裕福で仕送りはちゃんともらっているようだし、あいつ自身もバイトしているから生活費に問題はない。それに……』

　そこまで言って、『……いや、なんでもない』とチェルシーは話を逸そらした。

『そういえば、不良少年の方こそ家族に愛梨のことを伝えたのか？』

「ああ、昨日の夕食のときにな」

　彼女ができた、と伝えると母親は「ふぅん、おめでと。あっ、そこのマヨネーズ取って」と悲しいくらいにノーリアクションだった。なんだか目も虚うつろだったし、未いまだに修羅場から脱出できていないのかも。

　そして、問題だったのは妹の冬とう華かだ。

「彼女ってどういうことよ!?　冬華、お兄ちゃんなんか大っ嫌いっ！」

　そう叫ぶなり、妹は自室に引きこもってしまったのだ。さすがに焦ったが、そういえばコイツはネトゲをやり込むときもよく引きこもるよな……と思い直して、放置した。

　学園と自宅でのキャラチェンジというジキル＆ハイドな日常を熟こなしているせいか、ああ見えて冬華はメンタルが強い。しばらく待てば回復するだろう。今日は学校を休むようだったが、ちゃんと食事は部屋の前に置いてきたし問題はないはずである。

「しかし、俺にここまで知名度があるとは思ってなかったよ」

　頭の中に蘇よみがえるのは、昨日１－Ｇに殴り込んだこと。

　北斗を目撃した後輩たちは下へ手たなホラー映画を見た観客よりもビビりまくり。『熊くま殺し』の異名が伊だ達てではないことが証明された悲しい瞬間でもあった。

『正確にはきみが去年倒した熊くま田だというヤンキーが有名だったのさ。当時三年生だった彼はこの学園の番長で、《青眼の白熊ブルーアイズホワイトグリズリー》の異名を持つ猛も者さだった……』

「みんなそのクソダセえあだ名をバカにしてただけじゃないか？」

『ク、クソダセえとはなんだ！　せっかくわたしが考えて頑張って広めたのに！』

「名付け親はテメエかよ。昨日から思ってたけど、テメエのセンスは中二病全開だな」

『ぐっ……！　な、何はともあれ。わたしとしては不良少年の知名度が大きければ大きいほど脚本ブツクや仕掛けアングルを作りやすい』

「そりゃあ良かったよ。つーか、その脚本ブツクや仕掛けアングルってのはプロレス用語だろ？　もしかして、プロレスが好すきなのか？」

『べ、別にいいだろう。アメリカにいた頃にあっちのプロレス番組を見て好きになったんだ。なんだっ。何か文句があるのかっ』

「いや、そういうわけじゃねえけどさ」

　あんなにちっちゃくて可愛かわいいのにまさかプロレス好きだったとは。なんだか、チェルシーの意外な一面を知ってしまったような。

「そういや、昼メシは凛りん多だと食べればいいのか？」

　自分たちは恋人であると学園中にアピールする必要がある。今朝も一緒に登校したし、昼も学食あたりで一緒に食べた方が……。

『いや、その必要はない』

　だが、チェルシーはやけに鋭い声で言った。この口調を北ほく斗とは知っている。昨日、榊さかき原ばら今日きよう子この下げ駄た箱ばこに手紙を爆撃したときと同じノリだ。

『昨日の事件で舞台は整った。今日の昼休みに、仕掛けるぞ』

「また俺に相談なしか!?　まさか、昨日みたいにどっかに殴り込むんじゃ……」

『違う。この劇場型恋愛の目標は、あくまで愛あい梨りを生徒会長にすること。知名度ＵＰもそのための一環に過ぎない。だから、今日の主役は愛梨さ。今朝あいつが寝不足だったのも、徹夜で今日の脚本ブツクの練習をしていたからだろう』

「なっ……そうだったのか？」

『あいつは自分の夢を叶かなえるためなら努力を惜しまないヤツだからな。というわけで、不良少年は大したことはしなくていい。では、きみの脚本ブツクを発表するぞ。『合図が出たら、観客を思いっきり煽あおれ！』』

「……オイ。まさかとは思うがそれしか教えない気じゃ──」

『詳しい内容を知らない方が、臨場感のある演技ができるさ。ではでは、健闘を祈る。そろそろ四限目が終わって昼休みが始まる時間だ。早く教室に戻るといい、不良少年』

　抗議する暇もなく、チェルシーからの電話は切れてしまった。

　……無む茶ちや苦く茶ちやだ。思いっきり挑発してやれ？　一体どういう意味だよ？　もしかして誰かにケンカでも売るのか？　深い霧のような不安が、北斗の胸の中でゆっくりと渦を巻く。

　なのに……。

「……ははっ。大丈夫か、俺」

　柄じゃないと思っていながらも、ワクワクして仕方がなかった。

　たぶん、昨日の事件は牽けん制せいだ。凛りん多だ愛あい梨りという名前を学園中に知らしめるための一手。言わば舞台を整えるための下地作り。そして、今日のが本命。

　整った舞台の上で、配役たちが動き出す。

　一体、何を仕出かす気だ？　四限終了のチャイムを聞いて教室へ向かいながらも、北ほく斗との頭の中は好奇心でいっぱいだった。

「しかし、何をおっぱじめるつもりかね……」

　呟つぶやきながら、購買部で惣そう菜ざいパンとコーヒー牛乳を買って教室へと帰還。

　すぐさまクラスメイトの注目が北斗へと集まる。みんな何か言いたげだったが、結局は何も言わずに各々のランチタイムへと移行。すでに帰ってきていたのか、チェルシーも女子のグループの中で楽しそうに談笑していた。

「……ふうっ」

　普段だったら教室で一人きり昼食を取るなんて居心地が悪くて仕方がないのだが、今日だけは我慢だ。そう言い聞かせながら北斗が自分の席に座った──その瞬間だった。

『イエエエエエ─────イッ！　瀬せ海かい学園約七千人の生徒諸君こにゃにゃちわー！　木曜日つーことで放送部エース・佐さ田だ宮みやぼたんの「愛のままにわがままにぼたん様はリスナーを傷つけちゃう！」のコーナーです！　それでは本日もご機嫌な感じで、ぼたん様のお昼タイムへようこそぉ────────っ！』

　とんでもねえコーナーが始まりやがった。

　なんて、北斗は驚かない。この学園では曜日ごとに放送部のメンバーがお昼のコーナーを担当しているのだが、木曜日はヤバい。なにせ担当が佐田宮ぼたん。去年、体育教師と音楽教師の不倫を全校生徒に暴ばく露ろして停学処分を喰くらった女である。

『最近どうよリスナー諸君？　ランチの話題は二週間後に迫った全国模も試し？　今月末からスタートする生徒会総選挙？　ＮＯＮＯＮＯ！　もっとＨＯＴでＳＯＬＩＤな話題があるだろーがＦ××Ｋ　ＯＦＦ！』

　もしかして、この放送って北朝鮮からの妨害電波とか受信してんのかな？

　とも、北斗は疑わない。木曜日のコーナーがぶっ飛んでいることには慣れているし、いくら校内放送がアヴァンギャルドだろうが自分には一切関係ないのだ。

　だから、安心してコーヒー牛乳を飲んで──。

『さてさて！　本日はスペシャルなゲストを放送室にお招きしてるぜ！　支持率七十二％を誇る我らが生徒会長の凛多千ち夏なつ嬢……じゃ・な・く・て！　今やこの瀬海学園のハリケ────ンアイっ！　本日のゲストは──』

『どもども。生徒会長の妹、凛りん多だ愛あい梨りです』

　ぶっふぉがっ!?　と北ほく斗とは口に含んだコーヒー牛乳を盛大にリバースしかけた。

　気のせいだろうか？　今、自分の彼女（偽）の声が聞こえたような……。

『ビックリした？　サプライズしちゃったよね七千人！　本日は「クズ先輩」、「学園最強」、「熊くま殺し」と様々な異名を持つあの葛くず原はら北斗が自らのオ・ン・ナと言い切った凛多愛梨嬢にお越しいただいたぜヒャッフウウウウ！』

『ハイテンションですね、佐さ田だ宮みやさん』

『ああん？　舐なめてんの？　ぼたん様をペロペロしちゃってんの？　このコーナーはテンションの高さだけが売り！　売り売り売り……うりぼう！　うりぼうって言ったらぼたん鍋!?　えっ、ぼたん様、煮込まれちゃう？　愛梨ちゃん、そこんとこどう思う？』

『それではコーナーを進行します』

『やっべええええええこの子超ＣＯＯＯＯＯＯＯＬだわマジで！』

　ケラケラ笑うぼたんの声が響き渡る中、学園はざわざわと騒ぎ始めていた。

　無理もない。なにせ今《セカイネット》でお祭り騒ぎになっている凛多愛梨がお昼の放送に登場したのだ。当然、騒ぎ始めた周囲のクラスメイトの視線が突き刺さるが、北斗は何事もなかったような表情でコロッケパンを頬ほお張ばる……演技を必死にしていた。

　──あの女、やりやがったな！

　チェルシーが言っていた「仕掛ける」とはこのことだろう。まさか、校内放送に愛梨を出演させるとは。どうやったかはわからないが、チェルシーは副会長。何かコネを使ったとしても不思議じゃない。

『楽だわー、ゲストが豪華だと空気温めなくていいからマジ楽だわー。で、早速質問タイムなんだけど、愛梨ちゃんはあのクズ先輩とお付き合いしてるわけだよね？』

『はい。それは間違いありません』

『マ・ジ・で！　いやー、ぼたん様ビックリコックリさんだよー。あの熊殺しに彼女ちゃんができるなんてさ！　クズ先輩と言えばあの最凶の番長・熊くま田ださんを怪獣墓場に葬った、この学園の裏ＫＩＮＧなわけじゃん？』

『ああ見えて意外に可愛かわいいところもあるんですよ。そこが先輩の魅力ですね』

『くっはああああリア充爆死しろ！　むしろぼたん様が自爆しちゃうぜメ・ガ・ン・テ！　ちなみに、どっちから交際を申し込んだわけ？』

『葛原先輩の方からです』




「「「「「「「えええええええええええええええええっ!?」」」」」」」




　突如、学園が揺れた。

　そう錯覚するほどの驚きよう愕がくの悲鳴がすべての教室から上がり、空気を振動させる。間違いなく、約七千人の生徒が愛あい梨りの発言に注目している。もちろん北ほく斗ともその一人。俺の方から交際を申し込んだって？　初耳なんですけどそのビックリ情報！

『ワオッ！　イッツミラクル！　そいで、彼からの告白のセリフは？』

『俺の恋人になってくれ、とシンプルなものでした』

『え？　それだけ？　なんかえらくニュートラルな感じでぼたん様がっかりなんですけどぉ！　がっかりーん！　クズ先輩なら「俺の肉便器になってくれ」ぐらいは言いそうじゃない？』

　言わねえよ。どんな高校生だ。

『ところで、二人の出会いはどこ？』

『マンションの部屋がお隣さんでして。それで、私が引っ越しのご挨あい拶さつに行ったときに葛くず原はら先輩と出会って……えっと、その……先輩が私に一ひと目め惚ぼれしたそうです』

『きゃああああああ甘酸っぺえええええええ！　恥ずかしがってる愛梨ちゃん可愛かわいすぎ！　そりゃ惚ほれるわ！』

『そ、そんなことありませんよっ。私は姉に比べれば地味な女の子ですから。自分でも、どうして先輩に好すきになってもらえたかわからないぐらいで……。けど、先輩はああ見えてとっても一いち途ずな人で……私のことを、すごく大切にしてくれます』

　照れたような調子で、けれど幸せいっぱいに、愛梨は言った。

　その声を耳にした男子たちは「やっべ、マジで可愛いかも」「でも、ジミ子こだろ？」「いや、生徒会長に比べりゃ地味ってだけで素材自体は結構……あっ、ちちち違うよ葛原くん!?　別にきみの彼女に色目を使ってるわけじゃ！」とコメント。

　……コイツら、揃そろいも揃って将来結婚詐欺に引っかかる予備軍だな。

　愛梨の嘘うそデレに物の見事に釣り上げられたクラスメイトたちを見ながら、北斗は彼らの未来を案じておくことにした。

『でもでも、ぶっちゃけウルトラ怖くない？　相手はあの熊くま殺しだよ？　グリズリーキラーだよ？　愛梨ちゃんは恋人がヤンキーでもオールオッケーな感じ？』

『いえ、そういうわけではありません。ですから──恋人である私が、葛原先輩を更生させます』

　その言葉は。

　まるで銃口から吐き出された弾丸のように、七千人の生徒の心に風穴を空けた。いや、撃ち抜いたと言っても過言じゃなかった。その証拠に、一瞬の沈黙の後で「はああああああああっ!?」と凄すさまじい熱狂が学園中を覆い尽くす。

　あのクズ先輩を更生させるだって？

　バカか！　無む謀ぼうすぎる！　白しろ熊くまをパンダに改造するみたいなもんだぞ！　ジミ子こじゃ無理だ！　でもこの子ってあの生徒会長の妹でしょ？　そもそもなんで更生？　シーっ、黙れよ！　放送が聞こえねえだろ！

　気付けば、全校生徒が愛あい梨りの発言に夢中になっている。

「───っ」

　──すげえ。

　北ほく斗とは目の前の光景に感嘆するしかなかった。これがチェルシーの脚本ブツク。鮮やかすぎる。わずか数分で、愛梨は全校生徒の好奇心と興味を鷲わし掴づかみにしてみせた。

　知名度。

　そんなものが選挙で必要になると言うなら、もう十分なんじゃないかと思う。あとは愛梨が放送で生徒会総選挙に立候補することを宣言すれば──。

『でも、こういう大事なことは直接伝えた方がいいと思うんですよ』

　しかし、興こう奮ふんの坩る堝つぼへと叩たたき込こまれた学園は愛梨のセリフに「は？」と言葉を失った。

　直後、

『なので、今からそっちに行きますね』

　ガラっと、何の前触れもなく北斗のいる普通科２－Ｈの教室のドアが開いた。

　そこにいたのは、凛りん多だ愛梨。なぜかテレビレポーターよろしく片手にマイクを持った彼女は、堂々と上級生の教室に踏ふみ込こんでから、一言。

「来ちゃいました、先輩」





　　　　　　　＠　＠　＠






『アウイェ───っ！　驚いたか普通科２－Ｈの諸君！　状況がわからねえヤツは今すぐ近くのテレビの電源をＯＮにして、チャンネルを全校放送に合わせやがれえええっ！』

　天井のスピーカーから響き渡ったのは、愉快そうなぼたんのシャウトだった。

　だが、北斗がいる２－Ｈの生徒はそれどころじゃない。なにせ、てっきり放送室にいると思い込んでいた愛梨がいきなり乗り込んできたのだ。しかも、後ろにカメラマンと放送部の佐さ田だ宮みやぼたんを引き連れながら。

　まさか、この状況は……！

「うおっ、やべえ！　俺たちの教室が全校放送に映ってる！」

　２－Ｈのテレビを点つけた男子が叫んだ。同時に、各教室や食堂でもテレビを点けて映像を確認したんだろう。驚きよう愕がくと興奮が凄すさまじい歓声となって学園を揺るがす。

　生放送。

　まさかの校内テレビ中継である。確かに、瀬せ海かい学園の放送部はそれぐらいの設備を持っていてもおかしくない。おそらく、さっきまで流れていたのは愛あい梨りたちが放送室にいると見せかけるための録音放送フエイクだったのだろう。

　すべては、この演出のために。

　葛くず原はら北ほく斗とと凛りん多だ愛梨。

　二人の姿を全校放送で学園中に届けるための……！

「もう一度言いますね」

　ゆっくりと机に座っている北斗に歩み寄ってから、愛梨は手に持ったマイクで語り出した。もちろん、その姿はカメラを通して学園中に流れている。

「葛原北斗先輩。恋人である私が、必ずあなたを更生させてみせます。だって……」

　まるで自分の中にある羞しゆう恥ち心を必死に堪こらえるように。

　愛梨は、ぎゅっと胸のあたりを押さえながら──。




「私は……あなたの、彼女ですから」




　ちゅっと。

　まるで自分たちが付き合っていることを証明するみたいに、北斗の頬ほおにキスをした。

「なっ──」

　咄とつ嗟さのことに身動きできない。キスをされたのは頬だったが、肌には柔やわらかくて微かすかに熱い口唇くちびるの感触が残った。同時に学園中が「うおおおおおおおおおおっ！」と大爆発。

　……嘘うそだろ？

　あまりにも突然の出で来き事ごとに北斗の心臓は激しく脈打つ。全校放送による生告白とキス。おそらく、今のキスは北斗と愛梨が恋人になったということを改めて全校生徒にアピールするための脚本ブツクだろうが……。

「……あぅ」

　学園中の視線を向けられて、愛梨はお風呂でのぼせたみたいに真っ赤になっていた。その姿は文句なしに可愛かわいい。とても演技には見えないくらいに……。

「………」

　……ひょっとしたら。

　愛梨は本気で恥ずかしがってるんじゃないか？　……いや、それはないか。愛梨のことだから「こんな演技に引っかかるなんて先輩は相変わらずちょろい。主人公が何もしてないのに勝手に服を脱ぎだすエロゲのヒロインぐらいちょろいです」とか思ってるに違いない。というか、そうじゃないと困る。何が困るかはわからないが、とにかく困るのだ。

「それに、私にはやりたいことがあるんです」

　キスから少しだけ間を置いた後で。

　何度も練習したセリフを紡ぐように、愛あい梨りは滑らかな口調でしゃべり出す。

「その目標に比べれば、葛くず原はら先輩を更生させるなんてちゃんちゃらおかしいです。そう、私の目標は今月末から始まる生徒会総選挙に立候補して──」




　この学園の生徒会長になることです。




　それはまるで宣戦布告だった。

　愛梨の言葉は、容赦なく学園中に突き刺さる。

「えっ……今、生徒会長になるって言った？」

「でも、今度の選挙は生徒会長──凛りん多だ千ち夏なつも立候補するんでしょ？」

「つまりは……姉妹対決!?」

「やっべええええ面白くなってきた！」

　衝撃、動揺、困惑、驚嘆、興こう奮ふん。巨大な感情のうねりが空間を支配し、掻かき混まぜ、火をつけた。全校生徒の意識が愛梨へと集中する。

　──その中で。

「そのセリフは、聞き捨てならないな」

　２－Ｈに響いたのは、幼おさなさを残しながらも落ち着き払った声。

　その主は、愛梨の後ろに控えていたぼたんが持っていたマイクを奪い取ってから、




「やあ、生徒諸君。生徒会副会長、チェルシー・スターダストだ」




　テレビに映し出されたのは鮮やかな赤髪を振り乱す小柄なシルエット。

　まるで、２－Ｈに踏ふみ込こんできた愛梨と対たい峙じするかのようにマイクを握るチェルシーの姿だった。

　──やられた。

　その瞬間、北ほく斗とはどうして愛梨がわざわざこのクラスに乗り込んできたのか理解していた。これが、この状況こそが、チェルシーが思い浮かべたストーリーだったのだ。

「ふ、副会長だ！」

　そんな誰かの叫びがきっかけだった。同時に校内から次々とチェルシーの名を呼ぶ声が上がる。当然だ。生徒会長の千夏ほどではないにしろ、チェルシーだって副会長。学園ではかなりの支持を得ている。

「おや。こんにちは、スターダストさん」

「チェルシーと呼べ！　まったく、きみたちは騒ぎすぎだ。生徒会副会長としてこの状況はどうかと思うぞ。それに、今言った言葉は本気か？　この学園の生徒会長になるというのは」

「はい。もちろんです」

「ふん。やめておけ。この学園の生徒会長になるということは七千人の頂点に立つということだ。しかも、今度の選挙には現生徒会長である千ち夏なつも出馬する。妹のきみなら、あいつの支持率は知っているはずだ。ただの一般生徒であるきみが勝てるとは思えない」

　まるで悪役のような口ぶりで、チェルシーは愛あい梨りに言った。

　いや、実際に悪役ヒールを演じているんだろう。彼女たちが裏で結託していることを知っている生徒は誰一人いない。

　だから、シナリオライター自ら物語を盛り上げているんだ。

「そうですね。悔しいことに、姉の凄すごさは妹である私が一番知っています。けど、姉の支持率は完かん璧ぺきではありません。先日《セカイネット》で行われた世論調査によると、姉の支持率は七十二％。つまり、この学園には姉が生徒会長をしていることに納得のいっていない人間もいるはずです」

「だが、それはたったの二十八％だ」

「だからって、少数派の意見を無視してもいいと？」

「問題はないさ。千夏の生徒会運営は完璧だ。去年の選挙で敗まけて副会長になったわたしが言うのも悔しいが、千夏はわたしたちとは次元が違うところにいて……」













「わかっています」

　チェルシーの忠告に、愛あい梨りは微笑ほほえんで応えてみせた。

「あなたの言う通り、姉は……いえ、千ち夏なつは私たちとは次元が違います。学力テストで全教科満点なんて奇跡を何度も起こした秀才。ライヴを行えばその歌声で観客たちを熱狂させる学園の歌姫。様々な政策でこの超巨大学園を導いてきた、完全無欠の生徒会長」

「………」

「まさにこの学園の象徴であり、七千人の頂点に立つアイドル。千夏は私とは……ジミ子こなんて呼ばれて、イジメられていた私とは何もかもが違います。その証拠に私は子供の頃から千夏に勝ったことがありません。私は、千夏と違って凡人ですから。けれど──」




　凡人が、天才に勝つことだってあります。




「そのことを、今度の生徒会総選挙で証明してみせます。それに、千夏は『学園の歌姫』なんて呼ばれて生徒からの人気も高いですが、実際は温情的な性格ではありません。冷徹でドライな一面も持っています」

「冷静で客観的と言うべきだろう？　どらちも生徒会長には必要な能力だ。千夏は七千人のトップに立つ人間。だったら生徒に関する問題はすべて平等に判断して、決断しなくちゃいけない」

「……確かに、そこが千夏の長所でもあるでしょう。部活動や委員会の予算会議でも、千夏は実績を出せない部署の予算をどんどん削っていきました。予算を削られることで困る生徒たちがどんなに懇願してきても、です。おかげでうちの学園の予算編成には大分無駄がなくなって、大局的に見れば千夏の判断は最善だったと言えます。でも──私は、そういうやり方は好すきじゃありません」

　真しん摯しな口調で、愛梨は言い切った。

「すべてを白か黒かで決める。それが凛りん多だ千夏のやり方です。この世界には白と黒だけでは割り切れないものもある。しかし、千夏はそれを無理やり自分の色で染め上げる。なぜなら、天才である千夏には凡人の──私たち一般生徒の気持ちがわからないから。千夏はいつだって勝ってきた。だから、敗北の痛みを知らない。敗北の痛みが……他人の痛みがわからない人間が、生徒会長を続けるべきじゃない」

　瞬間。

　固唾かたずを呑のんで二人のやり取りを見守っていた生徒たちが、静かに息を呑んだ。

「あはははっ！　すごいなきみは！　そんなことを全校放送で言ってしまっていいのか？　千夏の支持者はこの学園の七十二％……つまり、約五千人だ。今の発言で、きみは五千人もの生徒を敵に回したことになるぞ？」

「構いません。なぜなら私と同じようなことを思ってる生徒だっているはずなんです」

「……だからこそ、千ち夏なつの支持率が一〇〇％にならないと？」

「ええ。私はマイノリティの味方──声なき声の代弁者です。私は千夏の権力や人気なんかに怯ひるまないし、恐れもしない。周囲の目を気にせずに自分の意見をしっかりと学園中に伝えます。そう、私が喋れば、このマイクだって爆弾になる」

　コツコツと右手に持ったマイクを叩たたきながら、愛あい梨りは言い放った。

「そう、私は凡人です。学園の底辺。ジミ子こ。そんな風に呼ばれても仕方がないでしょう。凛りん多だ千夏という太陽の前では、私は平凡な一般生徒にすぎない。けど、だからこそ──私はここに宣言します。私は凛多千夏よりもこの学園を素晴らしく……そして、面白くしてみせる！　凡人だからこそ！　ただの一般生徒だからこそ！　凛多千夏の妹だからこそ！　敗北の痛みを……生徒のみなさんの痛みを知っている私だからこそできるやり方で、この学園を変えていきたい！　──いや、変えてみせる！」

　学園中に轟とどろく声で、愛梨は叫んだ。

　ゾクッと、その演説に北ほく斗との心は激しく揺さぶられた。

　周囲の生徒たちも真剣な様子で見つめている。

　中には、ぎゅっと胸を押さえながら複雑な表情をしている女の子も。ひょっとしたら、千夏が生徒会長であることを疑問に思っている生徒がいるのかもしれない。

　──いや。

　確実に存在するのだろう。だって、凛多千夏はあまりにも圧倒的すぎる。さっき愛梨が挙げた数々の経歴を考えれば誰だってわかる。明らかに一般生徒とは次元が違う世界にいる人間。それが凛多千夏だ。

　そんな天才に、自分たちの気持ちがわかるのか？

　本当に千夏に生徒会長を続けさせてもいいのだろうか？　愛梨の問いかけに、学園全体が揺れている。愛梨の言葉にはそれだけの説得力があった。

　なぜなら昨日までイジメられていた彼女は学園のマイノリティであり、一般生徒の象徴でもあるんだ。しかも、愛梨は全校生徒の前で圧倒的な支持率を誇る千夏にケンカを売った。そんな暴挙に出る人間は今まで誰一人いなかった。その無む謀ぼうとも言える勇敢さに、学園中が心を奪われている。

　そして、今の演説は愛梨自身の本音に違いない。

　脚本ブツクの中に混ぜられた真実。漠然とだが、北斗はそう感じていた。

「ふん。口で理想を並べるのなら幼稚園児にだってできるぞ」

　赤髪を揺らしながら、チェルシーが場の空気を盛り上げるように突っかかる。

「随ずい分ぶんと大口を叩いてくれたが、きみに選挙で千夏に勝てる実力があるのか？　きみは自分の恋人を不良から更生させると言っていたが、それだって難しいと思うが？」

「なぜです？」

「彼が学園一の問題児だからだよ。ケンカだってするし、授業だって頻ひん繁ぱんにサボる。成績も下から数えた方が早い。不良、ロクデナシ、劣等生。それが葛くず原はら北ほく斗とで──」

「だからこそ、彼女である私が先輩を更生させるんです。だって、自分の恋人すら変えられない人間に学園を変えられるわけがないでしょう？　そんな人間が生徒会長にふさわしいわけがありません」

「なるほど。では、こういうのはどうだ？」

　教室の隅にいる北斗を指さしてから、チェルシーは言った。




「二週間後に行われる全国模も試し。そこで葛原北斗を学年十位以内にしろ」




「………っ！」

　瞬間、愛あい梨りが息を呑のんだ──ように見えた。

「つまりは、先輩の成績を上げろと？」

「これも葛原北斗の更生の一環になるだろう？　学年十位以内に入れば周囲の生徒も少しは彼を見直して、きみの優秀さも認めるさ。ただ、瀬せ海かい学園の二学年の生徒数は二千人以上。その中でトップテンに入るのは、生半可なことじゃないが──」

「構いません」

　チェルシーの言葉を遮るように、愛梨は頷うなずいた。

「その勝負、受けます。あなたも知っているでしょうが、今年の生徒会総選挙の立候補者登録〆しめ切きりは今日の放課後。もちろん私も放課後までに登録をします。ですが、もし先輩が十位以内に入れなければ、私はその登録を取り消しましょう。つまり……」




　勝負に敗まけた場合、私は今年の生徒会総選挙には立候補しません。




「なっ──」

　無む謀ぼうすぎる。

　突如襲ってきた重圧に、北斗の胸は否いや応おうなく軋きしんでいた。

　二週間後の模試で学年十位以内に入れだって？

　そんなの無む茶ちや苦く茶ちやだ。いくら脚本ブツクだとしても、これは賭かけに違いない。だって、北斗が十位以内に入れる保証なんてどこにもないのだ。いや、今のやり取りがチェルシーの考えたストーリーだとしたら、何か作戦があるのかもしれないが……。

　もし失敗すれば、愛梨は生徒会総選挙に立候補できなくなる。

　全校放送で啖たん呵かを切ってしまったのだ。学園中が今の愛梨の宣言を受けてざわついている。後から撤回するわけにもいかないだろう。

「どうですか、先輩？」

　そして、そこで初めて。

　まるで合図を送るように、愛あい梨りは持っていたマイクを北ほく斗とに手渡してきた。

　劇場型恋愛。

　愛梨とチェルシーはこの学園という舞台の上で、生徒という名の七千人の観客を前にしながら見事に脚本ブツク通りの役を演じきった。

　頭の中を過よぎるのは、この昼休みに起きた熱狂。

　おそらく愛梨とチェルシーは今の数分の会話のために気が遠くなるほどの打ち合わせや練習を重ねたんだろう。その努力の結果、二人は七千人の意識を集中させてみせた。

　学園の底辺。

　クズなんて呼ばれた、自分なんかに……。

　──だから！

「上等だ」

　北斗は椅い子すから立ち上がり、自分に向けられたカメラに視線を向ける。テレビには、マイクを握る自分の姿。画面を通して、七千人が葛くず原はら北斗という人間を見ている。そのプレッシャーを必死に押し殺しながら、




『合図が出たら、観客を思いっきり煽あおれ！』




　シナリオライターから言い渡されたたった一つの脚本ブツク。

　それを──北斗は、実行する！




「その賭かけ、乗ってやろうじゃねえか！　次の全国模も試しで学年十位以内に入って、凛りん多だ愛梨を──俺の彼女を生徒会総選挙に出馬させてやる！」




　右手に握ったマイクで叫んだ後で、カメラのレンズに向かって思いっきり左手の中指を突き立ててやった。

「………っ!?」

　瞬間、大歓声。

　喝かつ采さい、悲鳴、罵ば声せい、声援……千差万別の彩を持った叫び声が学園という名のパレットを染め上げる。中には「がんばれよー！」とか「下げ剋こく上じようだ！」とか「番狂わせを起こしてやれ！」なんて声を上げながら拍手をしている生徒までいるようだった。

　──信じられない。

　まさか学園の底辺である自分の言葉にここまで生徒が応えてくれるなんて。きっと、圧倒的に不利な戦いに挑もうとしてる北ほく斗とと愛あい梨りに何割かの生徒が感情移入してくれたんだろう。そして、それこそがチェルシーの狙ねらいであるようにも思えた。

『フゥウウウウッ！　現場がヒートアップしすぎてぼたん様もついついコメントを忘れてたぜ！　さあさあ面白くなってきた！　姉妹戦争勃ぼつ発ぱつ！　凛りん多だ千ち夏なつｖｓ凛多愛梨！　学園の歌姫ｖｓジミ子こ！　勝負の舞台は今月末から始まる生徒会総選挙！　そして──』

　チェルシーからマイクを取り返したぼたんが、伸びのある声で叫ぶ。

『すべての鍵を握るのは、葛くず原はら北斗！　わかってるかいリスナー諸君？　すでにサイコロは頭上高く投げられたんだ！　凛多愛梨の運命を決めるのは、二週間後の全国模も試しだぁああああああああああっ！』





　　　　　　　＠　＠　＠






　と。

　ここまでなら、きっとチェルシーの脚本ブツクは完かん璧ぺきだったと思う。

　全校放送生中継。さらには全国模試を利用した賭かけを行い、注目を集め、愛梨の知名度を上げる。それ自体は成功だったし、賭けに勝てば愛梨の有能さを生徒にアピールできるはずだ。自分たちが出した成果と学園の盛り上がりに、北斗は息をするのすら忘れそうだったし、愛梨もホっとした様子で胸を撫なで下おろしている。

　そう、自分たちは七千人もの生徒を騙だまし切って……。




「わわっ、なんだか面白そうだねっ！」




　しかし、硝子ガラスのように透き通った声が、その喧けん騒そうをぶち壊した。

　２－Ｈの教室に入ってきたのは一人の女子生徒。

　煌きらびやかに輝く髪を二つに結んだツーテールヘア。見る者の意識を奪う完璧な美び貌ぼう。まるで絵本の中から抜け出した妖よう精せいみたいにあどけない笑顔。風のように颯さつ爽そうとやってきた彼女は、突然のことに言葉を失っている北斗からマイクを奪って、

「ねえねえ、あっちゃん！　あたしもまぜてよ～」

　親しげに、愛梨に話しかけていた。

　彼女の名前は、凛多千夏。

　生徒数約七千人を誇る瀬せ海かい学園の頂点に立つ生徒会長にして、愛梨の姉だった。

















　第三話　　噂の火






「……千ち夏なつ。どうしてきみがここにいる？」

　昼休みの２－Ｈ。

　突然登場した生徒会長を見ながら、チェルシーが訊たずねた。

「今日の昼休みは、近隣高校の生徒会との会合があったはずだったろう？」

「うん。でも、抜けてきちゃった」

「なっ……何を言っている!?　今日の会合は十一月に行う合同ボランティア活動について話し合う大事な──」

「ノープロブレム！　代わりにるっちゃんを置いてきたから。あの子だって副会長なんだし、あたしの代理くらいできるでしょ？　それより、なんだか面白いことになってるみたいだったからさ！　居ても経たってもいられなくなっちゃって！」

「………っ。ふふっ、きみは相変わらずだな」

　ぎこちなく笑うチェルシーを見て、北ほく斗とは直感していた。

　きっと、これは脚本ブツクにないトラブルだ。

　チェルシーは予あらかじめ千ち夏なつが会合で動けないことを知っていたんだろう。だからこそ今日の昼休みに仕掛けアングルを仕込んだ。

　なのに、千夏は自分勝手な判断で大事な会合を抜けてきてしまった……。

　だからここは自力で切り抜けるしかない。

　脚本ブツクにはない、即興劇アドリブで。

「わわっ、随ずい分ぶん大がかりなことになってるんだね～。このカメラで全校放送してるんだ？　ちなっちゃんビックリだよー。おーい、みんなー！　見てるー!?」

　映し出される千夏の映像に、生徒たちがどよめいた。

「うおっ、会長だ！」「きゃああああ千夏お姉様ああああああっ！」「やっぱりちなっちゃんは可愛かわいいなぁ～」「さっきはジミ子こを応援しちゃったけど、俺やっぱ会長派かも」「一曲歌ってくれーっ！」

　やはり、千夏の人気は凄すさまじい。あっという間に現場の主導権を奪われた。学園の空気はさらなる盛り上がりを見せようとしている。

　──なんだよ、これ。

　きっと愛あい梨りやチェルシーは今日のために入念な準備をしていたはずだ。その努力もあってか、学園の生徒の歓声を勝ち取ることができた。そう、三年前に中学校の選挙に立候補した北ほく斗とのように。

　なのに、どうして観客は千夏が登場しただけでこれほどまでに盛り上がる？

　千夏はまだ何もしてない。けど、彼女が現れただけで明らかに空気が変わった。愛梨は千夏には華があると言っていたが、これじゃまさにその通りだ。誰もがこの学園の頂いただきに咲く凛りん多だ千夏という一輪の薔ば薇らに見み惚とれている。

　──いくら努力を重ねても、絶対に届かない存在がある。

　まるで、北斗たちにそう教えているかのように……。

「それで、今日の放送の主役はそこにいる問題児くんでしょ？」

　にこやかに微笑ほほえみながら、千夏は北斗に近づいてきた。

「やあやあ！　こうやってお喋しやべりするのは久しぶりだね！」

「ああ。高校に入ってからはあんたと話したことはほとんどなかったし」

「もう、寂さびしいなぁ。同じ中学出身なんだから問題児くんともっと仲良くしたいよー。もっとも、あたしより先にあっちゃんの方がフレンドリーになっちゃったみたいだけどさ！　二人は付き合ってるんでしょ？　ヒュー、おめでとう！」

「お、おう。ありが──」

「じゃあ、歌います」

「『じゃあ』ってなんだよ!?」

「いいじゃんいいじゃん！　問題児くんとあっちゃんの門出を祝して一曲だよ！　ううっ、思えばあっちゃんも今年で十六歳……大きくなったね……」

「あんたは結婚式で号泣するお父さんか」

「ハッピーバースデー、トゥーミー♪」

「それは誕生日に歌う曲だ！」

　どう考えても恋人たちの門出を祝う曲じゃない。しかも、祝う対象が自分になってしまっている。

　だが、そんなことは関係なかった。

　千ち夏なつが歌を口ずさみ始めた瞬間、世界が一変する。

　自分宛あてのバースデーソングなんてふざけた曲のくせに、千夏の声は凄すさまじかった。別に音楽について詳しいわけじゃない。だが、千夏の歌には否いや応おうなく魅力を感じてしまう。何がすごいのかすらわからないが、とにかく圧倒的なのだ。

　その証拠に、気付いたら手拍子が沸き起こっていた。

　しかも、学園中から。テレビを通して流れる千夏の歌声に合わせて、約七千人の生徒が手拍子を送っている。誰に強制されるでもなく、すごく楽しそうな顔をしながら。そして千夏が歌い終わった瞬間、手拍子は割れんばかりの拍手へと変わった。

「ありがとう、みんな！　でも、今日の主役はあっちゃんと問題児くんだよ！　二人にも大きな拍手を！」

　千夏のコールに応えるように、地鳴りのような拍手が巻き起こる。

　その音色の中で、愛あい梨りはぎゅっと拳こぶしを握りしめながら静かに震えていた。

　嬉うれしいわけがない。この拍手はライバルである千夏が起こしたもの。胸の中は屈辱でいっぱいのはずだ。温かな拍手が、容赦なく愛梨の心を引き裂いていく。しかも千夏がこの調子では、彼女が愛梨のことをライバルと見なしているかすら怪しい……。

　そんな現実を見せつけられて、悔しくないはずがない。

「そういえば、あっちゃんも生徒会総選挙に立候補するんだってね？」

「………っ。はい」

　ぎこちない笑みを浮かべながらも、千夏の問いに頷うなずく愛梨。

　向かい合った二人を見て、北ほく斗とはなぜ愛梨が『ジミ子こ』なんて呼ばれているか理解してしまった。

　凛りん多だ愛梨と凛多千夏では、纏まとっている雰囲気に差がありすぎる。

　学園中の注目を一身に浴びる華やかな千夏と、さきほどまでの勢いを奪われてしまった愛梨。これじゃ、どうしたって愛梨の方が地味に見えてしまう……。

「一緒にがんばろう？　誰が次の生徒会長になるかはわからないけど、選ぶのは学園のみんなだもん。きっといい生徒会長が生まれるよ！　だから選挙では正々堂々戦おうね？」

「そ、そうですね」

「もう、そんなに緊張しないでよ～。あたしたちは姉妹なんだからさ」

　純度一〇〇％の笑顔を振りまきながら、千ち夏なつは言った。

　そして、彼女は小さな拳こぶしを握ってから、

「じゃあね、みんな！　これからもあたしたち姉妹をよろしく！　選挙になったらちゃんと投票してよーっ！　みんなの意見がこの学園を変えていくんだから！　あたしの言葉、ちゃんと届いたかな？　届いたよね？　それじゃあ、答えはもちろん──」




「「「「「「「「「「「ＹＥＳ！」」」」」」」」」」」




　千夏が右拳を振り上げて「ＹＥＳ！」と叫ぶのと一緒に、学園中が同じセリフを大合唱。

　答えはもちろん──ＹＥＳ！

　千夏が好んで使うコール＆レスポンス。それこそアイドルみたいなパフォーマンスだが、恐ろしいことに千夏はこのコールと肩腕一本で約七千人の生徒を一つにしてみせた。

「───っ」

　目の前に広がる光景に、北ほく斗との胸は否いや応おうなく締め付けられる。

　記憶の中で蘇よみがえるのは、三年前に中学の生徒会総選挙で敗北したときの映像。投票結果が発表された後に行われた生徒会長就任の挨あい拶さつでも、千夏はこれと同じことをしていた。当初は圧倒的有利に立ちながらも敗北した北斗を嘲あざ笑わらうかのように……。

「………」

　そして、そこで全校放送は終わる。

　それと同時に、

「行きましょう、先輩」

「なっ、凛りん多だ！」

　千夏に向けての拍手がまだ続く中、愛あい梨りは北斗の手を引いて静かに教室から出ていた。

「オイ！　おまえ、大丈夫か！」

　手を引かれて廊下を歩きながらも、北斗は話しかける。握りしめた愛梨の手はひどく冷たい。それに、なんだか顔色も──。

「あっ──」

　きっと、「大丈夫です」と言おうとしたんだろう。しかし、愛梨の声は出なかった。口唇くちびるを動かすのがやっと。零こぼれるのは、荒い息遣いだけで……。

「………っ!?　凛多！」

　そのまま、北斗の身体からだにもたれかれるように愛梨は倒れてしまった。

　思わず支えた彼女の身体はひどく冷え切っていて、驚くほどに軽く感じられた。
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「あんの天然ボケ生徒会長がぁあああああああああああああっ！」

　放課後、北ほく斗との部屋。ベッドの上で制服姿のチェルシーが怪獣のごとくバタバタと暴れていた。

「なんなんだあいつは！　いきなり来て美お味いしいところをかっさらっていって！　あいつのせいでわたしの脚本ブツクが台無しだ！　だ・い・な・し！　今日だってあいつが会合をサボったせいで、副会長であるこのわたしが先方にフォローを入れることに……あぅうっ、お腹なかが……ストレスから来る神経性胃炎が……」

「大丈夫ですか、スターダストさん」

「わたしを名字で呼ぶなぁ─────っ！　でも、心配してくれてありがとう……ううっ、愛あい梨りは優しいなぁ……。それに比べて千ち夏なつときたら……くそぅうううううう全部あいつが悪いんだあああああ誰かわたしを助けろぉおおおおおおおあの天然ボケのお世話係からチェンジプリイイイイイイイイイズっ！」

　ピタっと。

　一際大きなシャウトを上げた後で、チェルシーはベッドの上で動かなくなってから。

「ふぅ。ちょっと楽になった。さて、今後の対策について話し合おうか」

「……おまえ、情緒不安定すぎだろ」

「病院に行って一番強いお薬を処方してもらいましょうね、ちぃちゃん。あんまり騒ぐと近所迷惑ですし」

「何を言う。ここは角部屋で、隣人は愛梨だろう？　苦情が来る心配はない」

　ふふんっとぺったんこな胸を張るチェルシー。

　まさかマジで十四歳じゃないよなコイツ？　とチェルシーの子供っぽい仕草に不安になる北斗だったが、今はクラスメイトの年齢詐称疑惑を気にしている場合じゃなかった。

　そう、この部屋に集まったのは他ほかでもない。

　今日の昼休みに実行した脚本ブツクの反省会と今後の方針について話し合うためだ。ちなみに、本日のお茶菓子は北斗が焼いたシフォンケーキ。外見に反してスイーツが好すきなせいか、「くそっ、もう少し甘さを抑えた方がよかったか……！」とつい真剣に考察してしまう。いや、見た目のせいで「このケーキを食ったらあの野郎を殺やりに行くか……！」とよからぬことを企たくらんでいるヤンキーにしか見えないが。

「つーか、なんで集合場所が俺の部屋なんだよ？」

「いいじゃありませんか。ここなら他の生徒に私たちが一緒にいるのを見られる心配はナッシングですし。先輩の妹さんもどこかへお出かけ中でしょう？」

「まあ、『今日発売のゲームを買ってくるねきゃっほー！』ってメールが来てたけどさ」

「それよりも、大丈夫か愛あい梨り？　全校放送の後に体調を崩したんだろう？」

「もうへっちゃらです。軽い貧血になってしまっただけですから」

　黒髪とリボンを揺らしてから、小さくガッツポーズをする愛梨。だが、その肌はいつにもまして青白い気がした。

　七千人の前で脚本ブツク通りの演技をする。

　そんなことをすれば緊張とプレッシャーで身体からだを壊してもおかしくない。しかも、愛梨は今日の昼休みのためにこの数日間ロクに寝ないで演技の練習をしていたらしい。かなりの疲労が溜たまっていたはずである。

「そういえば、不良少年は倒れた愛梨を抱えて保健室に運んで行ったらしいな。《セカイネット》の掲示板に『今ジミ子こがクズ先輩にお姫様だっこされてラブラブだったんですけど！』というコメントがあった」

「仕方ねえだろ。あの場合、ああするしかなかった。すぐに保健室に運んだから、凛りん多だが体調を崩したことは他ほかの生徒にバレなかったみたいだし」

「あのときはありがとうございました。お礼と言ってはなんですが……ちょ、ちょっとくらいなら、私にえっちなことをしてもいいですよ……？　先輩が望むなら、私……」

「コイツもこれくらい軽口が叩たたけるなら大丈夫そうだ」

「むっ。さすがのクズ先輩も私の嘘うそデレには引っかからなくなりましたか。これは次なるメロメロ誘ゆう惑わくプランを……」

「いや、いいよ。おまえを運んでるときに『……すみません。ありがとうございます、先輩』ってうわ言でお礼を言われ──」

「寝言は寝て言え青春ヤンキー」

「寝言を言ってたのはむしろテメエの方だ！」

　けれど、倒れた後の弱々しい愛梨はなんだかいつも以上に可愛かわいかった。毒舌がないだけで、ちょっと地味だけど可愛い女の子になるんだから逆にすごい。

「まぁ色々とあったが、当初の目的は七割方達成できたと言っていい」

　言いながら、チェルシーは北ほく斗との部屋にあるパソコンの画面を見る。




・姉妹対決勃ぼつ発ぱつ！　凛多愛梨ｖｓ凛多千ち夏なつ！　次の生徒会長はどっちだ!?　Part1




　昼休みのすぐ後に、《セカイネット》にはそんなスレッドが誕生。

『もちろんちなっちゃんだろ！』『もし千夏お姉様が生徒会長に当選しなかったら我々は暴動を起こします』『でも、ジミ子ちゃんもちょっぴりカッコ良かったよ？』『クズ先輩が学年十位に入るとか無理すぎｗ』

　そんな議論が引っ切りなしに行われている。

「しかし、タイミング良くこんなスレッドが立つなんてラッキーだな」

「何を言う。このスレを立てたのはわたしだぞ。えっへん」

「……オイ。要するにただのステマってことか？」

「こうやって観客を煽あおることも大事になってくるのさ。掲示板を見る限り、八対二の割合で千ち夏なつの人気の方が上回っている。だが、つい数日前まで愛あい梨りがただの一般生徒だったことを考えると、これは健闘している方だ。今日の愛梨の言葉は、一部の生徒の心に確実に響いたのだろう。反千夏派──この学園のマイノリティたちに」

「はい。圧倒的な人気を持つ生徒会長に立ち向かうたった一人の女子生徒。マイノリティにとってのアイドル。それがシナリオライターであるちぃちゃんがプロデュースした私のキャラクター。判ほう官がん贔びい屓きかもしれませんが、私を応援してくれる生徒もいるようです」

「うむ。だから、あの脚本ブツクは間違っていなかった。今日愛梨が言ったセリフにはきみの本音も混ぜておいたからな。おかげで演技とは思えない臨場感が出た。問題は、今月末の選挙開始までにどうやって愛梨の人気を上げていくかだ」

「確か、うちの生徒会総選挙って結構変わってるよな」

　まず期間がとんでもなく長い。

　九月から始まった選挙期間は十二月まで続く。そうなった理由は、凛りん多だ千夏。去年生徒会長になった千夏は「長い方がきっと面白いよ！」と主張し、恐ろしいことにその案が通ってしまったのだ。好すき勝手な案を主張できる生徒会長の権力も凄すさまじいが、一番すごいのは生徒総会で全校生徒に納得させた千夏の人気かもしれない。

「選挙には全役職合わせると百名以上の人間が立候補します。そこから、全部で三回ある投票で徐々に立候補者を絞っていくわけです」

「生徒会のメンバーは会長、二人の副会長、会計、書記の五名で構成されている。現在の会計と書記は三年生だから今年で引退。副会長はわたしを含めて両方とも二年生だ。ちなみにわたしは今年の選挙も会長に立候補したが、愛梨がある程度勝ち上がってきたところで辞退するつもりだよ。もちろん、自分より愛梨の方が会長にふさわしいと推してから」

「なるほど。それなら観客の注目を集められるし、凛多の支持者も増えるってことか」

「私が会長になれば、ちぃちゃんを副会長にすることも可能です。二人いる副会長のうち一人は、選挙でなく当選した会長の推すい薦せんで決まることになっているので」

　愛梨がそう言うと、チェルシーが「くっ……！」と苦い顔をした。チェルシーは千夏の推薦で副会長になったわけだが、本人はその事実に納得してないんだろう。

「選挙期間中には体育祭や文化祭などの様々なイベントがあります。そこでの動向も支持者を増やすアピールになってきますね」

「まぁ、最初の戦いは今月末に行われる立候補者の立会演説会だ。その後すぐに第一次投票が行われる。今年生徒会長に立候補した人間は今現在二十四名。それが第一次投票で八名にまで絞られ、第二次投票で三名に。そして、最終投票で生徒会長が決定する。だから、まずは月末までに支持者を増やさなければならない」

「けど、これだけ話題になれば第一次投票は楽に突破できるんじゃねえか？」

　ネット上の論争を見る限り、『姉妹対決』というキャッチコピーは物の見事に生徒の興味を引いている。現時点で千ち夏なつと愛あい梨りは他ほかの候補者よりも明らかに目立っているし、面白がって愛梨に投票してくれる生徒だって大勢いそうだ。

「だが、今年の会長候補には千夏やわたしの他にも有力な生徒が何人もいる。風紀委員長の神楽かぐら坂ざか、三年生の成績トップの音おと村むら、去年の体育祭実行委員長である美み羽はね……他にもライバルは多い。あとは現副会長の白しら玉たまも厄介だな。あいつは今年も副会長に立候補したが、実質千夏の右腕。あの二人は協力して選挙運動をするだろう」

「現役生徒会長と副会長のコンビか……」

「それに、狂信的な千夏ファンたちは今日の愛梨の行動を見て確実に敵意を抱いたはずだ。ひょっとしたら、何か仕掛けてくるかもしれん」

「まさか、またイジメが始まるとか？」

「いえ、先輩が私の恋人を演じてくれている限りそれはないでしょう。ただ……以前以上に、クラスで友だちをつくるのが難しくなってしまったかもしれませんが」

「あー、元々ぼっちだったしなぁおまえ」

「耳から胃液が噴き出す奇病にかかって死ねクサレヤンキー」

「裁判起こせば勝てるレベルの暴言だからなそれ！　つーか、支持者を増やすためにも友だちは必要だろ？　そもそも、なんでぼっちになったんだ？　榊さかき原ばら今日きよう子このせいか？」

「榊原さんのせいだけではありません。前にも言った通り、みんなが千夏の話題ばかり振ってくるので……少し、ウンザリしてしまって。昔から千夏の傍そばにいたせいか、そういうのはあまり好すきじゃないんですよ」

　言いにくそうに、顔を俯うつむかせる愛梨。その気持ちはわからなくもなかった。なにせすぐ傍に次元の違う姉がいるのだ。周囲はいやが上にも比較してくる。そんな針のむしろのような生活を、愛梨はもう十数年も送ってきたんだろう。

「思えば一学期もドイヒーでしたね。毎日クラスメイトが『このラブレターをお姉さんに渡してくれ！』とか『凛りん多ださんって生徒会長と全然似てないねー』とか『お願い、一本だけでいいから千夏お姉様の髪の毛を抜いてきて……』とか」

「最後のヤツは友だちにならなくて大正解だと思う」

　人気者すぎる姉を持つと大変なようだ。そりゃあ周囲の生徒を避けたくもなる。

「せめてクラスに仲の良い女の子がいればそこから交友関係を広められそうなのですが。どうです、ちぃちゃん？　本来あなたが二年生のクラスにいるのは間違いなんですし、どうせならうちのクラスに来てくださいよ」

「な、何を言う愛あい梨り！　私は間違いなく十六歳で……！」

「こんなスターダストさんですが、昔は私のことを『愛梨お姉ちゃん』と呼んで──」

「だああああああああ黙れっ！　それ以上言ったらいくらきみでも許ゆるさんぞ！　あとわたしを名字で呼ぶことも禁止禁止禁止ぃ─────っ！」

　ぷりぷり怒るチェルシー。このやけに可愛かわいいリアクション。まさかマジで十四歳なのか？　だとしたら普段の大人びた言動も秘密を隠すためのカモフラージュなのかも……。

「お兄ちゃんっ！」

　北ほく斗とが推理してると、玄関の方から殺気のこもったシャウトが聞こえてきた。

　考えうる犯人はたった一人。葛くず原はら家が誇るダメ妹がご降臨なさったようだ。しかも、なぜかすこぶる機嫌が悪そう。

「あっ、なんだ。こんなに近くにカモ……いえ、幸せの青い鳥さんがいたんでしたっけ」

　直後、愛梨が暗い表情で微笑ほほえんだ。

　どういう意味だよ？　と恐る恐る問いかけようとした北斗だったが、ドタバタと怪獣ばりの足音を立てながら冬とう華かが廊下を突き進んでくる。

「隠れてください、ちぃちゃん。私はともかく、あなたがここにいるのはマッハ問題ありまくりです」

「むっ。そうだな。なら、そこのクローゼットに……」

「ではでは、先輩のベッドの中へＧＯ」

「なっ……ふ、ふざけるな！　なぜわたしがそんなところに──」

　反論しようとしたチェルシーだったが、愛梨がそのちっちゃな身体からだを抱え上げてベッドの上へとスローイングし、ぎゅっと布団を被かぶせた。「むごぉ─────っ！」という抗議が聞こえてきたが、スルーするしかない。

　なぜなら、冬華の足音がドアの前でピタリと止まったからだ。

「どういうことよお兄ちゃん！　さっき友だちからもらったメールに『葛原さんのお兄さんが全校放送で彼女にほっぺチューされてた！』って書いてあったわ！　なんでこんなことになってるわけ!?　ちゃんと冬華に説明……えっ？」

　叫びながらドアを開けたジャージ姿の冬華だったが、お行儀よくケーキを食べている愛梨を見た途と端たん、その身体がバキバキと石化した。

　パタン、と。

　冬華は一度ドアを閉めた後で、

「あら。ごきげんよう、凛りん多ださん」

　何事もなかったように優等生モードで再登場。

　……さすがに無理があるぞ妹よ。

　今さらながらに、北ほく斗とは義妹いもうとの性格が不安で仕方がなくなってきた。

「お邪魔しています、葛くず原はらさん」

「ええ。まさかお客様がいらっしゃっているとは思っていなかったから、少し驚いたわ。ところで、凛りん多ださん。どうして兄さんの部屋に？」

「もちろん、お付き合いさせてもらっているからですよ。それはもうらぶらぶな感じで」

「へ、へえー。そうなの。構わないのだけどね。ええ、全然構わないのだけれど、いいのかしら？　兄さんは見た目通り生活態度があまりよろしくないわよ？」

　おまえの家でのダラけっぷりに比べれば大分マシだ、と言ってやろうかと思ったが、さすがの北斗も空気を読んだ。

　愛あい梨りｖｓ冬とう華か。

　すでに血を血で洗う女の戦いは始まっている。迂う闊かつな発言をするのは火薬庫で花火大会を開催するぐらいデンジャラス。北斗の生存本能がそう告げていた。

「そこがグッドな感じです。私の好みはワイルドでアウトサイドな男の子ですから」

「ふ、ふうん。世の中には変わった人も……って、それはもしかして兄さんが焼いたシフォンケーキかしら？」

「ええ。お菓子作りが得意なお兄さんを持って葛原さんは幸せですね。ところで、葛原さんの誕生日はいつです？」

「えっ……来月だけど？」

「ちなみに私は先月でした。なので、これからは私のことを『お姉様』って呼んでくれても構いませんよ」

「なんで!?」

「私の方が年上ですし。将来的には家族になるわけですから」

「そ、そうとは限らないんじゃないかしら？　二人はまだお付き合いを始めたばかりなんだし、この先どうなるか──」

「ちなみに私は先日お兄さんのベッドで寝ました」

「はああああああああああっ!?」

「葛原さんのお兄さんって、空手をやっていただけあって腹筋が割れているんですね。私、すっごくドキドキしちゃいました」

「き、奇遇ね……私も今すっごくドキドキしてるわ……」

　炎天下のグラウンドで千本ノックを受けた野球部員のごとく、冬華はぶっ倒れそうになっていた。鬼か。もしや鬼コーチなのか、凛多愛梨。

「そういえば、葛原さん。あなたって家ではやけにラフな格好をしているんですね」

「はうっ!?」

　鬼コーチの地じ獄ごくノックは止まらない。冬華は文字通りノックアウト寸前である。

「もしかして、葛くず原はらさんって家と学園でキャラを使い分けてるんですか？」

「そ、そんなことないわよ？」

「さっき部屋に来たとき、一人称が『冬とう華か』だったような？」

「そ、空耳じゃないかしら？」

「そう言われればそうだったかもしれませんね。ところで、葛原さん」

　その刹せつ那な、鬼コーチは本物の鬼へと変へん貌ぼうしていた。ノックだけでは飽き足らず、愛あい梨りは冬華の魂タマを直接ぶっ叩たたくことにしたのだ。しかも、釘くぎバット的なもので。

「あなた、ネットゲームはお好すきですか？」

「へっ!?　ど、どうしてそんな質問を!?」

「いえ、ここ最近ネトゲ界かい隈わいで話題になってるプレイヤーさんがいまして。その方はいくつもの世界を救っている大英雄。ちなみに、ハンドルネームはＴＯＵＫ＠」

「………」

「実は私も勉強の気晴らしにネトゲをプレイすることがありまして。つい先日もそのＴＯＵＫ＠さんとＰＴパーテイーを組んでモンスター討伐に行ったんですよ。そのとき、ＴＯＵＫ＠さんは『うちのお兄ちゃんが作るシフォンケーキは最高なの！』と自慢していて……」

「いやああああああああああああっ!?」

　愛梨のマシンガンノックがスタートしてから、二分三十六秒。

　ついに耐え切れなくなった冬華が悲鳴を上げた。

「おや。どうしたんですＴＯＵＫ＠さん？」

「やめて！　ハンドルネームで呼ばないで！」

「Ａが＠になってるのがクールですよね、ぷぷっ」

「笑うなぁ──────っ！　誰よ！　あんた一体何者よ!?」

「私のハンドルネームはリンダですが？」

「えっ、嘘うそ、先々月冬華のＰＴパーテイーに入ってくれたリンダさん？　なんで？　どうしてリンダさんがお兄ちゃんの彼女に……ちょっと！　どういうことよお兄ちゃん！」

「いや、俺にも何がなんだか……」

　さすがに先々月から愛梨が冬華に目をつけていたとは考えにくいので、これはまったくの偶然だろう。もっとも、愛梨がこの家にやってきたことでＴＯＵＫ＠＝葛原冬華である事実に気付いた可能性は高そうだが。

「つーか、冬華。キャラが完かん璧ぺきに自宅モードになってるぞ」

「あっ！　ち、違うのよ、リンダ……いえ、凛りん多ださん！　私は別にキャラを使い分けてたわけじゃ……」

「わかってます。誰にだってプライベートはありますし、葛原さんはほんのちょっぴり家でくつろぎたかっただけなんですよね？」

「そ、そうなの！　冬とう華かは家でほんのちょっぴりダラダラしたかっただけなの！　だから、このことは学園の誰にも……」

「ばっちおっけーです。でも、それには一つ条件が」

「じょ、条件？」

　恐る恐る訊きき返す冬華に、愛あい梨りは少しだけ不安そうにしながら。

「ネット上だけじゃなくて、現実リアルでも私のお友だちになってくれませんか？」

「えっ……それってどういう……」

「葛くず原はらさんは知っていると思いますが、私は最近までイジメられていたせいか学園に上う手まく馴な染じめなくて……。友だちがいない寂さびしさを紛まぎらわすために、ネトゲを始めたんです」

「そう、だったんだ……」

「けれど、葛原さんはそんな私をクラスでも気にかけてくれました。しかも、ネット上では同じＰＴパーテイーメンバー。だから、リアルの世界でもお友だちになれるんじゃないかと思って……私っ……」

「リ、リンダさん……！」

　うるうると瞳を潤ませるほどに、冬華は愛梨の嘘うそデレに心動かされまくっていた。

　散々追い詰めてから、ギリギリのところで優しい一面を見せる。手口がこの前テレビで見たブラック企業の社畜育成プログラムにそっくりだ……。もちろん北ほく斗とは思っていることをすぐ口に出すほど単純ではないので、この意見は墓場まで持っていく。

「うん……わかった。そういうことなら、友だちになってもいいわ」

「ありがとうございます、葛原さん……いえ、冬華さん」

　嬉うれしそうに頷うなずく愛梨。さすがは七千人を騙だまそうとしてる女。ネトゲ廃人のダメダメ妹なんて最初から敵じゃなかったか……。

「けど、それには条件があるわ」

「え？」

「あっ、別に凛りん多ださんのことが嫌いってわけじゃないのよ？　ただ、どうしても確かめたくて。──ねぇ、凛多さん。あなた、本当にお兄ちゃんと付き合ってるの？　あなたはお兄ちゃんにキスしたらしいけど、それはほっぺだったのよね？　だったら大したことないわ。ほっぺチューぐらいなら……と、冬華だってしたことあるもんっ」

「いや、冬華。それはおまえが小学生ぐらいのときで……」

「お兄ちゃんは黙ってて！　とにかく、私はほっぺチューぐらいじゃ納得できない。あなたはお兄ちゃんの彼女なんでしょ？　だったら……付き合ってる証拠を見せて欲しいの」

　真剣な眼まな差ざしで愛梨を見つめる冬華。

　さすがに証拠を見せろと要求されるのは予想外だったのだろう。愛梨は、何かを考え込むように黙った後……。

「……わかりました」

　頬ほおを朱に染めながら、微かすかに震える腕で北ほく斗との右手を掴つかんだ。

　そして、あろうことかその手を自分の胸に押し付けようとして──。

「バっ……バカ！　いきなり何をしてんだよテメエは！」

　まろやかな膨らみに触れる寸前で、北斗は掴まれた手を強引に引っ込めた。

　すると、愛あい梨りは北斗の耳元に口を近づけてから、小声で囁ささやく。

（今は私に従ってください。たぶん、これぐらいしないと冬とう華かさんは納得してくれません）

（これぐらいって……おまえ、自分が何をしてるかわかってんのか？）

（当たり前じゃないですか。でも、大丈夫です。私は恥ずかしくなんかありません。もし恥ずかしがっているように見えたとしても、それはすべて嘘うそデレ。だから……）

　瞳を潤ませながらも、愛梨は上目づかいに北斗を見つめてから、




「……優しく、してください」




「[image: ][image: ][image: ]っ」

　……落ち着け。今の愛梨のセリフ。まさか、こっちから触れって意味か？　でも、大丈夫なのか？　今の愛梨はどう考えても恥ずかしがっているようにしか見えなくて……いや、愛梨の言葉を信じるならこの仕草も嘘デレ。すべては冬華に自分たちの秘密がバレないようにするための演技のはずで……。

「……どうしたんです？　それとも、先輩は私の身体からだになんか触りたくありませんでしたか？」

「そ、そういうわけじゃねえよ。でも……」

「大丈夫です。これぐらい問題ありません。私は……先輩の彼女なんです。それに私は先輩のことが……大だい好すき、ですから」

　真っ赤になった顔を俯うつむかせながら、たどたどしい口調で言う愛梨。

　──ホントに演技なのか？

　ついつい北斗はそんなことを思ってしまう。ひょっとして愛梨は本気で恥ずかしがってるんじゃないか？　いつもの毒舌フルスロットルな様子からは想像もつかないが、愛梨だって女の子。こんなことをして恥ずかしくないわけが──。

「でも……正面から顔を見られながらだと恥ずかしいので……う、後ろから触ってくれませんか……？」

「なっ……」

「……せんぱい」

「………っ」

　これは、逃げ場がないか？　頭の中で覚悟を決めながら、ゴクリと唾つばを飲みこむ。愛あい梨りの態度が演技か本気かはわからないが、どっちにしろ彼女は冬とう華かの疑いを払っておきたいのだろう。だからあえて無茶なことをしようとしている。だったら……。

「……わかった」

　これも選挙で勝つためなんだ。必死にそう言い聞かせながら、北ほく斗とは愛梨の後ろに回り込んだ。そして、ゆっくりと顔を真っ赤にしている愛梨に手を伸ばして、




「…………はふぅ」




　むにゅっと。

　背後から制服に包まれた彼女の胸に触れた瞬間、桜色の口唇くちびるからせつなそうな吐息が零こぼれた。北斗の手には、女の子の温かさと柔やわらかさが伝わってきて……。

「……んんっ」

「………っ！」

　まるで何かを堪こらえきれなくなったように愛梨が甘い声をこぼした瞬間、北斗は慌てて手を引っ込めた。しかし、掌てのひらには今の感触がしっかりと残ってしまった。

　凛りん多だ愛梨。













　自分の偽恋人になった女の子のぬくもりが……。

「……どうでしょう、冬とう華かさん。これで納得してくれましたか？　こんな恥ずかしいこと、恋人同士でなければできないと思うのですが」

「………っ！」

　愛あい梨りが訊たずねると、冬華はどこか苦しそうに自分の胸を押さえ付けた。

「……うん。ごめんね、凛りん多ださん。こんなことさせちゃって。──あーあ。ついにお兄ちゃんに彼女ができちゃったか。おめでとう、お兄ちゃん」

「お、おう。サンキューな、冬華」

　なんだろう。ここまで柔じゆう順じゆんにされるとどうも落ち着かない。てっきり「お兄ちゃんは冬華のお兄ちゃんなのに！」と暴れ出すと思ったのに。

「じゃあ、凛多……ううん、愛梨ちゃん！　せっかくリアルでも友だちになったんだし、これから一緒にゲームしましょ！　二人で遊べる対戦用のヤツがあるの！」

「はい。私は構いませんが……」

「それならリビングへ行くわよ！　あっ、お兄ちゃんはしばらく部屋でくつろいでてよね！　今からするゲームは二人用なんだから！」

　言うが早いか、冬華は愛梨の手を引っ張って部屋から出ていってしまった。

　もっとも、それは北ほく斗とにとって好都合だったが。まだ心臓がバクバクいっている。あんなことをして冷静でいられるほど、北斗のハートはタフじゃない。

「ふむ。なかなか可愛かわいらしい妹さんじゃないか」

　バサっと身体からだにかかった布団を剥はぎ取とりながら、チェルシーが言った。

「どこがだよ。俺を部屋に置いていきやがったんだぞ？　新しい友だちができたからって浮かれやがって」

「わかってないなぁ、不良少年。きっと妹さんはこれ以上きみの顔を見ていたくなかったのさ。いや、正確には見ていることに耐えられなくなったのか？　だからあえて二人用の対戦ゲームで遊ぶことを選んだ」

「は？　それは……俺のことが嫌いになったってことか？」

「さぁ？　どっちだろうね？　何はともあれ、愛梨があの調子では今日の会議はお開きだろう。わたしはベランダから隣の部屋に行くことにしよう」

「ああ。わかっ……いや、ちょっと待て。まだ訊きいてないことがあった。おまえ、二週間後の全国模も試しはどうするつもりだ？」

　北斗が学年十位以内に入れなければ、愛梨は選挙に立候補できなくなってしまう。愛梨の有能性をアピールして支持者を増やすためにも、決して敗まけられない勝負だ。

「心配するな。もちろん対策はある。答えは──スパルタさ。きみにはこれから二週間、勉強漬けになってもらうぞ。早朝、登校途中、授業中、昼休み、放課後、夜間……すべての時間を犠牲にする覚悟でな」

「………」

　つまりは、マジメに勉強しろってこと？

　てっきりカンニングやテスト問題の入手などの裏技を期待していたのだが。

「色々と考えたが、これが一番冴さえたやり方だった。きみは中学時代に生徒会長を目指すほどの優等生だったし、頭の出で来き自体はかなり良い。ちなみに前回のテストの順位は？」

「千二百位くらいだな。うちの二年は二千人くらいいるから、下から数えた方が早い」

「そうなったのは、授業をサボりまくってテスト勉強を怠おこたっていたからだろう？　ならば、地じ獄ごくを見ればすぐに勘を取り戻すはずだ。明日からは放課後の学園の図書室で愛あい梨りと勉強会を行え。二人で毎日テスト勉強なんて甘酸っぱい青春イベントだろう？」

「どこがだ！　今地獄とか言っただろテメエ！」

「まぁ、うっかり天国に逝いかないように気を付けろ。それに、愛梨は優秀な家庭教師になる。あいつが今日倒れたのは演技の練習をしていたからだけじゃない。毎日睡眠時間を極限まで削って勉強をしているからさ。その証拠に、あいつの成績は学年トップクラスだ」

「トップって……あいつ、そこまで努力してるのか？」

「うむ。ところで、きみは知っているか？」

　窓から注ぐ夕焼けに顔を照らされながら、チェルシーは桜色の口唇くちびるを動かす。

「これはプロレスの話だが、観客がもっとも盛り上がる瞬間とは、舞台上にいる人間が実現不可能だと思われていた目標を達成したときだ。だから、これは賭かけなのさ。敗まければ何もかも失うが、勝てば生徒からの信頼という絶大な戦力が手に入る。そんな、戦いギヤンブルだよ。だからがんばってくれ、不良少年」

　大人びた表情で呟つぶやくチェルシー。

　その姿はとてもじゃないが十四歳の女の子には見えなかった。やっぱり、あれは愛梨の冗談だったのか？　いや、きっとそうに違いない。こんなに立派な副会長が自分より年下であるはずが──。

「あぅ」

　けれど、ベッドから降りたところでチェルシーはぺたんっと床に座り込んでしまった。

　その顔は、微かすかに朱に染まっているように思える。

「？　どうした？　大丈夫か？」

「い、いや、大したことじゃない。ただ……」

「ただ？」

　訊きき返すと、チェルシーは照れくさそうに視線を逸そらしてから。

「ずっと、男の子のベッドに潜り込んでいたからな。その……なんだ。ほんのちょっぴり……ドキドキした」









　第四話　　青い季節






　超マンモス校である瀬せ海かい学園には、広大な敷地内にいくつもの図書室が存在する。

　チェルシーと愛あい梨りが勉強会の場所に選んだのは第一図書室。室内にもうけられた自習スペースでは何人もの生徒が勉強している。割合的には、受験を控えた三年生が多い。

　つまり、周囲にいる人が多いほど北ほく斗とと愛梨の勉強会がウワサになりやすくなる。

　チェルシーはそう考えたのだろうが……。

「先輩。大丈夫ですか？」

　全国模も試しを明日に控えた月曜日。

　第一図書室内の自習スペース。そこにあるテーブルの一つで、赤いフレームのメガネをかけた愛梨が隣の席に座った北斗の頬ほおをツンツンと指で突っついていた。

「……悪い、軽く意識が飛んでた」

「しっかりしてください。明日は私たちの運命を賭かけたドキドキ全国模試ですよ？」

「あはは、心配するナポレオン。最近は勉強が楽しくて仕方がないヨルダン王国。参考書を読んでると脳内でアドレナリンが分泌されるん第二次世界大戦」

「うっわ、怖っ。メッチャいい笑顔で意味不明なことを言われるとドン引きです。語尾が世界史の単語になってますって」

「俺をこんな身体からだにしたのはテメエだロシア革命……」

　目の前に広がった世界史の参考書を見つめながら、北斗は虚うつろな口調で呟つぶやいた。

　簡潔に言うなら、地じ獄ごくだった。

　先日、北斗の部屋でチェルシーが言ったセリフは何も間違っていなかったのだ。その証拠に、北斗は先々週から勉強に追われている。

　朝起きたら世界史の音声講座ＣＤを聴きながら家事をし、英語の単語カードを捲めくりながら登校、授業中は模試の過去問をひたすら解き、放課後はこうして勉強会。帰宅した後は自室で愛梨と明け方近くまで勉強会の二次回、やっと眠れると思ったら怪しげな通販で入手したと思われる睡眠学習ＣＤをエンドレスリピート……。

　ここまで来ると洗脳に近い。

　もはや愛梨が恋人ではなく、映画『フルメタルジャケット』に出てくる鬼軍曹に見えてきそう。だが、その愛梨だって北斗の家庭教師をしながら自分自身の勉強を進めている。睡眠時間を極限まで削りながら。

　その熱意に刺激されたせいか、北斗はなんとか地獄に耐えていた。

　だって、隣にどう考えても自分よりがんばっている人間がいるのだ。先に音を上げるわけにはいかない。不良にだってプライドくらいある。今なら立ったままで熟睡できそうだが、眠気なんかに敗まけてたまるか。

「ふむ。これ以上先輩のキャラが変わると本番の模も試しにも影響がありそうなので、ほんのちょっぴり休憩しますか」

　うーんっとストレッチでもするみたいに両腕を上に伸ばす愛あい梨り。

　そういうポーズをされるとぽよんと丸みを帯びた胸の膨らみが強調されてしまい、なんとも目のやり場に困る。

　だが、北ほく斗とだってやっと慣れてきたのだ。

　最初に自分の部屋で愛梨と勉強会をしたときはドキドキして全然集中できなかった。女子の胸に触ってしまった後遺症のせいか、北斗の自制心は何度も殉職しかけたが、ときおり冬とう華かが夜食（レトルト）を持って部屋に来たのでなんとか助かったわけである。

「しかし、おまえって地味に勉強ができたんだな」

　なんとか口調を元に戻しながら、北斗は言った。

「地味は余計ですって。これでもテストでは毎回学年トップ５には入っています。ま、先輩の妹の冬華さんは毎回トップでもはや敵なし絶対王者ですが」

「俺の前ではいっつもダラけてるけど、あいつは優等生を演じるためにこっそり猛勉強してるんだよ。必死に努力してるのを知られるのが恥ずかしいから隠してるみたいだけどさ。そういや、冬華とは仲良くしてるか？」

「もちろん。冬華さんは、本当に優しい人ですね。冬華さんのおかげで、ほんのちょっとずつですがクラスの皆さんとも話せるようになってきました。元々冬華さんはクラスの中心人物でしたので、私に千ち夏なつの話が振られると上う手まくフォローしてくれますし」

「まあ、あいつは学園では優等生だからな。けど、冬華もおまえと友だちになれて嬉うれしそうだったよ。今まで家での冬華を知っているのは家族だけだったし、あいつも本当の自分を見せられる友だちが欲しかったんだと思う」

　一応、図書室なので小声で会話をする。

　もっとも、このテーブルには北斗と愛梨以外の生徒の姿はない。ここでも熊くま殺しのネームバリューは絶大らしく、誰一人同じテーブルで勉強しようとしないのだ。その代わり、遠目から北斗と愛梨の様子を時限爆弾でも見るみたいな目で窺うかがっている。

「おまえも、このままぼっちから抜け出せるといいな」

「はい。そういえば、冬華さんに教えてもらいましたよ？　先輩と冬華さんは血が繋つながっていないとか」

「まあ、別に秘密にしてるわけじゃねえし」

「一つ訊ききたいのですが……先輩は義理の妹さんのことが好すきですか？」

「……ああ？　なんだそりゃ？　うちの妹はギャルゲーのヒロインじゃねえぞ。小二の頃から兄妹やってるんだし、あいにく恋愛感情は抱かねえよ」

「いえ、そういう意味で訊きいたわけではないのですが……ま、いいです」

　どうしてか、少し元気のない声で愛あい梨りは言った。

「それにしても、この二週間で私たちのらぶらぶ勉強会のウワサも大分広がりましたね」

「自分でラブラブとか言うな。昼休みには一緒にメシまで食ってるんだし、俺たちが付き合ってることは観客にアピールできてるはずだ」

「ま、毎日私が手作りまいうー弁当を持って行ってますし」

「マジで何食わぬ顔して持ってくるよな？　俺が作った弁当をさ！」

　愛梨の寝起きが相変わらず壊滅的なせいで、毎朝北ほく斗とが起こしていた。当然ながら愛梨がお弁当を作る時間はゼロ。なので、北斗が作ったものを登校前に手渡し、それを愛梨が昼休みに持ってくるという歪ゆがんだ構図が成り立っている。

　もちろん、この脚本ブツクを書いたのもチェルシー。

　なるべくアツアツっぷりをアピールしろ！　というチェルシーの指示の下、この前は愛梨がお弁当のおかずをすべて「あーん♪」で北斗に食べさせるという羞しゆう恥ちプレイまで決行した。しかも、学園のど真ん中にある中庭で。

　そんなバカップルっぷりに《セカイネット》はまたもや大フィーバー。

　もちろん選挙運動も実行中。『下げ剋こく上じよう！』という凄すさまじいメッセージが入った愛梨のポスターを学園中に貼はったり（写真撮影のリテイクがまさかの五十回越え）、早朝に校門でビラを配ったり（受け取った生徒はもれなく北斗の身体からだにタッチできるという動物園じみたシステム）、昼休みの校内放送に二人で出演したり（暴れるかもしれない、という理由で北斗の腕には手錠がはめられた）……。みんな北斗がマジメに選挙運動を手伝っていることが珍しいのか、評判は上々。

「つーか、おまえって勉強するときはいつもメガネをかけてるけど、目が悪いのか？」

「これは伊だ達てですよ。なんとなく、かけた方が集中できる気がして」

「ふうん。確かに、おまえって勉強中はすっげえ集中してるよ。俺が喋しやべりかけても気付かないくらいで……」

「うっさいから無視しただけです」

「図書室では静かにしなくちゃいけないもんな！」

　小声で叫んでツッコミを入れておく。この口の悪ささえなければ愛梨もちょっと地味だけど可愛かわいい女の子なのに。いや、本人はただの可愛い女の子でいたくないのか。

　そう、愛梨は千ち夏なつに勝つことに強く執着している。

　この二週間一緒にいて北斗にはそれがよくわかった。睡眠時間を極限まで削って勉強しているのだって、一年生の頃の千夏の成績に少しでも追いつきたいからだろう。

　大分ひねくれているが、かなり敗まけず嫌いで努力家の女の子。

　それが、この二週間で感じた凛りん多だ愛あい梨りという女の子の印象だった。

「ところで、月末の立会演説会の準備はいいのか？」

「一応、ちぃちゃんと一緒にマニフェストは考えてみました。さすがは私の幼おさな馴な染じみ。頼りになり……ん？　何やらメールが」

「メール？」

　訊たずね返すと、愛梨はスマホの画面を見せてきた。差出人の名前はチェルシー。タイトルには「最高の脚本ブツクを思いついた！」と書いてあって……。

「『図書室のど真ん中で愛梨のスカートを捲めくりまくれ！』だそうです。……どうしましょう先輩？　恥ずかしいですけど、脚本ブツクを実行するためなら……」

「却下だ。間違いなく俺が揉もみくちゃにされる」

　もちろん、公開セクハラの実行犯を取り押さえるためにやってきた教師たちに。この脚本ブツクを実行して無事でいられるほど瀬せ海かい学園は無法地帯じゃないはずだ。

「……捲ります？」

「わざとらしく頬ほおを赤くしてスカートの裾すそを握るんじゃねえ。嘘うそデレだろ、それ」

「そ、そんな……私、先輩なら構わないって思って、精一杯勇気を振り絞ったのに……」

　うるうると涙目になりながら、捨てられた子犬みたいに上目づかいで北ほく斗とを見つめてくる愛梨。

　その愛らしい仕草に、北斗は「うっ……」と一瞬だけ罪悪感に襲われたが。

「騙だまされねえぞ、このジミ子こ」

「ちぇっ。今日の先輩はノリが悪いですね」

　悪戯いたずらがバレてしまった子供のように、愛梨はちょこっと舌を出した。

「無茶な脚本ブツクを強要されて恥ずかしがるとかラブコメだったらお約束パターンなのに。ま、今の脚本ブツクは冗談でしょう。昔からちぃちゃんはブラックなジョークが好すきでしたから、この程度は軽いジャブです」

「相変わらずおまえらは仲が良い……あれ？　けど、チェルシーっておまえの姉のことは嫌ってたよな？　生徒会長とあいつはあんまり仲が良くなかったのか？」

「……そうですね。あの二人は子供のときに交流がありませんでしたから。そんなことより、先輩も私たちが作ったマニフェストを見ますか？」

　まるで何かを誤ご魔ま化かすみたいに、愛梨はスマホの画面を切り替える。そこに映されていたのは、




〇イジメゼロ！

〇文化祭期間短縮案の廃止！




「……って、たった二つしかねえぞ!?」

「あえて二つに絞ったんですよ。立候補者の数は百名以上。会長枠だけでも二十四名います。あまり多すぎるマニフェストを提示しても、生徒は憶おぼえてくれません。ちぃちゃん曰いわく、第一次投票はシンプルな公約で押して行った方がいいそうです」

「ああ、そっか。あいつは去年の選挙を経験してるんだっけな」

「『イジメゼロ！』というのは、私のイメージを考慮した戦略です。最近までイジメられっ子だった私がこの公約を提示すれば、『本気でイジメをなくそうとしている！』という意志が生徒に伝わるでしょう？」

「なんか、自分の境遇を利用してるような……」

「コンプレックスを武器に変えると言ってください。それに、個人的に……イジメはなくさなくちゃいけないと思います。たとえそれが不可能なことだと誰かに笑われたとしても、絶対に。イジメられた経験がある私だからこそ、できることがあるはずなんです」

「凛りん多だ……」

　きっと、イジメについては愛あい梨りも思うところがあるのだろう。

　一緒に勉強会をするようになってから、ときおり愛梨の教科書に書かれたラクガキを見てしまうときがあった。そのすべてが下品な誹ひ謗ぼう中傷。イジメの加害者は地べたを這はう蟻ありでも弄もてあそぶような軽い気持ちでやったんだろうが、教科書のラクガキは消せたとしても、被害者が心に負った傷は消えやしない。

　きっと、愛梨ならその事実を理解しているはずだ。文字通り、身に染みて。

「じゃあ、この『文化祭期間短縮案の廃止！』ってのは……」

「対千ち夏なつ用の公約ですね。去年の千夏のマニフェストの一つは、『予算の無駄の削減』でした。そのターゲットになっているのが、文化祭です」

「確か、うちの文化祭って五日もやるんだよな？」

「生徒数が多いから期間が長いのは仕方ありませんよ。ただ、それだけ期間が長いと運営に莫ばく大だいな費用がかかるので、どうしても予算削減のやり玉にあげられます。去年は大丈夫でしたが、今年も千夏が当選したら短縮案が成立してしまう可能性が高いです」

「つまり、その逆の公約を挙げることで反千夏派を取り込もうってことか？」

「いい線を行っています。八十点です。確かにちぃちゃんの目的は反千夏派の支持者を増やすことですが、私の目的はそれだけじゃありません。だって──」

　くるくると、愛梨はシャーペンを細い指で回しながら。

「私が生徒会長になりたいのは、学園をもっと面白くしたいからなんです」

「………」

「確かに予算の無駄を削減することも重要です。けど、文化祭は私たち生徒にとっては一大イベント。みんなで一致団結して何かをするのは、一生の思い出になるくらい楽しいこと。だから、何としても文化祭期間は短縮させたくありません」

「随ずい分ぶん、青春っぽいことを言うんだな」

　けど、その言葉からは強い意志が伝わってきた。きっと愛あい梨りが生徒会長になりたいのは、昔から敗まけ続けてきた姉に勝ちたいだけではないんだろう。

　──もっと学園を面白くしたい。

　そして、その面白さを生徒に届けたい。強い想おもいがあるから、生徒会総選挙に立候補することに決めたのだ。現生徒会長である千ち夏なつよりも、自分の方が学園を変えられる。愛梨の瞳には、そんな想いが灯ともっているように見えた。

「………っ」

　けど、なぜか。

　その輝きにひどく胸が締め付けられる。

　北ほく斗との瞳には、愛梨の姿がどこまでも眩まぶしく映った。

　普段の言動は落ち着いているが、愛梨の中身はひどく情熱的だ。自分の目標のために、必死で脚本ブツクの練習をしていた。姉の栄光に追いつくために、睡眠時間を削って勉強に打ち込んでいた。ボロボロになってぶっ倒れるまで、ただひたすら……。

　──羨ましい。

　気付けば心の中でそう呟つぶやいてしまった。その事実に、愕がく然ぜんとする。いや、きっとこの胸の中にある感情は「羨うらやましい」なんて言葉だけじゃ到底説明できないだろう。そこまで単純なものじゃない。ないはずなんだ。ただ、あえて表現するならば──。

　きっと、凛りん多だ愛梨の目には世界がカラフルに見えている。

　色鮮やかな未来が広がっているのだ。

　自分が本気で打ち込める何か。

　目標。

　夢。

　呼び方はなんだっていい。きっと愛梨にはそれが何なのかわかっている。わかっているからそれを手に入れるためにもがく。手を伸ばす。命を削る。魂を燃焼させる。だからこんなに眩しく見える。けど、それなら──。

「───」




　葛くず原はら北斗は、死んだままなんじゃないか？




　三年前のあの日。凛多千夏に敗北を喫した瞬間から、ずっと。

　だからきっと、こんなに胸が痛むんだ。

　自分のどこかにできた傷が、塞ふさがっていないから。

「はふぅ。少しお堅い話をしてしまいましたね。ちょっと気晴らしでもしますか」

　その声で、北ほく斗とはハッと思考から引き戻される。

　見ると、愛あい梨りは机の下に置かれた鞄かばんから携帯音楽プレーヤーを取り出した。

「おまえ、勉強会になるといつも音楽を聴いてるよな。どんな曲を聴いてるんだ？」

「もちろん、ロックです。先輩も好すきですよね？」

「いや、全然？」

「──は？」

　も　う　い　っ　ぺ　ん　言　っ　て　み　ろ。

　恐ろしいことに、見開かれた愛梨の目には殺気立ったメッセージが浮かんでいた。

「冗談ですよね？　先輩は不良なのに。不良と言ったらロックンロールでしょ？」

「いつの時代のイメージだよそれ」

「地球人の常識です」

「なら俺は宇宙人か!?　そんな歪ゆがんだ常識はドブにでも捨てて来い！」

「……本当に聴かないんですか？　ブルーハーツも、ピロウズも、ミッシェルも、バンプも、キューミリも、ユニゾンも、ミイラズも、フラッドも……何も？」

「あー、悪い。今おまえが言った言葉が何なのかすらわからん」

「………」

「？　おーい、凛りん多だ？　大丈夫か？」

　なぜか放心状態になっている愛梨の肩を北斗が軽く揺さぶった。

　その瞬間だった。




「なんじゃそりゃああああああああああああああっ！」




　突如、図書室に絶叫が響き渡った。

　爆心地の中心はもちろん愛梨。遠目から様子を窺うかがっていた生徒たちは「なんだ!?」「ジミ子こが叫んだ！」「ついに夫婦ゲンカ勃ぼつ発ぱつか!?」「まさか、クズ先輩が凛多さんをレイプしようとしたんじゃ……」「け、警察よ！　ＳＡＴを呼びましょう！」と大混乱。

「と、図書室では静かにしようぜ、凛多」

　騒ぎ始めた生徒たちを睨にらみ一発で図書室から退散させた後で、北斗はなんとか愛梨をなだめようとする。すると、愛梨はぶるぶると身体からだを震わせながら、

「信じられません。そんな『いかにもパンクしてるぜ！』みたいな見た目をしておいてロックを聴いてないなんて。このヘッポコヤンキー」

「人を見た目で判断すんな。俺の好きな食べ物はスイーツ全般。愛読書は少女漫画。この前、『君に届け』を読んで号泣した……」

「あなたはそれでも学園最強の不良ですか……。ちっとは自覚というものを持ってくださいよ。まったく、私は先輩がロックを聴いてそうだったから偽恋人に選んだというのに」

「そのビックリ情報は初耳すぎるぞ!?」

　というか、偽恋人なんて単語を出すのは止めて欲しい。誰かに聞かれたらどうするんだ。いや、さっきまで騒いでいた生徒たちは全員北ほく斗との視線に薙なぎ払はらわれて遠くに退避したので、たぶん大丈夫だろうけど。

「つーか、凛りん多だはロックが好すきなのか？」

　またさっきみたいに叫ばれちゃ堪たまらないので慎重に質問。

　もはや気分は爆発物処理班に近い。

「モチのロンです。ロックを聴いていなかったら私は凛多愛あい梨りじゃありません」

「じゃあ誰だよ」

「凛多ＬＯＶＥ梨です」

「そんなラブリーな名前は名乗らなくて結構だ！」

「とにかく。私の彼氏である以上、ロックを聴きやがってください。ほら、恋人同士趣味が合った方がいいでしょ？　え？　なんです？　『俺もそう思う！』って？　わぁ、さすがは先輩好き好き好き大好き愛してます。ではでは、このイヤホンを──」

「いや、俺は別に聴きたくは……」

「つべこべ言わずにとっととこのイヤホンを耳に入れやがれ」

「えらく強引だな！」

「ふふっ、心配ありません。最初は痛いかもしれませんが、徐々に気持ち良くなって、最終的には病みつきになりますよ……」

「イヤホンだよな!?　入るのはイヤホンなんだよな!?」

　なんだかいやらしい風にしか聞こえないのは気のせいだろうか？　疑問に思いながらも、北斗は愛梨から受け取ったイヤホンの片方を右耳に装着。

　すると、愛梨はもう片方を自らの左耳に入れた。

「むぅ……先輩の脳に何をぶち込んであげましょうか。ここはいっちょ刺激が強くて中毒性が高そうなヤツを……」

「会話だけ聞いてると危ないクスリでもやってるようにしか聞こえないからな？　まあ、俺は勉強に戻るからロックでもパンクでも勝手に流してくれよ」

「……むっ」

　少しでも学力を上げたいがための発言だったのだが、愛梨はお気に召さなかったようだ。というか、かなりカチンときたらしい。拗すねたみたいに口唇くちびるを尖とがらせたままで愛梨は音楽プレーヤーをカチカチ操作。

　やがて、イヤホンから聴こえてきたのは……。

「？　なんだこれ？　もしかしてライヴか？」

「ええ。九十四年に日ひ比び谷や野や外がい音おん楽がく堂どう──通称、野や音おんで行われたライヴの音源です」

「げっ。俺たちが生まれる前じゃねえか」

　もうかれこれ二十年も前のライヴということになる。そんな古臭い曲を作業ＢＧＭに流されてもなぁ……と北ほく斗とは心の中で不満を零こぼしたが、

「ん？」

　すぐに、勉強どころじゃなくなった。

　初めに流れたのは、ゆっくりとしたギターに合わせて歌うハスキーな声。だが、すぐにボーカルがシャウトし、曲が転調。突き刺すようなギターとベースの音色が鳴り響き、ドラムがそれを支え、勢いを加速させていく。

　そう、初めに感じたのは勢いだ。まるで金属バットで頭をかっ飛ばされたかのような衝撃。音、音、音。脳内で暴れ狂う音の奔流。バンドが掻かき鳴ならすメロディに乗りながら、ボーカルがひどくストレートな歌詞を力強くもどこか優しい声で歌い上げていく。

　それが、どうしようもなく心に突き刺さった。

　ライヴ音源だけあって、観客たちの熱狂までもが伝わってくる。二十年も前の音のはずなのに、これっぽっちも色いろ褪あせてない。たぶん有名な曲なのだろう。ＣＭか何かで聞いた記憶が……あれ？　そういえば以前愛あい梨りが屋上で歌っていたのもこの曲だったような……。













　気付けば、北ほく斗とは聴き入っていた。

　隣を見ると、愛あい梨りも目を閉じて心地よさそうに耳を傾けている。

　──そのまま。

　演奏が終わるまでの約三分半。

　二人は一言の言葉も交わさずに、二十年前の野や音おんにタイムスリップしていた。

「どうでした？」

　演奏が終わった瞬間。愛梨は、サンタクロースにもらったプレゼントを自慢する子供みたいに純真な顔で訊たずねてきた。

「……まぁ、悪くないんじゃねえの？」

　圧倒されてしまったのがなんだか悔しくて、ついひねくれた返答をしてしまう。

　けれど、頭の中はたった今聴いた曲のことでいっぱいだった。

「なあ、今のバンドって……」

「ブルーハーツ。今聴いたライヴをやった一年後の九十五年に解散してしまったロックバンドです。気に入りました？　何ならＣＤを貸しますよ。今から三十秒以内に返答すればライヴＤＶＤも付けて」

「おまえは深夜の通販番組の司会者か！　けど、借りとくよ。恋人同士は趣味が合った方が──」

「言い訳はいいですって」

「い、言い訳なんかじゃねえよっ」

　必死に否定したが、愛梨にはこっちの思考なんてバレバレらしい。その証拠に彼女はクスクスと楽しそうに笑っていた。

「ちなみに、曲名は？」

「秘密です。帰ってから確かめてみてください」

「ぐっ……」

　どうやら愛梨は意地でも北斗にロックを聴かせたいようだった。

　けど、借りたＣＤを聴くのは明日の模も試しが終わってからにしよう。今夜聴いたら、とてもじゃないが勉強なんかに集中できない。それどころか興こう奮ふんして眠れなくなりそうだ。

「あっ……」

　そこで愛梨が何かに気付いたように、小さな声を上げた。

　その視線を追うと、近くにある本棚の陰からさっき追っ払ったはずの生徒たちと、様子を見に来たらしき二十代後半くらいの女性司書が顔を出していて、

「ね？　見た？」「今一緒のイヤホンで音楽聴いてたよね？」「ぐわー、さっきまでケンカしてたくせに青春してんじゃねえか！」「くぅううう俺も彼女欲しいーっ！」「……若いっていいなぁ。あたしも彼氏……ていうか旦だん那なが欲しいなぁ」

　直後、北ほく斗とはあまりの恥ずかしさに逃げ出したくなった。

　ひょっとして、自分たちはかな～り恥ずかしいことをしてたんじゃないだろうか？　しかも、今の行動は脚本ブツクにはない。言うなれば筋書きのないドラマ！　そんな野球っぽいキャッチフレーズを思い浮かべるくらいに、脳内はテンパっている。

　そう、今のは脚本ブツクじゃない。

　自分たちが勝手にやったことだ。

　なのに、観客が向けてくる視線はまるで本物の恋人を羨うらやんでるみたいで……。

「帰りますよ、先輩」

「えっ？　凛りん多だ？」

　訊きき返すと、愛あい梨りは北斗から視線を逸そらしながら──というか、まるで北斗に顔を見られるのを頑かたくなに拒否するかのように、荷物を手早くまとめた。

　そのまま、北斗の手を取って、図書室を出ていく。

「どうしたんだよ？」

「実は、ちぃちゃんから脚本ブツクをもらっていたのを思い出したんです。『今日は雨が降っているから、勉強会をせずに相合傘で下校しろ』と」

　廊下を歩きながら、北斗の前を行く愛梨は早口で言った。

　その言葉通り、今日は朝からずっと雨だった。ここ数日のお天気はぐずぐず涙空。もしかしたら秋の長雨ってヤツかもしれない。

「でも、俺はもらってないぞ」

「きっと先輩に伝えるのを忘れたんでしょ？」

「そうなのか？　けど、今さら脚本ブツクを実行してもあんまり意味はないだろ。もう下校している生徒の数は少なくなってるし……」

「いいからとっとと帰りますよ。ほら、傘です」

　一階にある傘置き場まで辿たどり着ついたところで、愛梨は透明なビニール傘を差しだしてきた。その表情はいつも通り冷静だったが……。

「凛多。メガネを外すのを忘れてるぞ」

「[image: ][image: ][image: ]っ」

　即死級のパンチを喰くらって、愛梨はおでこまで真っ赤になった。

　……よかった。あの状況で恥ずかしかったのは自分だけじゃなかったらしい。愛梨も内心ではかなり恥ずかしかったんだろう。思わずメガネを外すのを忘れたまま、あの場から逃げ出すくらいに。たぶん、このリアクションは嘘うそデレじゃないはずである。

　ホッとしたせいか、北斗はゆっくりと息を吐いて──。

「ん？」

　瞬間、後ろを振り返る。背中に誰かの視線を感じた気がした。図書室の生徒が追ってきたのかとも思ったが、そこには誰もいない。

「……どうしました？」

　何事もなかったふりをしながらメガネを外した愛あい梨りが、訊たずねてきた。

「いや、なんか誰かに見られてる気がして」

「私たちは学園で一番注目を集めてるカップルですから、無理もないでしょう。でも、注意した方がいいかもしれませんね。昨日、私のアンチスレに『コレを見てるかジミ子こ？　生徒会長に刃向かうなんて許ゆるさない。絶対にオマエの化けの皮を剥はがしてやるよ』というコメントがあったんです。たぶん狂信的な千ち夏なつファンだと思いますが」

「じゃあ、つけられてるかもしれないってことか」

　後ろを警戒しながら、雨の降り注ぐ校舎の外へ出る。

『学園の歌姫』なんて呼ばれてる千夏には本物のアイドルファンばりに熱狂的な信者も多い。コメントはただの悪戯いたずらかもしれないが、周囲に気を配っておくべきだろう。

「ま、あの程度の脅しで私はビビりませんが」

「おまえって地味に度胸があるよな」

「だから地味は余計ですって。先輩の方こそ脅しにビビらずにぎゃぎゃっと勉強に集中しやがってください。そうしないと私が立候補できなくなります」

「わかってるさ。しかし、よく生徒会長になりたいなんて思うよな。不良の俺からしたら考えられねえよ」

　鉛なまり色いろの空の下。傘を持って歩きながら、北ほく斗とは言った。

　思えば女の子との相合傘なんて何年振りだろうか？　最後に残っている記憶は冬とう華か。数年前に冬華の使ってた傘が壊れて……。

「……って、凛りん多だ？」

　考えながら歩いていたら、いつの間にか隣に愛梨がいなかった。

　思わず振り返ると、

「先輩は、変わっちゃいましたね」

　雨に濡ぬれたままで、愛梨はどこか寂さびしそうな口調で言った。

　その顔を見た瞬間、北斗はさっきのセリフが失言だったことにやっと気付いた。

「先輩だって、中学生の頃は生徒会長を目指していたんでしょう？　なのに、どうして今みたいなセリフが言えるんです？　先輩も三年前は自分が通っている学校を面白くしたいって思っていたのでは？　それが……自分の目標だったはずなのに」

「……恥ずかしいこと言うなよ。今どきそんな青クサいノリは流は行やらねえぞ」

「恥ずかしくて結構です。恥ずかしがって青クサいことを言いたがらない変に大人ぶった態度の方が、よっぽど恥ずかしいですから。先輩だって、昔は本気で生徒会長になろうとしてたんですよね？　そのために必死で努力をしていた……」

「………」

　愛あい梨りの言葉に触発されたせいか、北ほく斗との脳内で当時の記憶が蘇よみがえる。

　あの頃はただがむしゃらで一生懸命だった。必死にマニフェストを考えて、どうすれば学校を良くできるか真剣に悩んで、その想おもいをみんなに知ってもらいたくて、選挙運動をして、もちろん勉強や空手もがんばって……そのすべてが、どうしようもなく楽しくて。

　心の底から、生きてるって実感できて。

　それこそ、中学時代の北斗は今の愛梨みたいだった。

　けど──。

「確かに、中学の頃の俺は生徒会長になりたかったよ。おまえと同じように学校を面白くしたいって……自分のやり方で変えたいって、すっげえ思ってた。でも、俺は選挙で凛りん多だ千ち夏なつに敗まけた。自分の目標を……叶かなえることができなかったんだ」

　そう、北斗は耐え切れられなかっただけだ。

　本気で何かに打ち込むということは、リスクを負うということ。目標を達成するために犠牲にした時間や労力が大きければ大きいほど、失敗したときの傷も大きい。車だって猛スピードで壁に激突した方がダメージは致命的になる。

　要はそれと似たようなものだ。

　失敗したときの傷の深さは、夢を叶えようとする想いの深さに、比例する。

　それがどんなに理不尽なことだろうと、容赦なく、残ざん酷こくに……。

「最近また勉強するようになって、ちょっと思ったよ。確かに大人から数学や英語や歴史を習うのも大事だ。けど、どうせならもっと大事なもんを教えて欲しいよ。たとえば、夢を追いかけ続けることに対するリスクとかさ」

「………」

「それがわからないまま迂う闊かつにがんばっちまうヤツが多いから、俺みたいな脱落者が生まれるんだ。実際、夢って言葉は残酷だよな。それを追いかけている間はみんな夢中でいられる。文字通り夢の中にいられるんだ。けどさ……」

　雨に濡ぬれる愛梨に、北斗は右手に持った傘を渡してやってから。

「夢はいつか覚めるんだよ。そして、現実を見なくちゃいけなくなる」

「………っ」

　さっきまで雨に降られていたせいか、愛梨の頬ほおを透明な水滴が零こぼれた。

　まるで、泣いているみたいに。

「……どうしてです？　どうして先輩はそんなことを言うようになってしまったんです？　選挙で敗けたことが悔しかったんですか？　周囲に敗けたことをバカにされたのが辛つらかったんですか？　それとも、何か他に理由があるんですか？」

「それは……」

　冷たい雨に打たれながら、北ほく斗とは黙るしかなかった。

　心の中はこの空模様と同じで灰色だ。白か黒。どちらにするか決めかねている。言った方がいいのか、言わない方がいいのか。

　自分がこうなった本当の理由。

　それは──。

「別に大したことじゃねえよ」

　結局、北斗の心は黒く塗りつぶされた。

　言わないことに、決めたのだ。

「ただ俺が弱かっただけだ」

「そんなの、信じられません。昔の先輩は明るくて、真まっ直すぐで、強い人でした。きっと、選挙で敗まけたショックから立ち上がれるくらいに。なのに、どうして──」

「ちょっと待て。なんでおまえが昔の俺の話を……」

　訊たずねながらも、すぐにその理由は思い当たった。愛あい梨りは千ち夏なつの妹。つまり、姉と同じ中学に通っていた。だからこそ、あの頃の北斗を知っていたんだろう。

「まあ、いいや。ともかく、心配すんなって。あの頃とは大分変わっちまったけど、明日の模も試しはしっかりやる。おまえの足を引っ張りたくないからな」

「先輩……」

　きゅっと口唇くちびるを噛かみしめてから、愛梨は「……わかりました」と呟つぶやいた。

　そう、足を引っ張るわけにはいかない。

　だって、愛梨はきっと夢を追いかけ続けるリスクを知ってる。それでもなお、生徒会長になろうとしている。そういう覚悟を決めてるんだ。彼女の偽恋人として傍そばにいられたことで、北斗にはその事実が理解できた気がした。

　だから、クズと呼ばれた自分がそんなヤツの足手まといになることだけは──。

「先輩。さっきの質問の答えを教えてあげます」

「え？」

「図書室で私に言ったでしょう？　私が聴かせた曲の名前を教えてくれって」

　強引に、愛梨は手に持った傘と鞄かばんの中から取り出した携帯音楽プレーヤーを、北斗に手渡してから。

「あの曲の名前は、『リンダリンダ』。もう三十年近く前に発売されたパンクソングです。きっと、今の先輩はあの曲を聴くべきだと思います。私も……あの曲が大だい好すきですから」

　そう言い残して、彼女は秋雨の中を傘も差さずに走り出す。

　──どうしてか。

　その小さな背中を追いかけることが、北斗にはできなかった。









　第五話　　夜を駆ける






　──けれど、時間は止まってなんかくれやしない。

　そんなわけで、北ほく斗とと愛あい梨りが別々に下校してからも時計の針は刻まれていく。最初の難関は全国模も試し。北斗が学年トップテンに入れなければ、愛梨は選挙に立候補できなくなってしまう。

　だから、結局模試の前日の夜も愛梨は北斗の部屋で勉強会をしていた。

「……さっきはすみませんでした。独りで帰ったりして」

「いや、俺も悪かったよ」

　さっき追いかけることができなくて。

　そう言いたい北斗だったが、なぜか最後まで言葉が出なかった。そのまま二人で勉強した後で、明日に備えていつもより早く別れて、ベッドに潜り込んだ。

　結局渡された音楽プレーヤーは愛梨に返してしまったし、愛梨がわざわざ持ってきてくれたＣＤやＤＶＤを手に取ることもできなかった。

　そして、九月十七日──模試当日。

　北斗はベストを尽くした。

　たった二週間とはいえ、地じ獄ごくをさまよったのだ。過去に行われた模試のときとは比べものにならないくらい問題が理解できたし、解答スピードも速かった。全教科三回ずつ見直しをする時間があったくらいである。

　はっきり言って手ごたえは十分。だが、いくら模試をやり切っても、昨日胸の中に生まれた愛梨に対する名前の付けようがない感情までは処理できなかった。

　──けれど、時間は止まってなんかくれやしない。

　模試の翌日からは、再びチェルシーが書いた脚本ブツクを開始。

　観客を盛り上げるために、学園という名の舞台で恋人を演じ続けた。

　毎朝愛梨と一緒に登校し、昼食を食べ、ときには周囲に刺激を与えるために言い争いをして軽いケンカを演じ、放課後は北斗の部屋で月末の立会演説会に出場する愛梨のスピーチ原稿を一緒に考える日常。その頃には、北斗はあの雨の日に芽生えた感情を心の奥に押し込んでいたし、愛梨もあえていつも通りに振る舞っているようだった。

「一応原稿が完成しましたが、どうでしょう？」

「ああ、いい感じじゃねえか？　もう何回も書き直したし」

「そうですね。ところで、先輩。私の貸したＣＤは聴きました？」

「まぁな。おまえが大だい好すきだって言ってた曲、やっぱり俺も好きだよ。あとは『ロクデナシ』とか『ＴＲＡＩＮ‐ＴＲＡＩＮ』とか『月の爆撃機』もすげえ良くて……」

「げっ。私と趣味がモロ被かぶり。キモっ」

「そこは喜ぶべきとこだろ!?　偽とは言え彼氏と彼女の趣味が合ったんだぞ？　ホントテメエの口から飛び出すのはサプライズばっかりだな！」

　スピーチ原稿の出で来きはかなり良かったと思う。愛あい梨りが掲げる二つの公約をシンプルかつわかりやすく伝える内容になっていて、最終的にその原稿をシナリオライターのチェルシーが添削して、さらにブラッシュアップしてくれた。

　ちなみに、模も試しの結果が発表されるのは九月二十九日。

　奇くしくも立会演説会の前日である。

　そんなわけで、北ほく斗とと愛梨に残された時間は少ない。

　模試の結果発表が一週間後に迫った九月二十二日からは、愛梨は立会演説会のスピーチの練習を開始。北斗も観客役として練習に付き合った。愛梨のスピーチは年下とは思えないほど堂々としていて、もう直すところなんてないように思えたが、

「何をぬかしてやがるんですか。まだまだダメダメですよ。もう直すところなんてない、と思ったところからが本当のスタート。ここからさらにクオリティを上げていきます。さあさあリテイク大歓迎。私は妥協なんか一切しない畑の人間ですから」

「……おまえ、地味に上昇志向が強いな」

「だから地味は余計ですってば」

「悪かったよ。じゃあ、また練習を始めようぜ。この際、何十時間でも付き合ってやる」

　生徒会総選挙。

　自分たちの未来がそこに繋つながることを信じながら、毎日脚本ブツクを熟こなして観客を騒がせ、地道にスピーチ練習を続け、ときには今後行うかもしれない脚本ブツクの練習をしたり、生徒たちへの選挙運動を続ける──そんな、日々。

　この頃になると、北斗はすっかりあの雨の日のことを思い出さなくなっていた。いや、正確には必死に忘れようとしていたのだ。そして、それは愛梨も同じ。じゃなければいつも通りの日常を過ごせたりはしなかっただろう。

　──けれど、時間は止まってなんかくれやしなかった。

　月日は流れ、ついに九月二十九日。

　模試の結果発表が行われる日。

　愛梨が選挙に出馬できるかどうかが決まる運命の瞬間。瀬せ海かい学園では定期テストだろうと全国模試だろうと、成績上位者の名前は学年ごとに貼はり出されるわけで──。

「……オイ、マジか」

　九月二十九日、昼休み。二年生の廊下に貼り出された大きな画用紙を見ながら、北斗は誰にも聞こえないような小さな声で呟つぶやいた。




・８位　葛くず原はら北ほく斗と




　目の前の光景が……いや、現実が信じられない。

　そして、それは凛りん多だ愛あい梨りの未来を見届けに来た周囲の生徒も一緒だったようだ。

「あ、ありのままに今起こったことを話すぜ！　クズ先輩が８位だ！」「賄わい賂ろ!?　裏金!?　脅迫!?」「けど、私見たよ？　葛原くんが図書室で凛多さんとマジメに勉強してるの」「まさか……これがジミ子こ効果？」「あの生徒会長の妹だし、実はすげえヤツだったのか……」

　ヒソヒソざわざわ……。

『熊くま殺し』である北斗の半径一メートル以内に生徒は寄って来ないが、それでもウワサ話は耳に届く。さらには、壁に貼はり出された北斗の名前を写メする生徒までいる始末。メールで友だちに送るか、きっと《セカイネット》のスレッドにでも載せるのだろう。

　──よっしゃあああああああっ！

　思わずガッツポーズをキメたくなるような衝撃が、興こう奮ふんが、熱狂が、北斗の全身を駆け巡る。ああ、勉強会をしていた頃の自分に言ってやりたい。その地じ獄ごくには意味があるぞ！　語尾が変わるほどの洗脳は決して無駄じゃなかったんだ！

「先輩！」

　そこで響いたのは、愛梨の声だった。二年生の廊下にやってきた彼女は、集まった生徒をかき分けるように北斗の下へと走り寄って、

「やりましたね！」

　ぎゅっと、抱きついてきた。その地味（本人に言ったら怒られるだろうが）に大きな胸のやわらかな弾力が密着。女の子の感触と体温が接した場所から一気に熱が広がり、北斗の心臓をフルスピードで加速させる。

「私、信じてました！　先輩ならきっと結果を出してくれるって！　ありがとうございます！　私……先輩のことが大だい好すきですっ！」

「バ、バカ！　何言ってんだよ。全部凛多のおかげじゃねえか。それに俺は自分が学年十位に入れたことより、おまえが選挙に出れるようになったことの方が嬉うれしいぜ。明日の立会演説会もがんばれよ。おまえ、絶対に生徒会長になるんだろ？」

「先輩……」

　もはや言葉はいらないとばかりに、愛梨は北斗の身体からだをさらに抱きしめた。

　瞬間、大歓声。

　周囲に集まっていた生徒が黄色い声援や口笛を吹いてはやし立てくる。なんて感動的な場面だろうか。傍はたから見たらまるで某カントリーロード的な映画のラストシーンばりの青春グラフィティなのだが……。

（うっわ、汗くさっ）

（臭くねえよ!?　この仕掛けアングルのために朝シャワーまでしてきたんだぞ俺は！）

（逆にその気遣いっぷりがダサダサですってば。大体なんで８位？　トップ５は無理でも、６ならロック、７ならラッキーセブン、９ならロック、と私にとって縁起のいい数字ばかりなのに、あえて何もない８をジャストミートするなんて）

（テメエは全世界の８位経験者に向かって腹を切って詫わびろ！　しかも６と９で言ってることが同じだよな？　結局ロックって言いたいだけだろおまえ！）

（………）

（痛いてえ!?　抱きつきすぎだ！　歓喜の抱ほう擁ようがベアハッグになってるって！　しかも地味に力が強──）

（地味は余計）

（ぐがああああおおおおおふぅううううっ!?）

　身体からだを密着させながら、耳をすまさなければ聞こえないほどの小声で会話する二人。

　もちろん、さっきまでの無駄にドラマチックなやり取りはすべてチェルシーが書いた脚本ブツクである。愛あい梨りの選挙出馬をよりインパクトの強いものにするために、仕込んでおいたのだ。

　とはいえ、

（ま、一応お礼を言っておきます。サンキューです、先輩）

（おまえは性格が素直じゃない女ランキングのナンバー１だな。表彰式を開いてやるから、この際殿堂入りしとけよ。賞品には俺が選んだオススメ少女漫画ベスト10をくれてやる）

　小声でそう言った後で、北ほく斗とは愛梨の身体から離れた。

　本当は愛梨だって嬉うれしいんだと思う。だって、これで生徒会総選挙に出れる。目標に向かって一歩踏み出せるのだ。

　そして、全国模も試しという名の戦いに勝ったことで、愛梨の支持率も上がるはず。

　それを裏付けるように、先日《セカイネット》では『もし葛くず原はら北斗が模試で学年十位以内に入り、凛りん多だ愛梨が選挙に出馬した場合──第一次投票突破確率は九十五％』なんて分析まで出ていた。

　そう、北斗たちは賭かけに勝ったのだ。

　これで学園一の不良を更生させるほどの有能さが愛梨にあると生徒は認めるだろうし、そういうウワサが流れるに違いない。しかも、この一週間愛梨と北斗は明日の立会演説会に向けて毎日深夜遅くまでスピーチ練習を重ねてきた。

　──いける。

　第一次投票は間違いなく突破できる。しかも、今日ここまで劇的な勝ち方をしたんだ。最近の《セカイネット》の意見を見ると、千ち夏なつと愛梨の人気は七対三の比率から動かなかったが、その差が縮まっても何らおかしくはない。

　もしかしたら、本当に愛あい梨りが選挙で学園のアイドルである千ち夏なつに勝つことも──。

「ん？」

　そこで、北ほく斗との制服のポケットに入っていたスマホが振動した。

　ディスプレイを見ると、そこに映っていた名前はチェルシー・スターダスト。

　直後、なんだか嫌な予感がした。

　確かチェルシーは、昼休みは生徒会の会議があると言っていた。だからこの結果発表を見に来ていないはずだ。それでも彼女はこっそり《セカイネット》を見て結果を知ると言っていた。なのに、どうして今電話をかけてくる……？

「もしもし？」

　電話の相手がチェルシーだと周囲の生徒に気取られないように小声で話す。すると、スピーカーからはやけに真剣な声で、

『今どこにいる？』

「は？」

『今どこにいるのかと訊きいたんだ。今わたしは会議を抜け出してこの電話をかけている。ひょっとして、きみと愛梨はまだ二年生の廊下にいるんじゃないか？　だとしたらすぐにそこから移動して、学園の外に出ろ』

「待てよ。言ってる意味がよく──」

『説明は後だ！　とりあえず今は周囲に生徒がいない場所に行け！』

　チェルシーの声はひどく切迫していた。

　どういうことだ？　という疑問が思考を固めるよりも早く、北斗は愛梨の手を取っていた。今のチェルシーの警告には、それほどの焦燥感があったのだ。

「行くぞ、凛りん多だ！」

「えっ、先輩……」

　きょとんとしている愛梨の手を引いて歩こうとするが、北斗たちの結果を見に来た野や次じ馬うまが多すぎるせいか上う手まく進めなくて──。

「あれ？　なんだこれ？」

　ふと、隣にいた男子生徒が声を上げる。彼はすぐ近くにいた友人たちに自分のスマホを見せる。すると「はああっ!?　嘘うそだろ!?」という驚きよう愕がくの叫びが上がった。

　その叫びが、新たな興こう奮ふんを求めていた生徒たちに伝でん播ぱする。

「なになに、どうしたの？」「やべえよこれ。今すぐ《セカイネット》の掲示板を見てみろって」「嘘、これってどういうこと？」「このスレッドに書いてあることってホント!?」「知るか！　本人に訊けばいいだろ！　すぐそこにいるんだからさ！」

　観客たちが、再びざわめき出す。

　しかし、さきほどの北ほく斗との順位を見たざわめきとは明らかに何かが違う。さっきまでは歓喜と興こう奮ふんが空気を支配していた。なのに、今廊下に漂っているのは動揺と困惑。まるで深刻でシャレにならないニュースがテレビで流れた後みたいに、場がどよめく。

「えっ……」

　瞬間、愛あい梨りが息を呑のんだ。

　どうやら彼女も自分のスマートフォンで《セカイネット》を見ているようだった。ディスプレイに釘くぎ付づけされた瞳は驚きよう愕がくに見開かれ、顔色が蒼そう白はくに変わる。ぎゅっと繋つないだ手から、彼女の動揺が伝わってきた。

「凛りん多だ？」

「ダ、ダメ、先輩は見ちゃ──」

　けれど、遅かった。

　愛梨が手に持ったスマートフォン。

　北斗の視線の先にあるディスプレイには、こんな文字が躍おどっていた。




・スクープ！　凛多愛梨と凛多千ち夏なつは血の繋がった本当の姉妹じゃなかった!?　Part1




「なっ──」

　あまりにもショッキングなスレッド名に、北斗は声も出せなかった。




・凛多愛梨と凛多千夏は実の姉妹じゃない。凛多愛梨はそのことを気に病んで、中学時代に登校拒否になり、自殺未遂を起こした。そんな人間を、生徒会長に就任させていいのか？




　スレッドのてっぺんには、そんな容赦のない批判が綴つづられている。

「確かに、ジミ子こと生徒会長って顔も外見も性格も全然似てないな」「で、でも、それは血が繋がってなかったら当たり前で……」「姉妹じゃないことが原因で不登校になって、しかも自殺未遂って……」

　すぐさま廊下が一気に混こん沌とん化し、一種のパニックに陥った。

　凛多愛梨と凛多千夏が実の姉妹じゃなかった。確かに、これは衝撃的なニュースだろう。だって、最近の学園はこの二人の姉妹対決で盛り上がっていたのだから。

　けど──。

「───」

　──落ち着け。

　混乱した思考を立て直すように、北斗はそう思った。

　だって、こんなものは所しよ詮せんネットに書かれた戯たわ言ごと。

　はっきり言って、信しん憑ぴよう性せいゼロ。

　だからこのニュースの真偽はともかく、今は冷静になるべきだ。他人の思わぬプライベートを知ってしまって動揺するのはわかるし、ショックを受けたのもわかる。だからこそ、一度冷静になった方がいい。ここいる生徒は、絶対にそうするべきなんだ。

　パニックに陥りかけた思考を落ち着かせるように、北ほく斗とは自分に言い聞かせるが──。

「なあ、これってマズいんじゃね？」

　誰かのそんな呟つぶやきがきっかけだった。遠巻きに愛あい梨りを見つめながら、生徒たちが今見たニュースについて語り出す。




「マズいって、何が？」

「だってみんな妹の方をジミ子こなんて呼んで、生徒会長と比べてたんだろ？」

「でも、それは二人が姉妹だったから……あっ」

「血が繋つながってないんじゃ、ジミ子が生徒会長に敗まけても仕方ねーよな」

「バカ！　あんた最低ねっ！　なんでそんなこと言えるの!?　凛りん多ださんが可哀かわいそうじゃない！　今すぐ謝りなさいよ！」

「はあ!?　なんでだよ！　おまえらだってジミ子ジミ子って言って生徒会長と比べてたんだろ!?」

「そ、それは……」

「もしかして……凛多さんが中学時代に不登校になって自殺未遂を起こしたのって……」

「今の俺たちみたいに、周りのヤツらが騒ぎ立てたから？」

「……凛多さん、可哀そう……」




　ショッキングなニュースが駆け巡ってからたった数分足らず。廊下に集まった生徒たちの間には、異様な空気が流れていた。

　伝染、感染、汚染。

　場の空気に思考を侵されてしまったのか、生徒たちは次々に愛梨に向かって視線を投げかける。登校拒否や自殺未遂という単語が場をそういう空気にしたのかもしれない。無数の瞳に映っているのは、焦燥、同情、哀あい憐れん、後悔。すべてが、愛梨に対する憐あわれみの感情。

　──可哀そう。

　直じかに口に出さなくても、彼らがそんな言葉を言いたいことが北斗にはわかった。けど、結局のところ誰も何も言わない。

　みんな、みんな、ただ見つめているだけ。

　憐みの籠こもった視線で、凛多愛梨という人間を。

　そう──。

「──見ないで」

　その安い同情やさしさが、

　どれだけ彼女を傷つけたかも知らずに。




「そんな目で、私を見ないでください！」




　激情が、迸ほとばしった。

　沈黙を切り裂いたのは、愛あい梨りの叫び。

　北ほく斗とが握りしめた彼女の手は、ひどく震えていて……。

「確かに、私と千ち夏なつは血が繋つながっていません！　でも、そんなことは関係ないでしょう？　どうして実の姉妹じゃないってわかった途と端たん、急に同情し始めるんです？　『可哀かわいそう』なんて言うんです？　どうして……こんなに簡単に掌てのひらを返すんですか！」

「………っ！　待て、凛りん多だ！」

　どうして愛梨が突然叫んだのか？　その理由が北斗にはわからなかった。それでも、直感的に止めなくちゃいけないと思ったが、

「先輩は黙っていてください！　私はこの人たちに訊きいてるんです！　教えてください！　そんなに私は可哀そうな女ですか？　そういう風に見えるんですか!?　お願いですから、教えてくださいよ！」

　愛梨の問いかけに、生徒たちは誰一人として答えない。この一ヵ月間ほぼ毎日一緒に過ごしてきた北斗ですら、黙ることしかできない。

　誰一人、愛梨が突然取り乱している原因を理解できなくて──。

「……嫌いです」

　けれど、愛梨は止まらない。

　それがどれほどまでに致命的なことだと理性ではわかっていても、彼女は自分を止めることができなかった。

　できなかったんだ。

「あなたたちも、パパも、ママも、千夏も……嫌いです！　大っ嫌いです！　今すぐ、私の前からいなくなってくださいっ！」





　　　　　　　＠　＠　＠






『最悪だな』

　時刻は午後六時二十八分。場所は北斗の部屋。

　自分たちが陥ってしまった現状を、チェルシーは電話で的確に表現してきた。

　今日の昼休みの事件の後。

　愛あい梨りは二年生の廊下から走り去ってしまった。もちろん、北ほく斗とは追いかけた。だが、彼女はそのままマンションへと帰ってしまい、「……すみません、今は一人にしてください」と言い残して、自分の部屋に籠こもってしまった。

　だが、状況は悪化の一いつ途とを辿たどっている。新しくできたスレッドのニュースはネットを伝わって一気に学園中へと拡散。けれど、それだけならまだよかった。

　問題は、愛梨が叫んでしまった場面を動画で撮影していた生徒がいたこと。

　その映像は瞬く間に《セカイネット》のスレッドにアップされた。それこそ火事の現場にガソリンの集中豪雨を降らせるように。

　結果、大炎上。

『なんだこの動画』『ウワサだと、ジミ子こがいきなりキレたらしいじゃん』『いなくなれとか何様だよ！』『両親や生徒会長まで罵ののしってやがる』『本性が出たな。ま、俺は最初からわかってたけどｗ』『私、応援してたのに……』『コイツの方が消えればいいんだ！』

　凄すさまじい勢いで、批判が書き込まれていく。

　愛梨のあの叫びは、生徒たちへの口こう撃げきだと見なされてしまったらしい。

　九月初旬、北斗は不良という立場を利用して愛梨をイジメから助けた。しかし、いくら学園一の不良だろうとネット上の暴力までは止められない。しかも、北斗が模も試しで学年８位になったことすらもはや話題にならなくなってしまっていた。

　崩されていく。北斗たちがこの一ヵ月必死に積み上げてきたものが、まるで砂の城でも壊すみたいに、あっさりと。

　さらに最悪なことに、立会演説会は明日。

　ネット上の炎上っぷりを見る限り、その後に行われる第一次投票の結果は──。

『どう考えても、計画的な犯行だ』

　落ち着いた声で、チェルシーは言った。

「やっぱり、そう思うか？」

『当然だろう。わざわざ不良少年の模試結果が出たタイミングで愛梨と千ち夏なつが実の姉妹でないという情報を流した。さらには、愛梨が動揺してしまった場面をご丁寧に動画で撮影してネット上に投稿。おそらく、犯人は狂信的な千夏ファンの誰かだ』

「狙ねらいはやっぱり凛りん多だの支持率低下だろうな」

『結果的に、この犯人は上う手まくやった。《セカイネット》を見る限り、愛梨の人気は大暴落。今のままでは第一次投票突破の可能性は絶望的だろう。……すまない。こういう不測の事態を予想した脚本ブツクも書いておくべきだった……』

「謝るなよ。こんなの誰にも予測できなかった。ところで、凛多が不登校だったって話や自殺未遂をしたって情報は……」

『……わからない。その話はわたしも初めて聞いた』

「そうか……」

　静かに電話を持っていない方の拳こぶしを握りながら、答える。

　口では冷静だが、北ほく斗との頭の中は犯人に対しての怒りで煮えたぎっていた。だが、犯人はネット上にいる。いくら腕っぷしが強くても何もできないし、たとえ犯人を見つけ出せたとしても愛あい梨りの人気を回復するのは不可能だろう。

　──クソッタレ。

　何が『学園最強』だ。何が『熊くま殺し』だ。大層なあだ名を持っていようが、結局はこうやって手を拱こまねいていることしかできないのか。そう考えると、自分がとてつもなく無力でちっぽけな存在に思えて死にたくなる。握りしめた拳から血が滲にじみそうなくらいに……。

　けど、愛梨の方がもっと辛つらいはずだ。部屋に籠こもってしまった彼女はそれこそ血を流している。心にできた傷から、夥おびただしい量の赤い血液を……。

「そういや、チェルシーは知ってたのか？　凛りん多だと生徒会長が実の姉妹じゃないって」

『うむ。わたしと愛梨は物心ついた頃からの幼おさな馴な染じみだからな。愛梨の両親が離婚したのは小学二年生のとき。その一年後に愛梨を引き取った母親が再婚。そして、再婚相手の連れ子が千ち夏なつだったわけだ。犯人は、その情報を調べ上げて暴ばく露ろした』

「なるほど。今思えば凛多は、おまえと会長が子供の頃に交流したことはなかったって言ってたっけ。あれは……」

『わたしと千夏が幼馴染じゃないからさ。しかし、きみは愛梨と千夏の秘密を知ってもあまり驚いていないようだな』

「……別に？　大したことじゃねえだろ。俺だって親父おやじや妹とは血が繋つながってない。だから、珍しいことでもないって思っただけだ」

『本当か？　わたしには、きみが何かを隠しているように思える』

「……どういう意味だ？」

『愛梨から聞いた話によると、きみはラブレターを送られる前からあいつのことを知っていたんだろう？　いくら妹のクラスメイトとはいえ、不良のきみが何の関係もない女の子のことを覚えておくか？　しかも、膨大な生徒数を誇るこの超巨大学園で』

「………」

『なあ、不良少年。ひょっとして、きみは最初から愛梨と千夏が本当の姉妹じゃないと知っていたんじゃないか？　そして、きみは出会う前から愛梨に対して何らかの特別な感情を抱いていた。だから、こんなにあいつを気遣って──』

「やめろよ」

　強い口調で、北ほく斗とはチェルシーの言葉を遮った。

「今はそんなこと話してる場合じゃねえだろ、シナリオライター。重要なのは、この状況をどうやって打開するかだ」

『……そうだな。愛あい梨りも自分のしてしまったことや現状に相当ショックを受けているだろうが、明日の立会演説会までには立ち直ってくれる……と信じるしかない。さっき生徒会室で千ち夏なつと会ったが、あいつも「ねぇ、ちぃちゃん。あっちゃんと連絡が取れないの……。もしかして、問題児くんと一緒にいるのかな？」と心配そうにしていたよ』

「さすがの生徒会長も、妹のスキャンダルにショックを受けてるんじゃねえか？」

『ああ。だが、千夏はあの程度じゃ揺るがない。明日も完かん璧ぺきなスピーチをするだろう。だからこそ、敗まけてはいられない。わたしは今からネットに張り付いて炎上騒ぎを喰くい止とめるよう火消しをしながら、明日の愛梨のスピーチ原稿の修正を行う。今日の事件をなんとか釈明できる内容に』

「じゃあ、俺は……」

『きみは愛梨と話し合え。それが、あいつが立ち直るきっかけになるかもしれない。なにせ、きみたちは恋人同士なのだから』

「恋人って言っても偽だぞ？」

『そうかな？　脚本ブツクを演じているとはいえ、この一ヵ月のきみたちは本物の彼氏彼女みたいだったぞ。少しだけ、羨うらやましくなるくらいに。──では、よろしく頼む不良少年。わたしは、わたしにできることをする』

　そう言って、チェルシーは電話を切った。

　きっとチェルシーも内心では怒りに震えているが、必死に冷静さを保っていたはずだ。

　この状況で慌てても事態は好転しない。

　それがわかっているから、自分にできるベストを尽くそうとしている。チェルシーだって、明日の立会演説会の準備や生徒会の仕事で多忙なはずなのに──。

「……くそっ」

　しかし、そんなチェルシーの努力を嘲あざ笑わらうように、再び覗のぞいた《セカイネット》ではさらなる炎上が巻き起こっていた。明日が愛梨の参加する立会演説会であるということが、余計にその勢いを加速させているのだろう。




『知り合いから聞いた。凛りん多だ愛梨が中一のときに不登校だったのは間違いない』

『凛多愛梨は援助交際をしてて、もう何人もの男と寝てる』

『クズ先輩を恋人にできたのも、自分の身体からだを利用して誘ゆう惑わくしたからだ』




　根も葉もないゴシップが、まるで真実のことのように飛び交う。

　極めつけは、ラブホテルのベッドで横になる裸の愛梨の画像まで掲示板にアップされていた。間違いなく、コラージュだろう。どっかの面白がったバカが、お祭りにでも参加するような気持ちで拾った画像と愛あい梨りの写真を組み合わせて……。




『マジでメシウマ！　ざまぁすぎるｗ』

『今どんな気持ち？　このスレ見てんだろジミ子こ？　ねぇねぇ今どんな気持ちｗｗｗ』

『氏ねよ。今すぐ氏ねよ。こんな女が生徒会長になったら学園が終わるよ。だから氏ねよ。首吊つって氏ね。リスカして氏ね。電車に飛び込んで氏ね。氏ね、氏ね、氏ね、氏ね、氏ね。氏んでみんなに詫わびろよ、ジミ子！』




「ざけんなっ！」

　スレッドに並んだ下品な誹ひ謗ぼう中傷に耐え切れず、北ほく斗とはスマートフォンを壁に叩たたきつけようとしたが、そんなことをしても何にもならないと悟って床に座り込むしかなかった。

　……なんだよ、これ。確かに愛梨が生徒にひどいことを言ったのは事実だ。けど、それはここまで口汚く罵ののしられるようなことなのか？　もはや怒りを通り越して吐き気が込み上げてくる。気持ち悪い。匿名性ということを利用して軽い気持ちで他人にこんな暴言を吐ける人間がいることが信じられない。信じたくない。

　けど、何も彼らが特別ってわけじゃないんだろう。

　ネット上ではひどく暴力的でも、現実ではきっと普通の人間が多いはずだ。でも、誰だって心の中に少しは暗い部分を持っている。闇やみを抱えている。そしていつもその闇から生まれるストレスを解消させるための何かを探している。

　今回はたまたま、その何かが愛梨を攻撃することだっただけの話。

　北斗だって批判されたのが身近な人間じゃなければここまで怒りを抱かなかったはずだ。それどころか、興味本位で炎上騒ぎの様子を眺めていたかもしれない。絶対にそんなことをしない、と断言することができない自分が、怖かった……。

　思い出すのは、三年前の敗北。

　中学校の生徒会総選挙で敗まけた後、周囲の生徒が自分を見る目は明らかに変わった。そのときから他人のことを上う手まく信じられなくなった。そのせいか、今まで通り優等生として要領良く空気を読むことも、友だちに愛想笑いを浮かべることも、上手い具合に世の中と付き合っていくこともできなくなってしまった。

　そして、あの夜。

　選挙に勝った凛りん多だ千ち夏なつから告げられた言葉が原因で、北斗は──。

「！」

　直後、握りしめたスマートフォンが振動した。

　ディスプレイに表示された名前は、凛多愛梨。

「………っ」

　突如襲ってきた緊張に、呼吸が止まりそうになる。

　──何ができる？　チェルシーは愛あい梨りと話せと言っていたが、自分に何がしてやれる？　劣等生で、ロクデナシで、学園の底辺で、クズなんて呼ばれた自分に何が……。

「もしもし？」

　そんな恐怖に喰くらい尽くされそうになりながらも、北ほく斗とは電話に出た。

　けれど、スピーカーから流れてきたのは、沈黙。

　まるで暗くら闇やみと繋つながっているみたいに、物音一つしない。ひょっとして、間違って電話してしまったのか？　そんなことを北斗が思った──瞬間だった。




『…………助けて』




　すぐさま、北斗は制服姿のままで部屋を飛び出した。

　廊下ですれ違った冬とう華かが「ど、どうしたのお兄ちゃん？」と驚いた様子で訊たずねてきたが、返事をする余裕なんてどこにもなかった。すぐさま玄関まで行ってドアを開け、隣の部屋のドアノブに触れる。鍵は、かかっていなかった。

「入るぞ凛りん多だ！」

　一声かけてから、北斗は愛梨の家へと足を踏み入れる。間取りは北斗の家と同じだが、空き部屋が多い。一人暮らしなのだから当然なのかもしれないが、北斗にはそれがひどく殺風景で寂さびしく思えて……。

「先輩……」

　愛梨を探して踏ふみ込こんだリビング。

　そのフローリングに制服姿のひどく青ざめた彼女が力なく座り込んでいた。その細い腕に抱えられているのは、黒猫。何度か見たことがある。猫アレルギーの北斗にじゃれついてくる困ったヤツ──ニャンザブローだ。

　けど、なぜかいつも元気な黒猫は愛梨の腕の中でぐったりとしたまま動かない。

「さ、さっきリビングに来たらニャンザブローが倒れてて、動かなくて、苦しそうで……ど、どうしたらいいかわからなくて……」

「凛多、落ち着け」

「お、お願いです先輩！　助けて！　この子を助けて！　この子が死んじゃったら、私は……私は……っ！」

「だから落ち着けって言ってるんだ！」

　声を張り上げると、瞳を潤ませた愛梨がびくっと震えた。その頬ほおを、透明な涙がぽろぽろと伝っていく。

　──完かん璧ぺきにパニックを起こしている。

　北ほく斗とは混乱しかけた頭でそう判断した。普段は冷静で大人びた愛あい梨りがここまで取り乱している事実にショックを受けながらも、急いで彼女を立ち上がらせる。記憶では、このマンションから自転車で十分ほど行ったところに動物病院があったはずだ。

　その事実を思い出した後、北斗の行動は早かった。

　黒猫を抱えた愛梨と一緒に部屋を飛び出し、マンションのエレベーターに乗って移動。すぐさまロビーを駆け抜けて駐輪場に止めてあった自分の自転車に乗り込む。

「凛りん多だ！　後ろに乗れ！」

「で、でも、この子が……」

「片手で抱えて、もう片方の手で俺の身体からだにしっかり抱きつけ！　なるべく安全運転でかっ飛ばす！」

　そう告げると、不安そうにしながらも愛梨は自転車の荷台に腰掛けてくれた。

　きゅっとその細い指が自分の制服を掴つかんだのを確認してから、北斗は力強くペダルを踏ふみ込こむ。猫アレルギーが巻き起こすクシャミをかみ殺しながら全力疾走。グングン加速する自転車は、あっという間に街灯に照らされた夜の街を駆け抜ける。

　時刻は、午後六時四十三分を回ったところだった。
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　結果的に、黒猫は助かった。

　自転車で動物病院に辿たどり着つきすぐさま中に入ると、受付の係員も緊急事態だと悟ったのだろう。すぐに治療室に通してくれた。診みてくれた医師の判断では、何か異物を誤飲してしまったらしいとのこと。

　最悪開腹手術をしなければいけない事態だったそうだが、なんとか内視鏡を使って異物の摘出に成功。それは、小さな十円玉。きっと部屋に落ちていたものを誤って飲み込んでしまい、そのせいで呼吸困難になっていたのだろう。

「もう大丈夫だとは思いますが、念のために今晩はうちに入院させましょう」

　そんな医師の判断に従い、北ほく斗とと愛あい梨りは黒猫を動物病院に預けることにした。だが、あの様子を見る限り黒猫はもう平気だと思う。治療が終わった後、まだ少しぐったりしながらも愛梨に甘えるように「にゃ～」と鳴いたくらいだ。

　その姿に安心したのか、愛梨は黒猫を抱きしめたままで再び涙をこぼしていた。

　──あの猫は愛梨にとって大事な家族。

　以前チェルシーがそう言っていたのを、北斗は思い出した。だからこそ、愛梨はあそこまでパニックに陥ってしまったんだろう。

「ありがとうございました、先輩」

　そして、動物病院からの帰り道。

　自転車を押して夜道を進む北斗の横で、落ち着きを取り戻した愛梨が頭を下げた。

「先輩には、いくらお礼を言っても足りません。本当にありがとうございます。先輩がいなかったら、きっと……」

「気にすんなって。俺もあの猫が助かってよかったよ。だから、元気出せ。いつものおまえだったら『うっわ、男の子と自転車二人乗りとか青春クサいことしちゃいました。とっとと責任取りやがってください』とか言ってるだろ？」

「………」

　軽い冗談のつもりで言ったんだが、愛梨は「……そう、ですね」とやはり元気がない様子で顔を俯うつむかせた。無理もない。黒猫は助かったが、まだ大きな問題がある。きっと今も《セカイネット》は炎上騒ぎで大盛り上がり。

　これじゃ、明日の立会演説会も荒れるに決まって……。

「わかりました」

「は？」

「先輩は今言いましたよね？　私なら『責任取りやがってください』とか言いそうだって。だから、言います。責任取ってください。というわけで、今からこの近くにある公園にれっつごーです」

「待て！　責任って、まさかそういう意味か!?　だからっていきなり外でおっぱじめるのはどうなんだ!?　そもそも、俺はそこまでのことは……！」

「は？　何を言ってやがるんですこの脳内お花畑ヤンキー。いきなり外でおっぱじめるとかえっちなことを言い出すのはやめてくださいよ。私が言いたいのはそういうことじゃありません」

「ああ、そっか。さすがのおまえも……」

「初めてが青カンは嫌ですって」

「俺だって嫌だよ！　けどもっと嫌なのは、偽物とはいえ自分の彼女が青カンとか言ってくるこの現実だ！　神様！　お願いだから夢だって言ってくれ！　これからはマジメに生きていきますから！」

「先輩は女の子に幻想を抱きすぎですってば。ま、それはともかく。とっとと責任取りやがってください。方法は簡単。私は先輩と……ちょっとお話がしたいです。……ダメでしょうか？」

　北ほく斗との機嫌を伺うように上目づかいで訊たずねてきた。

　話というのは、間違いなく昼休みの件についてだろう。

「わかった。話くらいならいくらでも聞くよ」

「……ありがとうございます。では、公園に行きましょう。安すぎるとは思いますが、今日のお礼に缶コーヒーも奢おごります。百三十円。それがニャンザブローの命のお値段です」

「マジで安いなニャンザブローの命！」

「では、青カン？」

「だから青カンとか言うなや！」

「青缶コーヒー？」

「よし！　わかった！　おまえは俺にジョージアのエメラルドマウンテンを奢れ！　あれは缶が青色だったし、それですべて解決だ！」

「これまた強引にオチをつけましたね……」

　先輩はいつもツッコミばっかりです、と愛あい梨りは微かすかに頬ほおを緩ませた。

　それはおまえがボケまくるせいだろうが……と北斗は思ったが、軽口を交わしたせいか愛梨も少しは元気になってくれたようだった。

　その事実に胸を撫なで下おろしながらも、自転車を押して道の脇にある公園に入る。すっかり寂さびれたその小さな公園には誰もいない。時間はもう八時すぎだし、当然なのかもしれないが。

「ほい、ご希望のエメラルドマウンテンです」

「サンキュー」

　公園にある小さなベンチに座っていると、愛あい梨りが自販機で買った缶コーヒーを手渡してきた。そのまま愛梨は北ほく斗との隣に座る。ベンチが小さいせいか、もう少しで肩が触れあいそうだ。

　けれど、そんなシチュエーションにドキドキするような余裕はなかった。

「……ごめんなさい、先輩」

　先に切り出したのは愛梨。

　ひどく沈んだ声で、彼女は続ける。

「毎日ちぃちゃんの書いた脚本ブツクを熟こなして、せっかく勉強をがんばって私を選挙に出馬させてくれたのに、私が突然あんなことをしてしまって。先輩も……怒ってますよね？　支持者からの人気を集めるために、私は黙ってなくちゃいけなかったのに……」

「………」

「でも、私にはそれができなかった……。自分を止めることが、できませんでした。千ち夏なつと本当の姉妹じゃないってことが知られて、みんなに同情を向けられて……頭が真っ白になって……困ったことに、そこからよく憶おぼえていないんですよ。ネットにアップされた動画を見たら、随ずい分ぶんひどいことを叫んでしまったようで……」

「………」

「本当にバカですよね、私……。こんなはずじゃなかったのに……先輩やちぃちゃんや応援してくれた生徒のみなさんにも迷惑をかけて……本当に、最低なバカ野郎です……」

「凛りん多だ……」

「ごめんなさい、先輩……。いくら謝っても許ゆるしてもらえないでしょうが……ごめんなさい。生徒のみなさんにも、謝りたいです。もちろん、父や母や千夏にも……」

　掠かすれた声で、愛梨は言った。

　その肩は、微かすかに震えている。

「……凛多。もしかしておまえ、家族と上う手まくいってないのか？」

　他人の家庭の事情に簡単に踏む込むべきじゃない。もちろん北斗だってそんなことはわかっていた。

　けど、頭の中で蘇よみがえるのは飼い猫が死にかけてひどく取り乱していた愛梨の姿。葛くず原はら家の四人家族が住んでいるのと同じ間取りの部屋に彼女がたった一人……いや、一匹の猫と住んでいるという事実。そして、千夏と実の姉妹じゃないとバラされたときの映像……。

「さすがに、おかしいって思いますよね？　私みたいな女の子がマンションで一人暮らしなんて。実家には……帰りたくないんです」

「それは、生徒会長がいるからか？」

「……いいえ。私は父や母ともあまり仲が良くありません。別に、新しい父親と馴な染じめなかったわけじゃないんですよ？　今の父は、すごく優しい人ですから」

「………」

「母が父と再婚したのは、私が小学校三年生のとき。そして、千ち夏なつと出会ったのもそのときです。最初は、嬉うれしかったです。私、ずっとお姉ちゃんが欲しかったから。実際、千夏は良くできたお姉ちゃんでした。……そう、完璧なまでに。先輩だって知ってますよね？　千夏は成績優秀、周囲の人間からの信頼も厚い。ときおり突拍子もない行動をしますが、それを上回る魅力が千夏にはあります。だからこそ私は千夏に憧あこがれました。そして、敗まけたくなかったんです」

「敗けたくなかった？」

「子供ながらに、ライバル心を燃やしてたんですよ。千夏がテストでいい点をとったときや運動会で大活躍してるのを見て、父や母は千夏を褒めてました。他ほかの生徒からも『愛あい梨りちゃんのお姉さんはすごい！』っていつも言われて……それがすごく悔しくて、けれど羨うらやましかった。だから、私は千夏に勝ちたかった……」

「………」

「けど……一回も勝てなかったんです。いくらがんばってテストでいい成績をとっても千夏が過去に残した栄光には届かない。どんなにがんばっても、私は千夏ほど周囲の生徒の目を引き付けられない。それで……私はやっと気付いたんですよ。──ああ、千夏はみんなの太陽なんだって」

　愛梨は顔を俯うつむかせたままで、ただ続ける。

　その表情は、北ほく斗とからはよく見えない。

「太陽にいくら手を伸ばしても届きはしない。中学校の頃から私はそう思うようになりました。でも……自分で言うのもなんですが、私だってあがいたんですよ？　毎日毎日明け方まで勉強して、学校では友だちをいっぱいつくろうとして、届かないと思っていても千夏に勝ちたくて……。でも、父と母は……」

「おまえと生徒会長を、差別したのか？」

「……いえ、違います。むしろその逆です」

「逆？」

　問い返した北斗の顔を、愛梨は見つめ返してきた。

　その瞳はひどく冷え切っている。まるで、一人だけ別の世界にいるみたいに。

「そう、逆でした。父と母は……なるべく私と千夏を平等に扱おうとしたんです。血の繋つながっていない姉妹ですから、そうした方がいいと思ったんでしょうね。けれど……」




　私には、それが悔しくて堪たまらなかった。




「わかりますか先輩？　いつの頃からか父も母もどんなに千夏がすごいことをしても、私と同じようにしか褒めなくなったんですよ。そして、千ち夏なつに勝とうと努力する私を励ますんです。『無理してがんばらなくていいよ。愛あい梨りは愛梨のペースで進みなさい』って、すごく優しい顔をして。けど、私はそれがどうしようもなく悔しかった……！」

　内側に溜たまった感情を叩たたきつけるように、愛梨は叫んだ。

　その顔は、悲痛な感情に歪ゆがんでいる。

「同情なんかされたくなかった！　優しくなんかされたくなかった！　憐あわれんでなんか、欲しくなかったんです！　そんなことされたら、余計に自分が千夏により劣っているって思い知らされるじゃないですか！　いつか千夏に勝ってやるって必死にあがいてる自分が惨めに思えてくる！　でも、一番嫌なのは、両親にそんな気を遣わせてしまった自分自身で……！」

　叫び続ける愛梨の頬ほおを、涙が伝っていく。きっと、それはさっき見せた涙とは違うもの。

　愛梨が長い間たった一人で抱え込んでいた悔しさだ。

「嫌で、嫌で、嫌で……そして、怖くなったんです。今は父や母が同情してくるだけ。でも、いつか学校のみんなも私に同情してくるんじゃないか？　今日学校に行ったら、クラスのみんなもパパやママと同じ優しい目で私を見るんじゃないか……？　毎日、そんな不安に怯おびえていました……」

　──そんな目で、私を見ないでください！

　今日、愛梨は自分に憐あわれみを向けてきた生徒に向かってそう叫んだ。きっと、それは許ゆるせなかったからだ。努力している自分を、同情という形で否定されるのが……。

　可哀そう。姉に追いつこうと必死に走っている自分に憐みを向けられることが、愛梨にとっては何よりも苦痛だったんだろう。普通の人間だったら誰かに同情された時点で、その優しさに甘えていたかもしれない。

　けれど、愛梨は違った。

　彼女はそんな柔やわな女の子じゃなかった。誰かに甘えることも、敗北を認めることも、努力をあきらめることも選ばない……強さを持っていた。そうやって、自分を保ってきた。




　しかし、今日その強さが弱さになった。




　自分に向けられる憐みの視線を否定したくて、思わず叫んでしまったんだ……。

「……先輩は、私のアンチスレの書き込みを見ましたか？　今日書き込まれたゴシップには的外れのものも多かったです。自殺未遂も、もちろんその一つ。けど、一つだけ本物があったんですよ。それは……私が中学生の頃に不登校だったこと」

「えっ……」

「一応、学校側には体調不良による病欠ってことにしてましたが、本当は今言った不安に耐え切れなくなったんです。だから中学一年生の一時期、私は学校に行かずにずっと家に引きこもっていて……。その後……色々あって、私はまた学校に通い始めました。けど、もう実家にはいたくなかった。父や母の同情からも、相変わらず輝き続ける千ち夏なつからも、逃げたかった。いつか絶対に千夏に勝ちたいって思ってましたけど……それでも、傍そばにはいたくなかったんです。ずっとそう思いながら、二年ほど実家で過ごして……」

「一ヵ月前から、一人暮らしを？」

「そうですね。転機は今年の夏休み。子猫を一匹拾ったんです。その子は捨て猫で、真夏の太陽の下で脱水症状になりかけてて、けど懸命に生き残るために傍を通りかかった私を鳴き声で呼んで……なんだか、自分を見てるみたいで……」

「それが……あの黒猫か」

　ニャンザブローなんてふざけた名前だが、今日あの猫が死にかけたとき、愛あい梨りはそれこそ家族が死に瀕ひんしたときみたいに慌てふためいていた。

　あれは、きっと……。

「父と千夏が猫アレルギーだったので、もちろん猫を飼うことは反対されました。だから、私はそのことを理由にして家を出ることにしたんです。高校生になったということもあってか、一人暮らしは許可されました。ひょっとしたら……両親もそうした方がいいと思ったのかもしません」

「……凛りん多だ。きっとおまえの両親は、おまえのことが邪魔になったわけじゃ……」

「わかってますよ。たぶんあのまま実家にいたら、私は壊れちゃってました。両親もそれを悟ったけど、どうしたらいいかわからなかったんです。だから、私の意志を優先することにしたんだと思います」

「……そっか。それでおまえはあの猫と一緒に暮らすことに……」

「あの子は私のかけがえのない家族であり、友だちです。あの子は猫ですから、私に憐あわれみを向けてなんかきません。それに両親は娘に不自由がないようにとあのマンションに住まわせてくれましたが……私にとっては、少し広すぎますので」

　寂さびしげな表情で、愛梨は呟つぶやいた。

　──瞬間。

　北ほく斗とは愛梨のことを無性に抱きしめたくなった。その華きや奢しやな身体からだを壊れるくらいに抱きしめて、温ぬくもりを分けてやりたかった。だって、今夜彼女はあの空き部屋だらけの家で眠らなくちゃいけないのだ。傍に誰もいない部屋で、たった一人で。

　しかも、明日は立会演説会なのに……。

「ありがとうございます、先輩。話に付き合ってもらって、大分すっきりしました」

　しかし、愛梨は頭を下げてお礼を言ってきた。

　精一杯気丈な様子で、微笑ほほえみながら。

「これで、明日の立会演説会はばっちりです」

「ばっ……バカかおまえは！　状況がわかってんのか!?　きっと今もネット上じゃ炎上騒ぎが続いてる！　こんな状態のままで立会演説会に出たらきっと学園中からブーイングが起きる！　これじゃ、第一次投票は……」

「知ってますか、先輩。《セカイネット》に私が第一次投票を突破する確率が出ていたんです。それは、たったの二％。でも、私の目的は千ち夏なつに勝って生徒会長になること。その確率はきっと百万分の一程度。それに比べれば二％希望があるだけで大分マシでしょ？」

「マ、マシって──！」

「逆に、なんだか明日の立会演説会に向けての覚悟が決まった気がします。私の人気は大暴落。私は今間違いなく学園の底辺に入ます。これ以上下がることはありません。だったら、あとは上がっていけばいい。ただ、上だけを見て」

「おまえ……っ！」

　虚きよ勢せいを張るのはやめろ！

　北ほく斗とはそう叫びたかったが、愛あい梨りの真まっ直すぐな瞳を見たら、声を出すことすらできなくなった。

　──なんてヤツだ。

　きっと今の言葉も嘘うそ偽りのない本音。落選率九十八％という絶望的な逆境の中でも、その熱意はこれっぽっちも折れちゃいなかった。アンチスレに書かれたひどい批判を見たはずなのに……。

「………」

　けど、それが凛りん多だ愛梨という人間なのかもしれない。

　思えば彼女は北斗が出会ったときからそうだったのだ。

　ジミ子こなんて呼ばれてぼっちだったくせに、戦っていた。自らが目指す目標を達成するために、ただひたすら……。

　そして、彼女はまだあきらめたりなんかしちゃいない。

「───っ」

　だけど、北斗は愛梨からただ目を背けたくなった。

　──違う。

　愛梨はさっき千夏のことを自分とは違う太陽みたいな人間だと言っていたが……それは違う。少なくとも、北斗にとって愛梨は太陽だった。自分の中にある何かのために、本気になれる女の子。どうしようもなく、凛多愛梨の存在は眩まぶしく感じられた。

　そう、三年前から死んだままの葛くず原はら北斗とは違って──。

「先輩？」

　黙ってしまった北斗が心配だったのか、愛梨が呼んできた。

　……バカか、俺は。

　惨めな感情に思考を塗りつぶされる。この状況で自分の方が心配されるなんて。むしろこっちが愛あい梨りを応援してやらなくちゃいけないはずなのに、なぜか言葉が出ない。蘇よみがえるのは、あの雨の日の記憶。忘れたはずの感情が頭ず蓋がい骨こつの中で暴れ回る。なんだか愛梨が自分より遥はるか先を進んでいる気がして、彼女の存在がひどく遠く感じられる。その感覚が、ただただ怖かった……。

　──もしかしたら。

　第一次投票の結果にかかわらず、自分みたいな人間は愛梨の傍そばにいない方がいいのかもしれない。

　そんな想おもいすら過よぎるほどに……。

「……俺は大丈夫だ。おまえの方こそ、今日はちゃんと寝ろよ」

「はい、先輩との練習の成果を出すために」

　健気けなげに微笑ほほえんでから、愛梨は頷うなずいて見せた。

　その笑顔にまたもや目を逸そらしたくなりながらも、北ほく斗とは気持ちを少しでも落ち着かせるために愛梨からもらったエメラルドマウンテンを口に含んだ。

　しかし。

　今の北斗には、コーヒーの味なんて少しもわからなかった。









　第六話　　終わらない歌






　ドブネズミ。

　そんな風に美しくなりたいと叫んだパンクソングがあった。

　ブルーハーツというバンドのメジャーデビューシングル、『リンダリンダ』。もう三十年近く前にヒットしたロックナンバー。かなり有名な曲だし、三十年近く経たった今でもＣＭのテーマソングに使われることがあるくらいだから、今の中高校生だって一度くらいは聴いたことがあるかもしれない。その証拠に、愛梨はあの曲が大だい好すきだと言っていた。

　でも、実際のところどうなんだ？




　果たして、ドブネズミは美しいのだろうか？




　いや、別に『ロックの歌詞について推察しよう』なんて気取ったことがしたいわけじゃないのだ。歌詞なんてそれこそ聴く人間の感性次第で意味は変わって聞こえると思うし、他人の意見を押し付けるなんて無粋なことはしたくない。

　けど、気になるだろ？

　だってドブネズミだぜ？　汚くて、弱くて、ちっぽけで、誰からも見向きもされなくて、それどころかみんなから忌み嫌われてそうで……。

　そんなヤツらが、本当に美しいのだろうか？

　少しも眠れそうにない夜の中で、北ほく斗とはそんなことを考えた。





　　　　　　　＠　＠　＠






「どういうことよお兄ちゃん！」

　九月三十日、立会演説会当日。

　時刻は午後三時を回ろうとしたところ。リビングのソファに座っていた制服姿の北斗に、学園から帰宅してきた冬とう華かが叫んだ。

「なんで学園に来てないわけ!?　朝は制服に着替えてたからてっきり登校してると思ったのに、さっき休み時間に教室を覗のぞきに行ったらいないんだもん！」

「おまえこそ、なんで家に帰ってきた？　まだ授業が──」

「そんなもんサボったに決まってるでしょ！　冬華はお兄ちゃんを学園に連れていくためにここに来たのよ！　お兄ちゃんだって知ってるわよね？　今日の六限目は立会演説会！　あと三十分もしたら、愛あい梨りのスピーチが始まるのよ!?」

　茶髪を振り乱しながら、冬華は叫ぶ。

　そう、今日は立会演説会。生徒会総選挙の立候補者の人数が多すぎるため、立会演説会は役職ごとに曜日を分けて行われる。そして、今日は生徒会長に立候補した生徒が全校生徒に向けてスピーチをする日だ。

「つーか、おまえ凛りん多だのこと呼び捨てにしてるんだな」

「べ、別にいいでしょ。愛梨とは結構趣味が合うし、仲良くなったのよ。それより、なんでお兄ちゃんは愛梨のスピーチを見に行こうとしないの？　お兄ちゃんは愛梨の恋人でしょ!?　だったら……」

「大丈夫だ。あいつは俺なんかいなくてもしっかりスピーチをする」

　まるで自分に言い聞かせるみたいに、北斗は言った。

　そう、それが今日登校できなかった理由。

　昨日の公園での会話を聞いて、愛梨がまるで別の世界の人間のように感じられた。きっと、自分はあんな風にはなれない。なにせ彼女は生徒たちからの批判にも、千ち夏なつという天才の姉にもまったく怯ひるんでいないのだ。

　──俺たちみたいな最下層の二人が成り上がったら、面白いんじゃないか？

　彼女と初めて出会ったとき、北斗はそんなことを思った。でも、それは思い違いも甚はなはだしかったのだ。愛あい梨りは学園の底辺にいる自分みたいな存在じゃない。その証拠に、彼女はどんどん先に進んでいく。もはや、追いつくことができないくらいに。

　だから、北ほく斗とは愛梨に会いたくなかった。

　会ってしまったら、今の自分がひどく惨めに見える気がした。だって、葛くず原はら北斗は三年前から死んだまま。言ってしまえばゾンビみたいなものだ。ゾンビは太陽の光を浴びると灰になってしまう。

　そして、愛梨は太陽だ。

　絶望的な逆境の中でも、折れない心。あきらめない強さ。それを彼女は持っている。だからこそ、北斗は逃げ出した。自分がゾンビだということを思い知らされたくないために、太陽の光が届かない暗くら闇やみへと……。

「けど、お兄ちゃんだって知ってるはずよ!?　今愛梨は大変なことになってるの！　《セカイネット》ですっごい批判されて、今日教室に来てもクラスメイトのみんなから白い目で見られて……そんな状況で立会演説会に出るのよ？　絶対に大変なことになるわ！　きっと愛梨は、お兄ちゃんに来て欲しいって思ってる！　こんなとき、好すきな人が傍そばにいてくれたらどれだけ心強いか──」

「違う。あいつは俺なんか好きじゃない」

　所しよ詮せんは偽恋人。あくまでチェルシーが書いた脚本ブツクを実行するための関係。愛梨は何度も北斗に「好き」と言ってきたが、きっと本気じゃないはずだ。だから、本物の恋人じゃない自分が愛梨の傍にいても……。

「………っ」

　北斗の言葉に、冬とう華かはきゅっと口唇くちびるを噛かみしめた。

　だが、その数秒後。

「立って」

「は？」

「いいから立って、お兄ちゃん」

　有無を言わさない勢いで冬華は命令してきた。

　ひょっとしたら、殴られるかもしれない。

　直感的に北斗はそう思った。けど、抵抗はしなかった。冬華の細腕で殴られても大して痛くない。それに、もう何もかもがどうでもいい気がしたのだ。

　だから、素直にソファから立ち上がって──。

「!?」

　ゴッ!?　と嫌な音がした。

　思いっきり振り上げられたのは冬華の右足。ニーソックスに包まれたその細い脚は物の見事に北斗の身体からだの一部を直撃していた。

　そう、恐ろしいことに、股こ間かんを。

「お、おまえええええ……っ！」

　思わず床に倒れ込む。戦せん慄りつのペナルティーキック。いくら空手で全国一になった経験があろうが、股間を全力で蹴られれば痛いし、もだえ苦しむ。その証拠に息をするのがやっと。それでも、なんとか顔を上げて妹に抗議しようとして──。




「ヘタレたことを、言わないでよ」




　そこにいたのは、いつも家でダラダラしてるネトゲ廃人の妹じゃなかった。

　今年の入学式で一年生総代として挨あい拶さつをした文句のない優等生が、そこにいた。

「兄さんがここにいるのは愛あい梨りの傍そばにいるのが嫌になったからでしょ？　友だちになってよくわかったわ。愛梨はちょっと地味だけど、実はすごい努力家で、ものすごく敗まけず嫌い。だから、兄さんは愛梨を見てるのが嫌になった。まるで、昔の自分を見てるみたいで」

「………っ」

　図星を突かれたせいか、一気に身体からだ中じゆうの血液が沸騰した。

「うるせえ！　わかったような口を利くな！」

　痛みにふらつく足で立ち上がりながら、言い返す。

　一度火がついたら、止まらなかった。

「凛りん多だは今の俺とは違う！　あいつは自分が本気になれる何かをちゃんと持ってて、それを叶かなえようとしてるんだ！　今の俺があいつの傍に行って何ができる？　三年前に選挙で敗けたときに本気になれるものを見失っちまった俺なんかに！」

　生きてる理由なんて特にないが、死にたくもない。毎日を惰だ性せいで生きている。

　それが今の葛くず原はら北ほく斗とだ。

　でも、きっと愛梨は違うんだろう。

「俺みたいなヤツが凛多の傍にいるべきじゃないんだよ！　凛多はあれだけネットで批判されても、あきらめたりなんかしなかった！　みんな気付いてないだけで、あいつは生徒会長と……凛多千ち夏なつと同じくらいすげえヤツなんだ！　だから……」

「兄さんは、愛梨に置いていかれるのが怖くなったのね？」

　突き刺すようなその言葉に、北斗は何も言い返せなくなった。

　冬とう華かはそんな兄の胸ぐらを掴つかみながら、叫ぶ。

「さっきから何を気持ちよく落ち込んでるのよ！　そんなに青クサくて青春っぽいことをするのがイヤ？　一生懸命になるのが恥ずかしい？　違うでしょ!?　昔の兄さんはすごく生き生きしてた！　毎日が楽しそうだった！」

「………っ！　黙れ！　毎日家でダラけてるおまえが偉そうなこと言ってんじゃねえ！」

　いや、冬とう華かはダラけているだけじゃない。学園で優等生を演じるために北ほく斗との見えないところで努力をしている。その事実を知りながらも、叫ぶしかなかった。こう叫べば、きっと妹は黙るはずだったから。

「……そうね」

　けれど、冬華は北斗の言葉を肯定した。

「確かに、私は家ではダラけてる。いつも兄さんに世話を焼かせてる。でも、その代わり私は兄さんを一番近くで見てきた！　一番兄さんを知ってる！　だから、わかるのっ！　今の兄さんは昔の兄さんに戻りたがってる！　そうじゃないの!?」

「冬華……」

「今だけは家でダラけてるＴＯＵＫ＠じゃなくて、葛原冬華として言うわ！　本気になれるものが見つからないならがんばって見つけなさいよ！　誰かに置いていかれるのが嫌なら、無理やりにでも行動を起こせばいいのよ！　実際に行動を起こさなくちゃ自分は変えられない！　それがわかってるから、愛あい梨りは毎日本気で生きてるの！　確かにあの子は強いわ！　けど、それには理由があるのよ！」

　ねえ、知ってる？　と冬華は問いかけてくる。

「私、愛梨に訊きいたのよ。『どうしてお兄ちゃんを好すきになったの？』って。正直……兄さんとあの子が付き合ってるのが信じ切れなかったから。だから、二人きりになったときに思い切って問い詰めたの。そしたら、なんて言ったと思う？」













「………」

「愛あい梨りは、中学一年生の頃に不登校だったんだって。そうなった理由は話してくれなかったけど、愛梨はその頃のことを思い出したくないって言ってたわ。生きてる理由なんて特にないけど、死にたくもない。そう思いながら、ずっと家に引きこもってたって。そんな自分自身が大嫌いだったって……言ってたわ」

「………っ」

　──なんだよ、それは。

　まるで今の俺と同じじゃないか。

　不安。昨日愛梨はそう言っていた。学校の生徒が両親と同じように憐あわれみの視線を向けてくるかもしれないという恐怖に耐え切れなかったと。

　そのとき、愛梨の目に世界はどう映っていたんだ？

　もし冬とう華かの言葉が真実なら、きっと答えは今の北ほく斗とと同じ。世界がくだらなく見えていたんだろう。まるでゾンビみたいに、ただ毎日を惰だ性せいで過ごしていたのかもしれない。

　でも──。

「───」

　愛梨は、立ち上がった。再び学校に通い出した。高校に進学し、自らの目標を達成するために無む謀ぼうな戦いを挑もうとして──。

「愛梨が立ち直ったきっかけは、とある中学生のインタビューよ」

　まるで北斗の疑問に応えるように、冬華は言う。

「あの子が自分の部屋でテレビを見ていたら、ちょうど空手の大会を放送してたんだって。その中学生の部の優勝者があろうことか全国ネットで言い出したの。『俺には夢があるんです』って、そんな青春クサいことを……」

「なっ──」

「最初は、バカだこの人って思ったらしいわ。全国ネットで自分の夢を叫ぶなんて、普通はそんな恥ずかしいことできないもんね。けど……愛梨には、その中学生がすごく楽しそうに見えた。引きこもりの自分とは違って目標を……自分が本気になれる何かをちゃんと持ってる。必死にそれを叶かなえようとしてる。だから、その中学生みたいになりたいって思った。──ううん、なろうって決めたの」

「じゃあ、凛りん多だが不登校をやめたのは……」

「兄さんのインタビューがきっかけに決まってるでしょ！　傍はたから見たらバカみたいに叫んでる恥ずかしい姿だったけど、兄さんの声は引きこもってた愛梨の心に届いたの！　だから……だから……愛梨は……！」




　お兄ちゃんのことが、好すきになったのよっ！




「───」

　その言葉が真実なのか、北ほく斗とには確かめる術すべはなかった。もしかしたら愛あい梨りが冬とう華かに質問されたときのために適当な嘘うそを言ったのかもしれない。チェルシーがそういう脚本ブツクを書いたのかもしれない。そんな可能性はいくらでもあった。

　けど、




　──私はこのインタビューが結構好きですよ。




　フラッシュバックするのは、愛梨の言葉。




　──夢に向かって、一直線な感じで。




　確かに、彼女はそう言ったんだ。北斗のインタビューが入ったＤＶＤを見た後で。

　だとしたら──。

「……約束、破っちゃった。愛梨には『絶対に先輩には言わないでください』って言われてたのに」

「冬華……」

「しっかりしてよね。お兄ちゃんは愛梨と恋人同士。それにお兄ちゃん……愛梨といるときは昔に戻ったみたいに生き生きしてたもん。お兄ちゃんも、愛梨といて楽しかったんじゃないの？　きっと、愛梨がお兄ちゃんのことを変えたんだと思う。だから……お願い。自分の彼女がピンチのときくらい傍そばにいてあげて。お兄ちゃんは、愛梨のことを選んだんでしょ？　なのにこれじゃ……冬華、お兄ちゃんのこと嫌いになっちゃうよ？」

　すっかり元に戻った口調で、冬華は言ってきた。

「………っ」

　けど、どうすればいいんだ？

　冬華には言っていないが、北斗たちは偽恋人。本当の彼氏彼女じゃない。なのに、何ができる？　愛梨が第一次投票を突破する確率はたったの二％。未いまだにネットの炎上は続いている。ひょっとしたらまともにスピーチすらさせてもらえないかもしれない。

　そんな、絶望的な状況下で。

　今までチェルシーの書いた脚本を実行するだけだった自分に何が──。

「───っ」

　そう考えた直後、ドクンッと北斗の心臓が大きく脈打った。頭の中で何かが急速に繋つながっていく。まるで、パズルでも組み立てるみたいに。

　──そうか。

　北ほく斗とと愛あい梨りは偽恋人。学園という名の舞台の上で踊おどる配役。そう、脚本ブツクに書かれたストーリーをなぞるだけの。だったら──。




　そういう脚本ブツクを、作ればいい。




　奇跡の逆転劇。落選率九十八％の絶望的な状況から愛梨を救い出すシンデレラストーリー。ぼっちな彼女を学園のアイドルへとプロデュースして、生徒会長に就任させる……起死回生の脚本ブツク。

　劇場型恋愛。

　きっと、北斗だけにはそれが書ける。

「───」

　しかし、それにはあいつに助けを求めなくちゃいけない。

　この三年間ずっと避け続けてきた、あいつに。

　でも──。

「ありがとな、冬とう華か」

　その覚悟を決めるには十分な事実を、妹が教えてくれた。

　凛りん多だ愛梨。

　あのひねくれた彼女が、過去に自分なんかのインタビューを見て勇気をもらったということ。そして、この一ヵ月で彼女が北斗を変えたということを……気付かせてくれた。




　──お兄ちゃんも、愛梨といて楽しかったんじゃないの？




　そう、今さら気付いたのだ。

　冬華の言葉通り、葛くず原はら北斗という人間は、どうしようもなく──。

「だったら……行きなさい」

　まるで兄の背中を押すみたいに。

　どこか辛つらそうにしながらも、冬華は──叫んだ。




「さっさと青春してこい、このバカ兄貴ぃ────────っ！」




「───」

　無言で頷うなずいてから、制服姿のままで北斗はリビングを出る。

　去り際に冬とう華かが寂さびしそうな目で見つめてきた気がしたけれど、それを気に留とめている余裕はなかった。家を飛び出してロビーに向かうエレベーターに乗りながらも、電話をかける。すると、相手はすぐ出てくれた。

『なんだ、不良少年？』

「悪い、チェルシー。今大丈夫か？」

『ああ。今さっき自分の分の演説を終えたところだ。立会演説会の順番はクジ引きで決まったが、最悪なことに愛あい梨りはラスト。しかも、千ち夏なつの次だ。ネットの炎上騒ぎも依然収まっていない。これでは──』

「そのことなんだけどさ、チェルシー」

　一階にあるロビーに辿たどり着ついたエレベーターから飛び出しながら、北ほく斗とは言った。

「俺に、脚本ブツクを書かせてくれないか？」

『……は？　どういう意味だ？　まさか、不良少年にはこの絶望的な事態を打開できる策があると？』

「ああ、そうだ。まずは、チェルシーに用意して欲しいものがある。よく聞いてくれ」

　駐輪所に止めてある自転車に乗り込みながら、説明する。

　北斗が思いついた逆転劇ストーリー。

　その内容を──。

『……不可能だ』

　ペダルを漕こいで進み出すと、片手に握った電話からそんな声が響いた。

『きみが今言ったものを用意するのは可能だろう。しかし、きみが考えた脚本ブツクを実行できるはずがない。第一、きみにあいつを説得できるはずが──』

「大丈夫だ。今回だけならあいつは俺に協力してくれる。頼む、チェルシー。今だけは、俺のことを信じてくれ。今俺が頼れるのはおまえしかいないんだ。そして……できれば俺が今回の脚本ブツクを書いたことは、凛りん多だには秘密にして欲しい」

『───っ』

　電話の向こうで息を呑のんだ後で、チェルシーは『ふふっ』と微笑ほほえんだ。

『あははははっ！　面白い！　面白いぞ不良少年！　きみを偽恋人役にするようわたしに推すい薦せんしたのは愛梨だったが、あいつの目は狂っていなかった！　まさか配役自らシナリオライターに脚本ブツクを提案してくるとは！』

「チェルシー、じゃあ……」

『ああ。わたしはきみの脚本ブツクに賭かけることにしよう。現時点ではおそらくそれが最善だ。だが、一つ訊きかせてくれ、不良少年。きみは一体何者だ？』

「俺はただの不良だよ。『学園最強』とか『熊くま殺し』とか『クズ先輩』とか……そんなクソみたいなあだ名で呼ばれてる、ただのロクデナシだ」

　けど、そんな劣等生にだってできることはある。

　それを愛あい梨りが教えてくれた。

　引きこもりだった愛梨は、北ほく斗とのインタビューがきっかけで立ち直った。そして、今はあれほどまでに輝いてる。だったら、愛梨と同じことをすればいい。北斗だってこの一ヵ月間愛梨を見てきたのだ。たぶん、いつの間にか彼女に憧あこがれていたんだろう。

　そう、冬とう華かの言葉でやっと気付くことができた。

　葛くず原はら北斗が目指すべき場所は、きっと──。

「頼んだぞ、チェルシー」

　自転車に乗りながら一度電話を切る。

　そして再び電話をかけると、今度の相手は緊張した様子で応えた。

『……もしもし？』

「よお、久しぶりだな……」

　挨あい拶さつの後に北斗が相手の名前を呼ぶと、向こうは微かすかに動揺したようだった。

　当たり前だ。だって、自分たちは長い間離れ離れだったのだから。電話の相手と同じように、北斗の心臓も激しく脈打っている。それは、自転車で全力疾走しているからだけじゃない。気を抜けば緊張という名の魔物に言葉を奪われてしまいそうだ。

「悪いが、時間がないんだ。だから、黙って俺の話を聞け」

　胸の中でざわめく緊張を押し殺すように、北斗は電話の相手に自分の要求を伝える。

　十数秒間。

　長い沈黙が訪れた後で──。

『わかった』

　そんな返事が返ってきてから、

『ただし、一つだけ条件がある。それは、今夜──』
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「凛りん多だ愛梨さん。そろそろ時間です」

　瀬せ海かい学園の多目的ホール。

　七千人もの人数を収容できるその巨大施設の一角にある控室で、選挙管理委員の生徒が愛梨に声をかけてきた。

「──ふぅ」

　さすがに緊張で胃が痛くなる。

　なにせ今このホールには瀬海学園の全生徒……つまりは七千人もの人間が集まっている。その前で壇上に上がってスピーチをしなければいけないのだ。足だって震えてるし、心の中にいる弱気な自分が「今なら引き返せる」と必死に警告を鳴らしていた。

「やっぱり、千ち夏なつはすごいですね」

　ステージに続く廊下を進みながら思い出すのは、今さっき控室のモニターで見た千夏のスピーチ。

『学園の歌姫』と呼ばれた生徒は七千人もの大観衆にまったく臆おくすることなく、完かん璧ぺきな演説をした。会場から送られた万雷の拍手を見る限り、第一次投票突破は確実だろう。千夏のマニフェストの一つは『予算の無駄の削減』。やはり、彼女がまた生徒会長になれば文化祭期間が削られてしまう。

　それは愛あい梨りの目指す目標とは違う。

　自分なりに、学園をもっと面白くしたい。その気持ちを支えにして、愛梨はこの一ヵ月チェルシーが書いた脚本ブツクを実行してきた。少しでも支持者の人気を集めようとした。もちろん、自分が掲げる公約を叶かなえるためにも──。

「……先輩」

　気付けば、彼を呼んでいた。

　葛くず原はら北ほく斗と。学園一の問題児にして、自分の偽恋人。この一ヵ月一緒に過ごしてきた男の子。あんな外見をしてるくせに、スイーツ作りと少女漫画が大だい好すきな変わり者。自分が大好きな音楽を好きだと言ってくれた人。

　彼は今日来ているだろうか？　チェルシーに聞いた話では彼は学園を休んでいるらしかった。もしかして、今から始まるスピーチを見に来てくれないのだろうか……。

「ま、仕方ないですよね……」

　不安のせいで否いや応おうなく軋きしんでしまった胸の痛みを必死に誤ご魔ま化かしたくて、呟つぶやく。

　だって自分は北斗の努力を台無しにしてしまったのだ。せっかく北斗ががんばってくれたのに、自分が感情を抑えきれなかったせいですべてが水泡になった。彼に愛想を尽かされても仕方ない。仕方のない、ことなんだ。

「………っ」

　けれど、なぜか涙がこぼれそうになった。

　──いけない。

　心の中で必死に立て直そうとするが、上う手まくいかない。七千人もの大観衆、完璧にスピーチを終えた千夏、そして北斗にすら嫌われて見捨てられたかもしれないという不安……様々な重圧が押し寄せてくる。

　だけど、敗まけるわけにはいかない。思い出すのは、中学生のときに不登校だったときのこと。学校に行くことを怖がった愛梨はただ逃げることを選んだ。けど、事態は何も良くならなかった。当たり前だ。どんなに願っても、行動を起こさなければ自分の世界は変えられない。あのときの愛梨はそんな簡単なことにすら気付いていなかった。

　しかし、愛あい梨りは再び学校に行くことを選んだ。

　恐怖と戦いながら、自分の目標を追いかけ続けることを決断した。

　きっかけは、偶然家のテレビで見た北ほく斗とのインタビュー。

　その映像を思い出したら、こんな状況だっていうのに不思議と笑みがこぼれた。

「まったく、よくもまぁあそこまで青春クサいことができますよね」

　あれに比べたら今から行うスピーチなんて全然大したことない。なにせ北斗は全国ネットのインタビューで自分の夢を叫んで見せたんだから。

　北斗自身はあのときの記憶は葬りたい過去だと言った。結果的に選挙で千ち夏なつに敗まけてしまったのだから無理もない。中学の頃の愛梨の同級生も、あのインタビューをネタにして笑っていたっけ。だけど──。

　あのときの映像は、愛梨にとって宝物だ。

　不登校だった愛梨にとって、あのときの北斗はどうしようもなく輝いて見えた。テレビのスピーカーから飛び出してきた声に激しく心を揺さぶられ、あんな風に自分自身の気持ちに正直に生きてみたいって思った。その想おもいが……愛梨の目に映っていた退屈で憂ゆう鬱うつな世界を、まるで怪物みたいに踏み潰つぶしてくれた。

　自分が本気になれる何かを持っている男の子。

　あのときの北斗が、愛梨に再び戦うきっかけをくれた。

　勇気を、くれたんだ。

『それでは、一年生の凛りん多だ愛梨さんの演説です』

　アナウンスが会場に響き渡る中、愛梨はしっかりとした足取りで壇上へと踏み出す。

　途と端たん、会場の空気が一変した。

　明らかにさっきまでの立候補者演説のときにはなかったざわめきが巻き起こる。

　きっと《セカイネット》に書かれた愛梨の批判についてウワサしているのだろう。中には「ジミ子こなんかに投票しねえよ！」「帰れ！」「会長の妹だからって調子に乗るな！　本当の姉妹じゃないくせに！」というヤジを飛ばす生徒までいた。しかし、

　──よかった。

　愛梨は目の前の状況に少しホっとしていた。どうやら生徒たちは批判をしながらも愛梨が何を話すか気になっているらしい。その証拠に、帰り出そうとしている生徒はいないように見えた。スピーチを聴かずに生徒が帰ってしまうことが、一番の心配だったのだ。

　けど、その可能性は消えた。

　あとは昨日公園で北斗に言った通り、たった二％の可能性に賭かけて逆境の中で精一杯あがくだけ。スピーチ原稿は昨日の件を釈明できるものにチェルシーが修正してくれた。でも、原稿の八割は変わっていない。基本は愛梨と北斗が作ったもの。

　二人で何度も何度も練習した、あの原稿だ。

　──だから、大丈夫。

　まるで身体からだが自分のものじゃなくなったような違和感、砂漠のように乾いた咽のど、掌てのひらからふき出す生なま温ぬるい汗……緊張が生み出すいくつもの異常を押し殺すように、愛あい梨りは心の中でそう呟つぶやいた。頭の中では音楽が鳴り響いている。自分が大だい好すきなあの曲。歌詞がとても印象的で、北ほく斗とも好きだと言ってくれたもう三十年近く前のパンクソング。激しくも優しいメロディを必死に思い出して、心を落ち着かせる。

　そして、ステージの中心にもうけられた演壇に上がろうとして──。

「!?」

　瞬間、衝撃。

　文字通り、脳が揺れる。何かが愛梨の頭にぶち当たった。痛みで揺らぎかけた視界に映ったのは、中身の入ったペットボトル。おそらく生徒の誰かが投げたんだろう。悪戯いたずらに投げられた凶器は、不幸なことに壇上の愛梨を直撃していた。

「凛りん多ださん！」

　ステージの横から呼ぶ声。同時に舞台袖そでから選挙管理委員と教師が飛び出してくるのが見えたが……愛梨は右手の掌を彼らに向けて必死に制した。

　──ダメだ。

　ここで選挙管理委員と教師が入ってきたら自分のスピーチはきっと強引に中断されてしまう。それだけは嫌だった。ペットボトルが当たった頭は痛むが、幸い血は出ていない。きっと内出血を起こしているだけだろう。これなら、まだ……。

「あっ──」

　しかし、あまりにも不意打ちすぎる攻撃のせいで、愛梨の中で鳴り響いていたパンクソングは途切れていた。その代わりに溢あふれ出だすのは、緊張、焦燥、不安、恐怖……そんな名前をした怪物たち。ちゃんと殺したはずだったのに、彼らはまるでゾンビのように愛梨に襲いかかってくる。

　さらには会場の雰囲気。愛梨にペットボトルが直撃したことで一瞬静まり返ったが、一気に再沸騰。「ストライークっ！」「いい気味だ！」「帰れ帰れ帰れっ！」会場のあちこちで笑いが起こり、その甲高い嘲ちよう笑しようが弱りかけた愛梨の心を容赦なく痛めつける。

　──どうしよう。

　泣いちゃダメだとわかっているのに、涙が出そうだ。

　もしかして、自分は間違っていたのか？　中一のときに引きこもりをやめなければ、こんなことにはならなかったんじゃないか？　大人しく千ち夏なつには勝てないと認めておけばよかったんじゃないか？　パニックに陥った頭が心にもないことを問いかけてくる。

　──違う。

　思い出せ。私は自分で選んだからここにいる。先輩に勇気をもらったからここにいるんだ！　必死に心の中で言い返す。けど、身体からだの内側で暴れ回る負の感情と、七千人もの生徒が集まった会場の異様な空気が、愛あい梨りの気力を容赦なく喰くい尽くそうとして──。




『凛多愛梨ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！』




　凄すさまじい咆ほう哮こうが、会場の騒乱をぶち壊した。

　反射的に、愛梨は涙で潤んだ目で声が聞こえた会場の隅を見つめる。

　そこにいたのは、右手に白い拡声器を持った男子生徒。細く見えるけど、実は引き締まった体たい躯く。そして、遠く離れた壇上からでもはっきりとわかる金髪。

　葛くず原はら北ほく斗と。

　愛梨の偽恋人にして、自分と同じこの学園の底辺にいるはずの生徒だった。
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　──よかった、間に合った。

　多目的ホールにもうけられた二階席。壇上がよく見えるそこで、北斗はチェルシーに用意してもらった拡声器で愛梨の名前を思いっきり叫んでいた。

　すぐさま、周囲の客席に座った生徒が驚きよう愕がく。テロリストでも見るような視線を北斗に向けながら退避するが、気にしている暇はない。すぐに教師が自分を止めに来るだろう。

　その前に、脚本ブツクを演じ切る。

　たった今自転車をホールの前に乗り捨てて走ってきたので状況はよくわからないが、壇上に転がったペットボトルや会場の大型モニターに映し出された泣きそうな顔の愛梨を見る限り、ロクなことにはなっていなさそうだった。

　そう判断してから、北斗は乱れた息を整えながら再び叫ぼうとして、

「ぐっ!?」

　突如、遠くの観客席から投げられたペットボトルが額ひたいを掠かすめた。もしかしたら、愛梨にやったことを真ま似ねしたバカがいたのかもしれない。それをきっかけに、北斗の手の届かない席から罵ば声せいが飛び交う。

「何しに来やがった！」「クズのくせに邪魔すんな！」「てめえもジミ子こと一緒にさっさと失うせろ！」「前からずっとおまえのことが気に入らなかったんだよ！」「クズは死ねっ！」

　それは、数の暴力。

　構図だけ見るなら七千人対一人。きっとみんな、今なら悪口を叫んでも北斗には誰が言ったかわからないと思っている。だから調子に乗って叫ぶ。なんだかネットの掲示板みたいだ、と北斗は思った。
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　もはや会場の空気は一触即発。

　北ほく斗とに向かって次々とペットボトルや空き缶が投げ込まれてくるが、




『うるせえええええええええええええええええっ！』




　北斗は、それを一いつ蹴しゆうした。




『ケンカ売りたいヤツは俺が相手になってやる！　だから物なんか投げてねえで、テメエが直接ここまで飛んで来いっ！』




　拡声器のボリュームをＭＡＸにして、獣のように吼ほえる。

　ここ数年で身に着けた処世術。拳こぶしを使わずに相手を負かす方法。どうやらそれは成功したらしく、生徒からの罵ば声せいや投とう擲てきは止まった。まあ、会場のモニターに映された北ほく斗との顔が怖すぎたのかもしれないが。ペットボトルが掠かすめた額ひたいからは、血も流れ出している。

　けど、そんなことはどうだってよかった。

『聞こえるか凛りん多だあああああああああああっ！』

　ステージ上にいる愛あい梨りに向かって、北斗は呼びかける。

『オイコラ！　おまえ何泣きそうな顔してんだ！　おまえが第一次投票を突破する確率はたったの二％！　けどおまえは、二％希望があるだけで大分マシだって昨日俺に言ったじゃねえか！　あの言葉は嘘うそだったのか!?』

　できれば、もっとカッコ良くてスマートで……それこそ物語に出てくるヒーローみたいに愛梨を助けられる方法があれば、教えて欲しかった。

『確かに昨日は色々あったよな！　おまえを嫌った誰かが生徒会長と本当の姉妹じゃないって事実をバラしてさ！　そのことに動揺したおまえは生徒のみんなにひどいことを言っちまった！　それはどうしようもない事実だ！　取り消しなんかできやしねえ！』

　しかし、北斗はそんなやり方は知らない。

　だから叫ぶしかない。何もしないよりは、きっとマシなのだから。

『でも、昨日おまえは言ってたじゃねえか！　みんなや自分の親や生徒会長に謝りたいって！　そのためにおまえはそこにいるんだろ!?　そしておまえがそこにいるのはそれだけのためじゃねえ！　自分の目標を……生徒会長になりたいっていう夢を叶かなえるためだ！』

　笑いたいヤツは、笑えばいい。

　自分がどれだけ恥ずかしくて青クサいことをしているかはわかってる。

　けど──今だけは、凛多愛梨を嘲あざ笑わらうことは許ゆるさない。

『なあ、凛多！　ネットに書かれたおまえのゴシップはほとんど的外れだったよ！　自殺未遂も、援助交際も、俺を身体からだで誘ゆう惑わくしたってことも……全部デタラメだ！　けど、一つだけ正解があった！　おまえ中一のときに不登校だったんだろ!?　でも、おまえは立ち直った！　そして自分の目標のために今も必死に努力してる！　そんなおまえは……俺みたいな人間にはすっげえ眩まぶしく見えたんだっ！』

　叫べ、叫べ、叫べ、叫べ、叫べ。

　これは愛あい梨りを救うための脚本ブツクだ。でも、北ほく斗とが叫ぶべきセリフまでは脚本ブツクに載ってない。だから、考えるな。ただ自らの中にある感情を叫び尽くせ……！

『だから俺はおまえと付き合うことにした！　学園の底辺！　ロクデナシ！　劣等生！　それが俺だ！　葛くず原はら北斗だ！　要領良く空気を読むことも、周りに愛想笑いを浮かべることも、上う手まい具合に世の中と付き合っていくこともできやしねえ！　けど、そんなクズでも……おまえみたいに何かに本気になりたいって思っちまったんだよ！　おまえの傍そばにいれば、何かが変わるかもしれないって信じられそうな気がしたんだ！　わかるか凛りん多だっ！　おまえは俺の目に映ってたくだらねえ世界をぶっ壊したんだぜ!?　ただ俺が気付いてなかっただけで、おまえと出会ったときからとっくに世界は輝いてた！　おまえと一緒に何かをするのが……すっげえ楽しかったんだよ！』

　そうだ。やっと、気付けたんだ。愛梨と脚本を演じて、勉強会をして、選挙運動をして、一緒の時間を過ごして──それが、どうしようもなく楽しかった。いつの間にか、愛梨が葛原北斗という人間を変えてくれていたんだ。そのことを、冬とう華かが教えてくれた。




　だから、もう逃げてなんかいたくなかった。




　たとえ愛梨に置いていかれようと、自分と愛梨は違うかもしれないと思い知らされようと……行動を起こすって、決めたんだ……！

　そして、脳裏を過よぎるのは昨日の夜ずっと考えていたこと。




　果たして、ドブネズミは美しいのだろうか？




　今ならわかる。きっとその答えは簡単だ。

　そんなもの──美しいに決まってる。

　だって、いくら汚かろうが、弱かろうが、ちっぽけだろうが、彼らは生きている。

　生きているんだ。

　下水に住んでいようが、ゴミ捨て場でエサを漁あさろうが、変な病気を持っていようが、そんなことは関係ない。今日を生き抜くというシンプルな夢を叶かなえるために、彼らは文字通り命を削る。たった一つの目標を達成するために、あがいて、苦しんで、もがき続ける。

　魂を、燃焼させている。

　そんな姿が美しくないわけないじゃないか。

　だからこそ、凛りん多だ愛あい梨りは美しいんだと思う。自分の夢を叶かなえるという一点について、彼女は迷わない。正直で、愚直で、どこまでも真まっ直すぐだ。

　少なくとも、その姿はとても魅力的で──それこそ美しく見えた。




　だったら、俺も凛多愛梨みたいになれるのか？




　あいつみたいに、何かに本気で打ち込むことができるのだろうか？

　思わずそんなことを思ってしまうぐらいに。

　──いや。

　できるかできないか？　なんて考えてる時点でダメなんだ。

　重要なのは、やるかやらないか。

　ただそれだけだ。

　それがわかったから──。

『聞いてくれ！　凛多！』

　北ほく斗とは、伝える。

　もはや掠かすれそうな声で、ただ必死に──！

『おまえの夢が、俺の夢なんだよ！　やっと俺はまた自分の目標を見つけることができた！　おまえの夢を叶えるためなら俺は本気になれる！　あがいて、苦しんで、もがき続けていられる！　おまえの夢を叶える手助けがしたいって、本気でそう思ったんだ！　だから、凛多──』




　──敗まけるなっ！




『がんばれっ！　俺みたいなヤツにこんなこと言われたらムカつくかもしれないけど、他ほかにおまえを応援する言葉が見つからなかった！　だから、がんばれ！　他の誰にも言われなくても、俺だけは言ってやる！　バカでかい声で叫んでやる！　たとえ世界中がおまえの夢を嘲わ笑らっても、俺だけは嘲わ笑らったりしねえっ！　がんばれ！　がんばれっ！　がんばれよ凛多ああああああああああああああああああっ！』

　自分の感情を、

　気持ちを、

　想おもいを、

　ただ真っ直ぐに、北斗は拡声器マイクロホンに乗せて叫び尽くした。

　だが、そこで終わりが来た。

「ぐっ!?」

　不意に身体からだが床に叩たたきつけられる。周囲の生徒をかき分けてやってきた数名の男性教師が、北ほく斗とを床に組み伏せ、拡声器を奪っていた。

　けど──。

『──あっちゃん』

　もう十分だ。

　そのことを、北斗は会場に響いた新たな声で察した。

「えっ……会長？」

　北斗の叫びに呆あつ気けに取られていた生徒の一人がそう呟つぶやいた。

　壇上に現れたのは、生徒会長である凛りん多だ千ち夏なつ。

　舞台袖そでからマイクを持って現れた千夏は、会場の注目を一身に浴びながら、

『ごめんね。出てくるつもりはなかったんだけど、問題児くんの言葉を聞いたらじっとしていられなかったんだ……。今彼が言ったことは正しい。ネット上の下品なゴシップは九割が嘘うそ。あっちゃんが中一の頃に不登校だったってこと以外はね』

『千夏……』

　演壇にあったマイクを使って、愛あい梨りは千夏の言葉に応える。

『……ごめんなさい、千夏。今先輩が言った通り、私は千夏にひどいことを言いました。生徒のみなさんや父や母にも……本当に、すみませんでした』

『いいんだよ。あたしはあっちゃんが謝ってくれればそれで十分だから。きっとお父さんやお母さんもそう。みんなも、それでいいよね？　それとも……まだあたしの妹を痛めつける気なのかな？』

　その言葉は、まるで魔法だった。

　あれだけ愛梨を批判していた生徒たちが、何の文句も言わない。「……まあ、会長がそう言うなら」「正直、ちょっとやりすぎな感じがしてたし」「確かにネットに嘘を書いたり、ペットボトルをぶつけたのはひどいよね……」みたいな声さえ聞こえてくる。

　さすがは凛多千夏。

　圧倒的な支持率を誇る現生徒会長。あっという間に会場の空気をコントロールしてみせた。まあ、北斗の乱入の直後だからこそ余計に観客が千夏の言葉に耳を傾けたのだろうが……それでも、彼女の影響力は異常に思えた。

『でも、あっちゃん。あたしはあっちゃんに敗まける気はないよ。今年も必ず選挙で勝ってこの学園の生徒会長になってみせる。あっちゃんだってこの前あたしに宣戦布告したんだし、敗けるつもりはないんでしょ？』

『それは……』

『もしそうなら、スピーチを始めよう？　落ち着く時間が欲しいのなら休憩を取るよ。きっとみんな待ってくれる。だから──』

『いえ、大丈夫です』

　目に溜たまっていた涙を拭ぬぐってから、愛あい梨りは力強い声で応える。

『先輩が「がんばれ！」って言ってくれたおかげで、元気が出ました。ペットボトルが当たったのなんてへっちゃらです。なので、今からスピーチを始めさせてください』

『わわっ。さすがはあっちゃん。それでこそ、あたしのライバルだね！』

　元気いっぱいに千ち夏なつは微笑ほほえんだ。

　──そして。




『こんにちは』




　愛梨はにこやかに微笑みながら、挨あい拶さつ。

　その凛りんとした態度に、会場全体が微かすかに息を呑のむ。あれだけのトラブルがあったのに、壇上の愛梨はひどく落ち着いて見えたのだ。スピーチのカンペすら持っていない彼女は、真まっ直すぐに生徒たちを見据えている。

『この度生徒会長に立候補しました、凛りん多だ愛梨です。まずは、昨日の事件の件を改めて謝罪させてください。生徒の皆さんにひどいことを言ってしまい、本当にすみませんでした。私に非があるのは間違いありません。きっと、まだ私のことを許ゆるしていない方もいらっしゃると思います。私も……自分がここに来ていいのか、すごく迷いました。けど、それでも私がここに来たのは、学園の皆さんに伝えたいことがあったからです。それは──』

　義あ姉ねが見守る中で、愛梨はすっかり静かになった生徒たちに向けてスピーチを始める。

　はきはきとした淀よどみのない口調。

　もし今会場に来た人間がいたら、つい数分前にあんなトラブルがあったなんて夢にも思わないだろう。それほどまでに愛梨の佇たたずまいは立派に見えた。さきほどまで会場が荒れ狂っていたせいか、余計にそう感じる。

　そして、今彼女が話しているのは北ほく斗とと一緒に何度も練習した原稿。

　チェルシーが少しアレンジしたが、基本は変わっていない。あの原稿に綴つづられていたのは脚本ブツクに書かれた演技セリフじゃない。

　まさしく、凛多愛梨の本音。

『聞いてください。私の夢は──』

　──マイクロホンに乗せて。

　まるで歌うように、自分の……いや、自分たちの願いを叶かなえるための言葉を、彼女はしっかりと紡いでいった。









　第七話　　ハートに火をつけて






『今日はありがとうございました、先輩』

　時刻は午後七時五十分。

　昨日の夜に愛あい梨りと北ほく斗とが会話した公園。そこで、電話をかけてきた愛梨は北斗に言った。

『というか、今どこにいるんです？　部屋にいなかったようですが』

「ああ？　ちょっと散歩したくなったから外に出てるだけだよ。しかし、今日はえらい目にあった」

『……大丈夫ですか？』

「大丈夫なわけねえだろ。多目的ホールで先生たちにとっ捕まったからな。そのまま生徒指導室に連行されて、三時間もシボられた。旧東ドイツのスパイでも口を割るような叱しつ責せきを喰くらって、明日からめでたく三連休だ」

『うっわ、うらやまっ』

「三連休っつっても停学処分だぞ!?　英語や数学の課題を山ほど出されちまった。これじゃまたあの勉強地じ獄ごくがリスタートだ！」

『むしろそれだけで済んでラッキーですって。あのときの先輩は、まるで革命家かテロリストみたいなノリでしたし。拡声器を持って大暴れして、血ち塗まみれになって、全校生徒にケンカを売って』

「先にケンカを売ってきたのはあいつらだ」

『ま、私もあの後職員室に呼ばれましたが、一応先輩のフォローはしておきました。先輩は自分の彼女が学園中に批判されてるのが許ゆるせなくて、あんなことをしたんです……と』

「そ、そうなのか？　サンキュー。でも、肝心の投票結果は……」

『あ。その件なのですが、今さっき学園の公式サイトに結果が出ました。──凛りん多だ愛梨、見事に第一次投票突破です。ひゅー、パチパチ』

「パチパチじゃねえよ!?　無事突破できたことよりもおまえのノリの軽さにビックリだよ！　つーか、何!?　結果ってネットで発表されんの!?」

『それが現代のノリですよ。わたしの順位は二十四人中、七位。結構ギリギリでしたが、なんとか通過することができました。どうやら私のスピーチは、学園にいる何割かの生徒にちゃんと届いたみたいです。ま、私は最初からこうなるってわかってましたが』

「昨日はあんなに泣いてたくせに。あんまり強がってると第二次投票で落ちるぞ」

『そのときは先輩を刺します』

「一〇〇％八つ当たりだ！」

『そして私は暗黒面ダークサイドに堕おちます』

「むしろ地じ獄ごくに堕ちろよ！　その後輪りん廻ね転生してカモノハシにでも生まれ変われ！」

　他た愛あいもない軽口を交わし合う。けど、それがやけに楽しかった。昨日の夜までは、こんなことができるなんて夢にも思っていなかった。

『はふぅ。結果がわかったらちょっぴり安心できました。けど、戦いはまだこれから。第一次投票での千ち夏なつの得票数は約三千……私の五倍以上でした。次の戦いは来月の体育祭後に行われる第二次投票。なので、先輩にはもうちょい私の偽恋人でいてもらいますよ？』

「面倒くせえ。彼女をつくらなくちゃ家を追い出すって宣告さえなければ──」

『──そんなおまえは……俺みたいな人間にはすっげえ眩まぶしく見えたんだっ！』

「ぬぉおおおおおおおおおっ!?」

『──おまえと出会ったときからとっくに世界は輝いてた！　おまえと一緒に何かをするのが……すっげえ楽しかったんだよ！』

「わかった！　これからも付き合う！　だから今日の俺のセリフを叫ぶのはやめよう凛りん多だ！　すでに俺の羞しゆう恥ち心は致死量を超えている！」

『何を言うんですか。あのときの先輩は結構カッコ良かったですよ？　私はああいう青春っぽいノリが嫌いじゃないので』

　クスクスと楽しそうに笑う愛あい梨り。しばらくはこのネタで遊ばれそうな気がする。もっとも、あのときの北ほく斗との叫びは色々なところに影響を与えたようだった。

『クズ先輩って見かけによらず熱い人だったんだなｗｗ』『えー、そう？　すっげえ青クサかったけど？』『自分の彼女のために七千人にケンカ売るとかテロリストすぎる』『とりあえず、クズ先輩は相変わらず怖こええ……』

　さっき《セカイネット》を見たら、そんなコメントが書かれていた。

　同時に愛梨の人気も急激に回復。

『ジミ子このスピーチ結構良かった！』『イジメられてたあの子ならイジメ問題に真剣に取り組んでくれるかも』『あそこまで批判されたのにあきらめないってかっけーよなｗ』『俺は最初から批判しすぎだと思ってたんだ。俺は最初からジミ子を信じてたよ、マジで』

　まったく、掌てのひらを返すのが早すぎる。

　こうなった要因は北斗の乱入、千夏の説得、そして愛梨の演説。

　その三つが合わさって、愛梨の立場を批判される標的から、必要以上の批判を受けている一人の女子生徒に変えたのだ。だからこそ、愛梨は第一次投票を突破できた。

　もっとも、それこそが北斗の思いついた脚本ブツクの筋書きでもあるのだが。

『でも、本当に嬉うれしかったです』

「は？　何がだ？」

『先輩が私に「がんばれ！」って言ってくれたことですよ。正直、千夏と話し合った後にスピーチを成功させることができたのは、先輩のおかげだと思います。あのときの先輩は……三年前のテレビインタビューのときみたいでした。あのときのインタビューに、私は励まされたんです。先輩のおかげで、鍵だらけの部屋に籠こもるみたいな毎日から……抜け出すことができた』

「だったら、お互い様だ。俺もおまえのおかげでやっと生き返れた。サンキューな、凛りん多だ。これ以上は恥ずかしいし、お互いお礼を言うのはやめにしようぜ？」

『──はい。先輩がそう言うのでしたら』

　またからかわれるかとも思ったが、意外にも愛あい梨りはあっさり納得してくれた。

　三年前の敗北。

　あのときから北ほく斗とはずっと死んだままの毎日を送っていた。生きてる理由なんて特にないが、死にたくもない。退屈で、憂ゆう鬱うつな、まるでゾンビみたいにただ惰だ性せいで過ごす毎日。

　けど、そんな自分を愛梨が生き返らせてくれた。

　自らが本気になれる何かに向かって努力する姿を見せて、北斗の心に火をつけた。それは新しい目標という名の小さな火。これからは、その火を消さないようしていくだけ。

　凛多愛梨を生徒会長にしてみせる。

　胸の中に灯ともったばかりの新たな目標を、決して忘れないようにしながら。

『ところで、先輩。あなたは私が不登校だった事実を全校生徒の前で暴ばく露ろしてくれやがったわけですが』

「お、おう。悪かったな。あのときはおまえの批判を消したくて……」

『いえ、別に暴露したことに怒っているわけではありません。ただ、気になることがありまして。──冬とう華かさんから、何か話を聞きました？』

「えっ……」




　──お兄ちゃんのことが、好すきになったのよっ！




　瞬間、思い出したのは冬華のセリフ。愛梨はあのテレビインタビューを見て北斗のことが好きになった。冬華はそう思い込んでいたようだが……。

「──別に？　あいつからは特に何も聞いてねえぞ」

　なんとなく、北斗は誤ご魔ま化かしていた。元々冬華は愛梨からその話をするのを口止めされていたようだし、ここで下へ手たなことを言えば二人の友情に亀き裂れつが入るかもしれない。

　それに、この偽恋人は大分ひねくれている。その件について話を振っても、

　──好きになった理由を話せと言われたので、話しましたよ？　ただし、私は先輩のことを異性として意識しているわけじゃありません。あくまで、お友だちとして好きという意味ですよーだ。えへんぷい！

　とか言われそうな気がして──。




　──だから、間違っても私のことを好すきにならないでくださいね？　私も……先輩のことを、絶対に好きにならないようにしますから。




　そこで、脳内に響いたのは以前愛あい梨りが言ったセリフ。そう、あくまで北ほく斗とたちの目的は選挙で勝つこと。今はそれだけに集中しなくちゃいけない。だったら……。

『……そうですか。ま、いいですけど……ね』

　北斗の誤ご魔ま化かしを信じたのか、愛梨は納得したようだった。

『ところで、先輩。今日は何時くらいに帰ってきます？　私もちぃちゃんも第一次投票を突破できたので、これから私の家で軽い祝勝会をしようかと』

「あー、九時前には帰れると思う」

『ばっちおっけーです。何か料理を作っておきますね。ちなみに、さっき動物病院からニャンザブローを引き取ってきたので、あの子もパーティーに参加します』

「そっか。無事に退院できてよかったな」

『今思えば、あの子が飲みこんだのは十円玉でした。つまりは、コインを誤ご飲いん……これって、あの子なりに身体からだを張った一発ギャグだったのでは？』

「だとしたら命懸けすぎだ！　おまけに一ミリも笑えねえし！」

『ま、ですよね。ではでは先輩。明日からも劇場型恋愛をがんばりましょう』

「いや、俺は明日から停学処分で……」

『もちろん忘れてませんが？』

「じゃあなんでがんばりましょうとか言った!?　無駄なエールを送るな！　さっさとパーティーの準備をしろ！　俺も帰ったらケーキを焼いてやるから！」

『ふふっ。楽しみに待っていますね。せ・ん・ぱ・い♥』

　彼氏の帰りを待ちわびる彼女みたいな口調で言ってから、愛梨は電話を切った。

「……まったく」

　困った偽恋人だ。きっとこれから先も自分たちはチェルシーが書いた脚本ブツク通りのカップルを演じなくちゃいけないのだろう。

　劇場型恋愛。

　それが愛梨を生徒会長にするための……彼女と北斗の夢を叶かなえるための方法──。

「──お話は終わったかな？」

　だから、今夜コイツと話を付けなくちゃいけない。

　覚悟を決めながら北斗は振り向いた。元々、ここに来たのは呼び出されたからだ。今日北斗が助けを求めた相手。三年間避け続けた、彼女に──。

「こんばんは、問題児くん！」

　凛りん多だ千ち夏なつ。

　制服ではなくゴシックロリータな黒い衣装を身に纏まとった彼女は、『学園の歌姫』の異名にふさわしい澄み切った声で挨あい拶さつしてきた。

「えへへ。ちゃんと来てくれて嬉うれしいな～。あたし、ずっと問題児くんとは仲良くしたかったから。ほら、あたしたちって三年前に色々あったでしょ？　それからすっかり疎遠になっちゃってたし！」

「ああ、そうだな」

　千夏の言う通り、北ほく斗とは中学校の生徒会選挙で敗まけてから彼女のことを避けていた。

　──でも。

　それは、何も突然やってきた顔も知らない転校生に敗けたからじゃない。

「まあ、それよりさ」

「ん？　何かな？」

　二つに結んだ煌きらびやかな髪を揺らしながら、きょとんと首を傾かしげる千夏。

　そんな彼女に、北斗は言う。

「この公園には俺たち以外誰もいない。あんた……いや、おまえのことだからそういう場所を選んだんだろ？　だから……今は昔みたいに呼んでいいぜ、千夏」

「えっ──」

　ビクっと、北斗に名前を呼ばれて千夏の身体からだが震えた。

　大きな瞳に溜たまっていくのは、涙。同時に整った輪りん郭かくが歪ゆがむ。けれど、千夏の顔に浮かんだのは、痛みでも、怒りでも、悲しみでもない。

　──歓喜。

　間違いなく、喜びの涙。あふれ出る感情を抑えつけるようにぎゅっと自分の胸に手を当てた後で、千夏は頬ほおを伝う涙を拭ぬぐおうともせずに……。




「…………にぃ！」




　勢いよく、北斗の身体に抱きついた。

「や、やっと昔みたいに呼べたよぉ……。あたし、ずっと寂さびしかった……。にぃがあたしを避けるようになってから……毎日、胸が張り裂けそうで……しかも、にぃはあっちゃんと付き合うことになって……あたし……あたし……っ！」

「泣くなよ、妹。俺だって、ちょっとは寂しかったさ」

　抱きついてくる千夏の頭を、北斗は優しげに撫なでた。

　それこそ、血の繋つながった兄妹みたいに。





　　　　　　　＠　＠　＠






　カラクリは単純明快。

　北ほく斗との生みの親が離婚したのは十年以上前。そして、北斗は母親の方に引き取られた。

　では、父親の方はどうしたのか？

　彼は離婚した数年後に別の女性と再婚。そして、今はその妻の名字である『凛りん多だ』に改姓している。そして、彼には今年で十七歳になる連れ子がいた。

　それが、凛多千ち夏なつ。

　現在の凛多愛あい梨りの義あ姉ね。

　そして、紛まぎれもない葛くず原はら北斗の双子の妹──。

「いい加減、離れろ千夏」

「えへへ、やだよ？　にぃをぎゅってするのはすっっっごく久しぶりだもん。ねぇねぇ、にぃ。あたしのこともぎゅってして？」

「却下だ」

「え～。にぃったら冷たい～」

　今日立会演説会で完かん璧ぺきなスピーチをしたとは到底思えないほどの幼おさない表情で、千夏は甘えてきた。けど、無理もないかもしれない。こうして兄妹として話すのは三年ぶり。自分と会っても他人のフリをするように、北斗は彼女に言い続けてきたのだから。

「そういや、父さんは元気か？」

「うん！　とっても！　相変わらず猫アレルギーだけどね。にぃもあたしもそうだし、これは血筋ってヤツかな？」

「家族なんだから当たり前だろ。つーか、父さんはまだ格闘技を見るのが好すきなのか？」

「ほえ？　なんで知ってるの？　ひょっとして、あっちゃんに聞いた？　お父さんは相変わらず格闘技の試合ばっかり見てるよ。元々にぃが空手を始めたのだって、格闘技好きのお父さんの影響でしょ？」

「そういや、そうだったか」

「もう、照れちゃって。お父さん、にぃが中学時代に全国大会で優勝した試合をわざわざＤＶＤに録画してたんだよ！　やっぱり実の息子が活躍するのが嬉うれしかったんだね～」

「……もう十年以上も会ってねえけどな」

　別れた家族なんて、案外そんなものだ。北斗だって会いたいと思ったことは何度かあるが実の父にだって新しい家庭がある。しかも、千夏の話を聞く限りとても幸せそうな。もちろん、それは北斗も一緒。だから下へ手たに接触を図って、影響を与えるのが怖かった。

　もっとも、千夏とは幼い頃から両親に隠れて連絡を取り合って会っていたわけだが。

　そう……ある時期までは。

「けど、やっぱり兄妹だって周りに明かせないのは寂さびしいなぁ。あたし、学園でもにぃと一緒にいたいのに」

「最初に秘密にしようって言ったのはおまえだろ？」

「まぁ、そうなんだけどさ！　だって、兄妹だってことがみんなにバレなければ、学校ではにぃの恋人になれるって思ったんだもん！」

「千ち夏なつ、俺は……」

「好すきだよ、にぃ」

　有無を言わさず、千夏は北ほく斗との口唇くちびるを奪ってきた。

　けれど、北斗は抵抗できなかった。幼おさない頃から何度千夏とキスをしたかわからない。もちろんファーストキスだって千夏だ。

　それがどんなに異常なことだとわかっていても、もはや取り消しなんかできやしない。

「……んっ……ふぁ……あっ」

　ぎゅっと北斗の身体からだを抱きしめたままでキスを交わしながら、千夏は艶なまめかしげな吐息を漏らす。彼女の温かな感触に耐え切れなくなって、北斗は強引に身体を離した。

「……やめろ、千夏」

「ふえ？　どうして？」













「俺たちは双子なんだぞ!?　だから、こんなことをするのは……！」

「でも、にぃだって子供の頃にあたしのことが大だい好すきだって言ってくれたでしょ？　だから、いっぱいキスもしてくれた。その他ほかのことも、たくさん。あたしはにぃのものだったし、にぃはあたしのものだった。それは今でも変わらない。だから、あたしはにぃのことが好きだよ？　好き、好き、好き、だーぃ好きっ♪」

「俺がおまえを好きだって言ったのはあくまで兄妹としてだ！　キスだって子供だったからしただけで、それがいけないことだって思い知ってからは──」

「どうして、いけないことなの？」

　仮面じみた完かん璧ぺきな微笑ほほえみを浮かべたまま、千ち夏なつは氷柱つららみたいに冷たく尖とがった口調で訊たずねてきた。そして、まるで火がついたように饒じよう舌ぜつに喋しやべり出す。

「あたしは、にぃのことを愛してる。にぃだって口では否定してるけどホントはあたしのことが好きなんでしょ？　心配しないで。あたし、ちゃんとわかってるもん。お母さんに気付かれないようにあえてそういう演技をしてるんだよね？　あたしもお父さんに気付かれないように家ではにぃの名前を出さないようにしてるもん。だから、あっちゃんはにぃとあたしが双子だなんて知りもしない。お父さんもわざわざ昔の家庭のことを新しい家族に話すような人じゃないし、にぃの新しい父親さんと妹ちゃんもあたしたちが双子だってことは知らないんでしょ？　そこらへんはデリケートな問題ってヤツなのかな？　まぁ、いつかバレちゃうかもしれないけど、そのときはみんなを説得しようね？　にぃとあたしがどれだけ仲が良い兄妹か話せば、きっと理解してくれるよ♪」

「くっ──」

　──やっぱり、異常だ。双子の妹の言動に背筋が寒くなる。昔から千夏はこうだった。双子だっていうのに、平気で北ほく斗とのことを異性として好きだと言ってくる。たとえそれが禁じられた行為だと千夏自身が理解していたとしても。

　だから、北斗は小学五年生のときに、千夏と連絡を取り合うのをやめた。

　さすがにその頃になると妹が自分に抱いている感情が異常だと気付いていたし、怖かった。兄として双子の妹に会えなくなる寂さびしさもあったが、それも千夏のためだと割り切った。一切の接触を図らずに大人になれば、千夏も気付いてくれると思ったのだ。

　なのに……！

「三年前、なんでおまえは俺がいた中学に転校してきた!?」

「え？　そんなの簡単だよ。小学五年生のとき、にぃが全然連絡をくれなくなって……あたし、とっても寂しかったんだよ？　寂しくて、悲しくて、苦しくて、辛つらくて、痛くて、何度も泣いて、信じたくなくて、許ゆるせなくて、叫びたくて、傷つけたくて、壊したくて、それでも逢あいたくて、抱きしめたくて、キスしたくて、愛したくて、今言ったことを全部にぃにしてもらいたくて……ずっと、にぃだけのことを想おもってた。そして、三年前……」




　神様が、あたしたちを助けてくれたのっ！




「ちょうどその頃お父さんが引っ越しを決めて、あたしとあっちゃんはにぃがいる中学校に通うことになった！　そのときあたしは思ったんだ！　きっと運命はあたしとにぃの味方をしてくれてるんだって！　ねぇねぇ、にぃもそう思うでしょ？」

「違う。ただの偶然だ。それか……おまえが父さんに何か言ったんじゃねえだろうな？　離れ離れになった双子だけど、せめて学校は同じところに通いたい……とか」

「あっ、バレちゃった？　さすがはにぃ！　あたしのことは全部わかるんだね！」

「………っ！　おまえ……！」

「でも、中学校で再会したにぃは、おかしくなってた」

　たった今まではしゃいでいたのとは別人のように沈んだ声で、千ち夏なつはそう零こぼした。

「せっかくあたしが転校してきたのに、にぃの目にはあたしが映ってなかった。あの頃のにぃは生徒会長になるって目標に夢中だった……。ねぇ、どうして？　にぃだってひどいって思うでしょ？　あたしは、いつだってにぃに夢中だったのに……」

「だから……俺を選挙で負かしたっていうのか？」

「うん、そうだよ？　だって生徒会長になれなくなれば、にぃはあたしだけを見てくれる。あたしだけに夢中になってくれる。だから、あたしは中学校で生徒会長になったんだ。けど、どうしてそんなこと訊きくの？　あたし、何か変なこと言ってる？」

「ああ、間違いなくな」

「え～。ひどいなぁ。にぃにそんなこと言われたら傷ついちゃうよ……。でも、選挙の件はあたしも反省したもん。だから、にぃに謝ったじゃない」

「……その謝り方が最悪だったんだ」

「なんで？　あたし、ちゃんと謝ったよ？　選挙が終わった次の日の夜に、『ごめんね、にぃ。あたし、にぃがそんなに落ち込むとは思ってなかったんだ。だから、あたしは今すぐ生徒会長を辞めるよ。もちろん後任には、にぃのことを推すから』って──」

「黙れ、千夏」

　思い出したくなくて、北ほく斗とは妹の言葉を遮っていた。

　そう、千夏はあっさりと手放したのだ。中学生のときに北斗が本気で目指していた目標を、生徒会長の座を、いとも簡単に明け渡すと言ってきた……。

　その言葉に、三年前の北斗は完かん璧ぺきに壊された。

　自分が必死に追いかけていたものの価値がわからなくなった。その頃は選挙に敗まけたせいで周囲の友だちと上う手まくコミュニケーションできなくて、余計に心が不安定になった。だから、ついつい自分をバカにしてきた不良のケンカを買ってしまったんだ。

　そして、葛くず原はら北ほく斗とは不良になった……。

「でも、生徒会長もやってみると意外に楽しかったんだ。だから、高校でもやってみることにしたんだよ。それに、いい子にしてればにぃが許ゆるしてくれるかもしれないって思って。三年前の選挙の後から、にぃはあたしを無視するようになった……。だから……あたし、ずっとにぃに褒めて欲しかったんだよ？　そのために、一生懸命がんばったの」

「………」

「そして今夜、やっとにぃは兄妹としてあたしに逢あってくれた！　まさかにぃがあたしに助けを求めてくるなんて思わなかったよ！　電話で名前を呼んでもらえたときは思わず泣きそうになっちゃったんだ！　こうしてにぃと逢えるきっかけができて、あたしはすっごく嬉うれしいっ！　けどね、にぃ」

　そんなにあっちゃんが大事なの？　と。

　兄と出会えたことに対する喜びを完かん璧ぺきに消してから、千ち夏なつは問いただしてきた。今の彼女の顔に浮かんでいる感情が何なのか、北斗には理解できない。理解、したくない。

「当たり前だろ。あいつは俺の恋人だからな」

　もちろん、偽恋人だとは言わない。真実を知ったら、千夏がどんな反応をするか……。

「……ふぅん。だから今日も必死に叫んでたんだ。ああしないとあっちゃんは第一次投票で落選してたもんね。ちなみに、あたしとあっちゃんが本当の姉妹じゃないってバラした犯人はちゃんと見つけておいたよ？」

「なっ……」

「あたしのことを『お姉様』なんて呼んでくるちょっとストーカーっぽい女の子だったんだ。怖いよねぇ。あっちゃんを落選させれば、あたしに好すかれるって思ったんだってさ。あははははっ。バカな子。あたしが愛してるのは世界でにぃ一人だけなのに」

「おまえ、まさかソイツを……！」

「だいじょーぶ。ちゃんと穏便に済ませたから。その子、来週あたりにうちの系列校に転校するよ。そうなるように仕向けたんだ。あ、方法が知りたい？　事件のことをバラすって間接的に脅したのか、二度とあたしに近づくなって拒絶したのか、それとも……」

「いや、いい。聞きたくない」

　千夏がどうやって犯人を見つけたのかすらわからない。生徒会長としての伝つ手てを頼った可能性もある。でも、愛あい梨りに付きまとっていた犯人が転校するなら好都合だ。これで今後の選挙運動で今回のようなトラブルが起きることは──。

「さて、にぃ。そろそろ本題に入ろっか」

　そこで、千夏は大きく手を広げながら、北斗にそう告げた。

「にぃは中学時代からあっちゃんのことを知ってたはずだよね？　それどころか前からずっと気にかけてたんじゃない？　だって、あの子はにぃの双子の妹であるあたしの義妹いもうとなんだしさ。結局、にぃはあっちゃんのことが好すきなの？」

「それは……」

「すぐに答えられないってことは、まだはっきり自分の気持ちがわかってないのかな？　それでも付き合ってるってことは、にぃはあっちゃんに魅力を感じてるの？　あっちゃんってすっごい努力家だもんね。あの子はあたしの自慢の妹だし」

「だったら、妹の恋愛ぐらい放任してやれ」

「ダーメ。だって、にぃはあたしのだもん。今日の立会演説会だって、あたしは自分を抑えるのが大変だったんだよ？　本当に、あっちゃんはずるいよね。あんなに強くにぃに叫んでもらえるなんて……正直、何度もメチャクチャにしてやりたくなっちゃったよ。にぃの頼みだから条件付きで今日はあっちゃんを助けたけど、これからはダメだからね？　いくらにぃのお願いでも、あっちゃんが大事な妹でも、助けるのは今回だけ。だって、あっちゃんはあたしの敵だもん」

「それは……生徒会総選挙を戦う上でってことか？」

「もちろんそれもあるけど、にぃを奪い合うって意味でもあるかな？　それとも、どうするにぃ？　今すぐあっちゃんと別れてあたしと付き合う？　そしたら、あたしはあっちゃんが生徒会長になれるように全力を尽くすよ。もちろん、選挙だって辞退して──」

「ふざけんな。答えはもちろんＮＯだ、千ち夏なつ」

「えっ……なんでＹＥＳじゃないの？　だって、そうすればあっちゃんの夢も叶かなって、にぃもあたしの恋人になれるんだよ？　あたしたちは、また一緒になれるのに……」

「俺が欲しいのはそんなやり方で手に入れた勝利じゃない。きっと凛りん多だだってそう言うはずだ。だから──約束してやる。俺たちは、絶対に選挙でおまえを倒す。次の生徒会長になるのは、凛多愛あい梨りだ」

　はっきりと、宣戦布告を叩たたきつけてやる。

　これが北ほく斗との答え。

　愛梨と一緒に本気で何かを追いかけるということ。

　それは今まで逃げ続けてきた千夏と戦うということを意味している。北斗の前ではこんな調子だが、生徒の前で千夏は完かん璧ぺきな生徒会長。現に三年前の選挙で北斗は惨敗した。

　でも、今回は違う。戦うのは自分一人じゃない。

　チェルシーが書いた脚本ブツクを実行して、自分と愛梨が偽恋人を演じ続ければ勝機はあるはずだ。北斗はそう信じていた。第一次投票での愛梨と千夏の得票差は五倍以上だが、まだ時間はある。なんとか最終投票までにその差を逆転できれば……。

「──あはっ。いいよ、にぃ。そういう目で睨にらまれるとゾクゾクしちゃう♪　でも、本気であたしに勝てると思ってるの？　今日だって、あたしが助けなければあっちゃんは落選してたのに」

「ああ、そうだな。悔しいことに、それが今の俺たちの位置だ。ライバルのおまえに助けてもらわなくちゃ生き残れなかった。だから、こっから這はい上あがって──いや、成り上がってやる。この瀬せ海かい学園の生徒会長。七千人の生徒の頂点まで、一気にな」

「へぇ。にぃは随ずい分ぶんあっちゃんを信頼してるんだね。じゃあ、一つゲームをしない？」

「……ゲーム？」

「今日電話で話したじゃない。あっちゃんを助ける代わりに、にぃにはあたしのお願いを一つだけ聞いてもらうって。それが、あたしの出した条件。だから、生徒会総選挙を利用したゲームをしよう？　もちろん賞品は──にぃだよ」

　そう言って、千ち夏なつは再び北ほく斗とに抱きついてきた。

　そして、北斗が抵抗する前にキスをする。

　──数秒間。

　口唇くちびるを奪った後で、千夏は北斗の首に両腕を回したままで微笑ほほえんだ。

　心臓が凍りつきそうなくらいに、綺き麗れいな表情で──。




「ゲームに敗まけたら、にぃはあっちゃんと別れて、もう二度と会わないで。そして──にぃは、あたしの恋人になってよ？」





あとがき







　先日見知らぬオッサンに腹を揉もまれました、文章担当のあさのハジメです。

　……いえ。おまえはいきなり何を言ってるんだと思うかもしれませんが、現実に起きたことなんです。この前、一人でＪＲ山やまの手て線に乗っているときでした。時刻は朝九時すぎ。よく晴れていた日のことだったと思います。

　新しん宿じゆく駅に着いてドアが開いた瞬間、隣に立っていたスキンヘッドのオッサンが、

「よお！　元気かい！」

　みたいなことを言いながら、自分のわき腹のあたりをぐにゅっと揉んできました。オッサンは、そのまま開いたドアからホームへと去って行ったのですが……。

　もしや、あれがウワサに訊きく痴漢？　でも、なぜ俺をターゲットに？　二十五を過ぎた男の腹を揉んで何が楽しいんだ？　それとも、まさかあっちの趣味をお持ちの方でうわああああああ怖こええええええええっ！

　そんな感じで、再び走り始めた山手線の車内で戦せん慄りつするしかありませんでした……。ちなみに、このことを知り合いに話したら、

「うーん、ソイツはおかしいね。きみって昔よりちょっと痩せたから、お腹なかがそこまでぷにぷにしてないでしょ？　だから、触ってもあんまり気持ちよくないはずなのに」

　そういう問題じゃねえだろ!?　と叫びたかったのですが、真実は闇やみの中。一体あのオッサンはなんだったのか……。できれば、もう二度と遭遇しないことを願います。

　さて、気分を変えて、新作の話でも。

　この本のタイトルは、『ライフアライヴ！』。

　主人公とヒロインの学園生活ＬＩＦＥをＬＩＶＥで生徒たちに見せる、という作品のコンセプトから付けてみました。はい、案の定担当さんから「コレだけでは何の事だかわからないので、サブタイトルも付けましょう（にっこり）」と的確なツッコミが……。でも、タイトルとはそういうものです！　気にしたら負けです！

　さらに、『ライフアライヴ！』のコミカライズ連載が八月二十七日発売の月刊コミックアライブより開始予定です！　原作一巻発売と同時にコミカライズ開始とかロケットスタートすぎて作者自身もビビりまくりなのですが、こちらもどうぞお見逃しなく！

　そして、今作は選挙戦がメインということで、作中のキャラクターの人気投票なんかもしてみたりしようと思います。現時点での投票キャラクターは、


・少女趣味ヤンキー、葛くず原はら北ほく斗と。

・地味に巨乳な嘘うそデレさん、凛りん多だ愛あい梨り。

・わたしを名字で呼んだヤローはぶっ殺（以下略）、チェルシー・スターダスト。

・ネトゲ界のジキル＆ハイド妹、葛原冬とう華か。

・サウザンドサマーな生徒会長、凛多血夏……いえ、千ち夏なつ。



　投票に参加なさる方は、アンケートページにアクセスしていただければと。


　　アンケートページＵＲＬ　→　http://mfe.jp/dxg/



　もちろん、人気投票の結果は続刊のあとがきでガンガン発表していきますし、キャラクターの順位や読者の皆様のご意見は、今後のストーリー展開＆表紙や挿絵などのイラストを変える可能性があります。

　というか、作者本人も誰が人気なのかメチャクチャ気になっているわけで。

　特に、血……いえ、千夏さんとか。

　というわけで、投票の方をよろしくお願いします！

　ではでは、そろそろ謝辞の方を。作品創りに一から関わってくださった、担当編集の武たけ石いし様。本気でお忙しい中ハートフルなイラストを描いてくださった、ゆーげん先生。この本を出すために尽力してくださったすべての方々。アドバイスをくださったＩ先生、Ｋ先生、Ｍ先生。最後に、読者の皆様。

　ありがとうございました！　少しでも皆様の期待に応えられるよう、命を燃やします。

　そんな感じで、今回はこの辺で。

　また続刊でお会いできることを願いつつ……それでは、また！


二〇一四年七月　　あさのハジメ











　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、最優秀賞を受賞。東京都在住。




　イラスト

　ゆーげん

　　千葉県出身、東京都在住。イラストレーター。

　　お世話になっている人に、全部は無理にしても半分は恩を返したいと思う今日この頃。

　　たくさん並ぶ本の中で本書を手に取って下さったあなたにも感謝を。
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